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東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書

- N-



序

東北新幹線建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査は、宮城県境より 1盛岡市に至る 101kmの間に

所在する48遺跡について日本国布鉄道盛岡工事局からの委託平業として岩手県教育委且会がJ，j

査主体となり、昭和47年10月から昭和52年12月までの5年 3ヶ月にわたり発掘潤壺を実施して

まいりました。

昭和53年度においては、 40遺跡について 3分冊にまとめ報告忠を刊行したところですが、本

年度は残る 8遺跡について報告柑を刊行することによりこの委託ボ業のすべてが終了すること

になりました。

本報告書は束北新幹線l関係埋蔵文化財発掘調査報告書JVとして昭和50年、 51年度の2ヶ年に

わたり関査した江刺市宮地遺跡についてのまとめであります。この逍跡は平安時代初頭を中心

として北上HI束流域に営まれた船沿跡であり、調査によ って竪穴住屈跡、片戸跡、沿跡、方形

溝防等の遺構や、土器、」：製品、石製品、鉄製品、金鋼製品、動杭物逍休等多くのft凧な衣科

を得ることができました。

言うまでもな〈、北上｝りは本県の文化史にとって象徴的存在であり、その流域は艮い間、文

化の中心でもありました。宮地遺跡の調介結果は、そのことを裏付けると共に、当時の生活実

態を示すものといえましょう 。

本報告行が学術関係者だけでなく、社会教育や学校教百分野でも広く活用されれば幸いです。

し最後に、これまでの調.1Eについて長期間にわたり御援助、御協力をいただいた地元教育委且
金をはじめ関係各位に対し心から感湖を巾し上げます。

昭和55年 3月

岩手県教行委n会
教行長 新1!. 盈



例 言

l. 本書は束北新幹線関係遺跡発掘調査報告術7分冊の中の第4分冊として、昭和50年度と昭

和51年度の 2ヶ年に旦って発掘調査を実施した江刺市に所在する宮地遺跡について作成した

ものである。

2. 本遺跡の発掘調査、およぴ調査査料において次の方々からご指導、ご助言を賜わった。

（敬称略）

・岩手大学名誉教授

• 岩手大学教授

• 北海道大学助教授

板橋源

草間俊一

林謙作

• 岩手県文化財審議会委貝 司東真雄

• 江刺市文化財調査委員 佐嶋与四右ェ門

3. 本書における査料の鑑定、分析などについては、次の方々と機関からご教示、ご協力を賜

わった。（敬称略）

・檄骨鑑定

岩手大学農学部教授

• 石材鑑定

岩手県立杜陵高等学校教諭 佐藤二郎

・種子鑑定

兼松重任

農林水産省林業試験場束北支場村井三郎

・花粉分析（井戸堆積府）

バリノ ・サーヴェイ株式会社

• 鉄滓の組成分析およぴX線回折

岩手県工業試験湯

4. 本野に掲載した地形図、空中写真は、建設省国土地理院発行の 5万分の 1地形図、 20万分

の1地勢図、および2万分の 1空中写真を使用したものである。

5. グリッド配潰図は、日本国有鉄道作成による500分の 1地形図を使用した。

6. 土質柱状図は、日本国有鉄道所有のポーリング安料を参考にした。

7. 遺跡における層相と遣物の色調観察は、小山、 竹原紺著 r新版、標準土色帖』日本色研事

業除を使用した。

8. 本遺跡の基準線方向角は、 N-37゚oo'oo・-wである。



方向は新平面逍角座福第X系 （東北）による座標北を示す。
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9. 遺物、写兵、実測図等の査料は、岩手県教rr委貝会文化課において保管している。

10. 潤査主体者

岩手県教行委且会、日本国有鉄逍盛岡工事）a
11. 汎企担当者

岩手県教1-f委且会~J';.務屈文化課

12. 本占の執j¥'.は次のものがあたった。

・序文

曲在に至る経過………••飢 千秋

瀾介の方法、整埋の方法等…•……•朴沢正耕

• 本文・・・・・・・・・・..佐々木 勝

なお、遺物 ・図面の整理、およぴ写真の様彩などは、熊谷由美子、平野邦
子がこれを補助

した。

•一
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序 文

1. 調査の経過

昭和46年から実施された岩手県内東北新幹線建設工事に関係する埋蔵文化財発掘調壺は一関

市より盛岡市に至る約101kmの間かその対象であり、発掘調査実施前の協議・分布調査の段階

から発掘調在実施、調在結果の報告書刊行まで約 9年の歳月を要した。ここでは、1.発掘調査

実施前の経過、 2. 年度別発掘調杏の経過、 3.整理報告書作成の経過に大別し、その概要につ

いてまとめてみたい。

(1) 発掘調査実施前の経過

全国新幹線鉄道整備法（昭和45年 5月18日法律第71号）に甚づく東北新幹線建設予定地内に

おける県内坪蔵文化財の取扱いについての最初の協議は昭和46年 5月17日に日本国有鉄道盛岡

工事局と岩手県教育委員会との間で行なわれ、運輸大臣に提出する申請書に添付する文化財資

料は遺跡台阪により作成することとし、今後県教育委貝会は分布調介実施のための準備と、建

設工事に関連ある範囲内での遺跡についての情報を提出することにした。昭和46年11月2日、

新幹線建設予定地内の分布調介実施のための協議をもち調査貝は県教育委貝会か関係市町村教

育委員会の協力のもとに、県文化財専門委員、考古学専攻者、発掘調査経験者の中から委嘱を

し市町村単位ごとに班の構成をした。遺跡分布調在は宮城県境より盛岡市に至る約101kmを巾

2 kmの範囲で実施することとし、 11月20日より約 2ヶ月の期間で終了した。その結果93遺跡か

確認された。

昭和47年4月に主管課である社会教育課に 4名の埋蔵文化財担当職員を文化財主査として配

置し、さらに 4名の嘱託補助貝を採用した。東北新幹線相当職貝として嶋千秋文化財主査か当

り他は東北縦貰自動車道関係の業務を担当しそれぞれの業務の逐行に当った。更に同年 6月1

日より 10日までの間、新幹線ルート用地杭の設置時期に合わせセンター杭を中心に巾20m巾に

含む遺跡範囲確認のための現地調査と鴫千秋・菊地郁雄両文化財主介によって行ない、その結

果43遺跡を発掘調査対象遺跡として決定した。その後、新幹線関連事業として東北本線北上貨

物操作場の建設予定地と用地問題で現地踏査かできずにいた花巻地区の分布調査の追加により

最終的に48遺跡か発掘調査対象の遺跡となった。その結果に基づき調査行程、方法等について

協議を進め、全遺跡か記録保存を前提としての発掘調査を実施することにした。

(2) 発掘調査の経過

当初、東北新幹線開業は昭和51年度であり 49年度中に発掘調在を終了しなければ支障かある
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ということが調壺計画立案にあたっての最大の悩みでもあった。そのため野外の発掘調壺を1憂

先先行させ、調査結果の整理、報告書の作成、刊行は別途に考えることとした。そのことから

冬期間に入っても発掘調杏を継続せざるを得ないこともあり、調査の精度や報告書作成の面か

らも反省すべき点か多々あった。調査開始後の経過の中で国内経済に大きな影響を与えた総需

要抑制政策等か原因となって、東北新幹線開業時期が延期となり発掘調査期間は昭和47年10月

から52年10月までとなった。調壺結果の整理と報告書作成作業は53・54年度の 2ヶ年で実施す

ることとした。なお、埋蔵文化財発掘調査委託の契約は年度ごとに日本国有鉄道盛岡工事局長

と岩手県知事との間で締結された。調査主体者は岩手県教育委貝会教育長、調壺主管課は岩手

県教育委員会事務局文化課である。

次に年度ごとの主な発掘調査経過について略記する。

昭和47年度 調在貝 3名、補助貝 1名、調査期間10月25日-12月18日。 3遺跡。

矢巾町所在の下赤林 I遺跡、下赤林III遺跡、高畑遺跡を調在した。この調査は用地未買収時

期の調壺であり、国鉄が地権者より発掘承諾を得ての調査であった。

昭和48年度 調査員 8名、補助貝 5名、調査期間 5月1日-1月29日 8遺跡。

4月、文化課の新設と共に埋蔵文化財調壺班か誕生し、本格的な発掘調査が開始された。し

かし、用地買収の関係などから年間スケジュールか確定しないまま、まず北上貨物操作場関連

遺跡の南舘遺跡よりスタートした。ここでは発掘調壺方法の統一化を計るため新幹線班全員に

よる合同研修調査を実施した。そして 7月より 1遺跡 2名の調介貝と 1名の補助貝を最低の班

構成貝とし、遺跡規模によって構成貝を調整することとして 8遺跡の調査を実施した。夏休み

期間には発掘調査の経験のある教貝・岩手大学生・京都女子大生の協力参加を得た。 12月に入

って杉の上II遺跡において平安時代の焼失竪穴住居跡から多最の炭化材の発見があり、炭化材

の処理上やむを得ずビニールハウスの設置の中で1月下旬まで冬期間の調壺となった。

昭和49年度 調在貝 8名、補助貝 5名、調任期間 4月8日-12月20日 17遺跡。

江刺市と稗貫郡石鳥谷町所在の遺跡か主な調査地域となった。江刺市落合II遺跡は分布調壺

による遺跡範囲は北上川流域に広かる河岸低地における水田面より約 1m高い微高地一帯とし

ていたか、水田面における新幹線高架橋建設工事中に多量の遺物か発見され、地元教育委員会

からの連絡かあり、そのため遺跡範囲を広げ調査した結果、水田面下旧河道の泥炭層から平安

時代の豊富な遺物資料の発見となり貴重な遺跡となった。江刺地区の調壺は地上川東岸一帯で

あり各遺跡は蛇行しなから南下する北上川とその支流である広瀬川、人首川、伊手川の氾濫に

より度々冠水をうけていることから遺構の検出、精在の際に土層判別と遺構範囲の確認に手間

どり多くの時間を費やした。

昭和50年度 調介員 8名、補助員 7名、調壺期間 4月10日-2月21日 15遺跡
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調査地区か、一関市、江刺市、北上市、花巻市、紫波郡紫波町、都南村それに盛岡市と広範

囲におよび調査班相互の連絡・調整が困難な年であった。 7月に北上市鬼柳町町分の新幹線建

設予定地内にあったイチョウの大木の根元から一字一石経を地元民である佐藤忠二、佐藤丑蔵

氏が発見されたことから鬼柳西裏遺跡としての取り扱いをすることとした。調査の結果、縄文

時代・平安時代・近世の各時期にわたる複合遺跡となり 2年継続の調介となった。また江刺市

宮地遺跡は奈良時代から平安時代にかけての大集落となり調壺中に 2基の井戸が発見され、そ

のため乾水期である冬期間の調査となった。厳寒の中で 2月末までの調査となり、遺構実測図

の完成と井戸枠のとり上げを行なった。紫波町西田遺跡は北上山地における小丘陵の西端にあ

り蛇行する北上川によって切離された台地に立地し滝名川と北上川低地に囲まれた残丘上にあ

る。標高100m前後で周辺の水田面との比高は約10mである。この丘陵のほぼ中央を南北に縦断

する新幹線予定地を調壺対象としたが、ほとんどか山林であり遺跡としての確証はなかなかつ

かめなかった。立地形に調査根拠をもったこともあって、まず本年度は遺構検出のための調査

を目的としたグリット方式と重機使用（バックホー）による表土はぎを行なった。その結果、

縄文時代早期・中期• 平安時代にわたる大遺跡であることか確認された。なお年度末人事異動

で昭和48年度より調査を担当した蜂谷 平氏か陸前高田市立高田小学校へ転勤された。

昭和51年度 調査員 7名、補助貝 8名、調査期間 4月9日-12月23日 9遺跡。

昨年度よりの調査継続である江刺市宮地遺跡、北上市鬼柳西裏遺跡、紫波町西田遺跡と盛岡

市所在の 4遺跡か調究の中心であり本年度で48全遺跡について調査が及んだことになった。西

田遺跡は北部地区に縄文時代中期の墓墳群を中心とする集落の全貌が現われ次年度の調査によ

って結着をつけざるを得ないことになった。 48年度から新幹線班で調査担当した宍倉圭介氏か

県立遠野農業高校へ、菊池久氏は釜石市立大松小学校へそれぞれ年度末人事異動で転勤された。

昭和52年度 調査貝 6名、補助員 7名、調在期間 4月11日-12月15日 1遺跡。

紫波町西田遺跡のみの調査となった。縄文時代中期における墓墳群、円筒形ピット群、貯蔵

穴群、住居跡群によって構成された大遺跡の調壺をもって新幹線関連48全遺跡の発掘調査を終

了した。調在結果の整理はそれぞれの年度における発掘調査終了後、分室において図面、写真、

遺物等の整理を一部実施した。

(3) 整理・報告書作成の経過

昭和53年度 調壺員 6名、期限付臨時職貝12名。

53・54年度の 2年間にわたる本格的な整理作業に入った。 53年度は48遺跡のうち40遺跡の報

告書作成のための作業を実施し、 3分冊を刊行した。 1分冊は一関・江刺地区 (lo遺跡）、 2分

冊は北上・花巻• 石烏谷地区 (11遺跡）、 3分冊には紫波・矢巾．都南・盛岡地区 (19遺跡）を

収録した。
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昭和54年度 調介員 6名、期限付臨時職貝12名。

本年度は整理作業の最終年度に当たり、新幹線関連遺跡48遺跡の残り 8遺跡の報告書作成の

ための作業を実施した。本年度は報告書4分冊とし、前年度 3分冊に続き第 4分冊として江刺

市の宮地遺跡、 5分冊として江刺市の鴻ノ巣館遺跡、石烏谷町の高畑逍跡、矢rjJ町の白沢逍跡、

の3遺跡、 6分冊には辻刺市の落合II遺跡、北上市の南舘遺跡と鬼柳西衷遺跡の 3逍跡、第 7

分冊には紫波町の西田遺跡をそれぞれ収録した。

2. 調在の方法

逍跡の調査は原則として以下のような方法を用いた。

(1) 調査対象範囲の送定

新幹線建設地内、及ひ付幣施設建設地内にかかる遺跡は、全て調介対象とした。

(2) 調査区の設定

調在対象範囲全域にクリノドを設定し、計画的な調在と同時に遺構の平面的位沼の把捏につ

とめた。クリ／ドは調禿地の地形を考慮し、東北新幹線の仔紅の中心杭の 2点（東京起点の性

離杵か明示してあるもの）を原点とし、 1刺者を結ぶ線、およびこれに直交する線を基準線とし

3m単位に割付け、 30mて 1地区とした。グリ、／卜名は束西方向を数字、南北方向をアルファ

ヘI 卜で表わし、両者の組合せて呼称した。なお、地区名は調企区の北から順に設定した。

(3) 発掘の方法

① 探索発掘と全血発掘

調介対象範囲内における遺構の分布状況を調べるため、原則として 3mX3mのグリノドを

巾松；1人に机掘し、検出作業を進めた。また、晶本的な層位の把据のための深掘りを設定した。

逍構や逍物を含む層か検出された場合は、その具体的内容と分布関係などを究明するため、必

要な範囲にわたって全面発掘を行なづた。

逍構調介の方法

検出された遺構については、該当のクリノド名を付した。その場合、最も北西に位直するク

リノトて呼称した。逍構の粕介にあたっては、記辿項目を統一したカートなどを使用した。

逍物の取り上け

a. 逍物は原則としてクリノトことに取りじけ、逍跡記号、出土年月日、出土地、,,¥、出士

府位を記録の上、取り上けた。

b. 出.l.逍物のうち、その追構に直接関係するものや、年代決定食料となり得るものにつ
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いては、出土レヘルと位i行を中1/li[:メlに記録し、遺物番号を付して取り I.けた。

④ 実測図の作成

断血図一拌五面図は）よ本層イり、直構の堆積状態や逍構細部のイ！リカを小す直構肋血を作成しだ

原且1」としイ 1 原図の縮尺はふてあるか、カマト、炉、埋設上器なとの細音しについては、必要に
応して％なとの縮尺を用いた。各層における土色、土性、晶入物、 1:ycさ、直物のあり方なとの

礼記は統一を心かけたか一部統一を欠いたものもある。

斗噌RI図ー平血図は調介杯→介域を1{現したもの、遺構や逍物包含／竹ての追物の出t状況を記録
するための部分的なものとかある。 1息[:;(]の縮尺は％を原則としたか、必要に応して％なとの紬
尺を用しヽた。測払方法は、逍り）j訓姑によリ作図した。

⑤ 写真の記鉢

記録として撮彰した't/貞には、 35mm版モノクロ互真、 35mm版カラー't/貞、 35mm版エクタクロ
,. ーム互頁（スライ 1、片J)、6X 7 cmモノクロ写真、 35mm版村、外線'Ifいなとかある。

［ その他の叫録

調在記録として、調介 H叫、訊務日乱を各遺跡ことに1崩え、 nじ外した。また、調在終 f後の
坪刑時においても、業務ll,;, し、作梨，記録、遺構カードを1恥え、 clじ鉢した Q

3. 整理の方法

発枷調介の期間内て現場竹文とiii行して行った整理作業は直物の出'ftだけて、大部分は分字
て進められた。別父理にあたっては図血・逍物・廿真とそれそれ丸げIU,いりを作成して実施した C
(1) 図面整理の方法

発掘調介時にイい成した［メJfillは次のような要領て整理した。第一／息凶は、凸検、修正のj・・、翌鉢
番号を符し、それをもとに第二I息［メ［を作成し、それそれを図l旬台軌に閾I戌した。

図逍物整理の力法

追物は1先浄し、遺跡叫り、採収年月日、遺構名、地区名、 I竹イり、直物番号を符し、接合、復
Jし作業を進めた。その後分柏作業を進める中て、資料化てきる追物について、実訓凶、拓本の

作成をし、写真撮影をした。

rn ・,s真陀理の方法
'II貞は逍跡ことにそれそれのネカと密沿焼付のものをアルハムに貼付し、直桃名、地区名、
逍物番号、関係実測図番号、 i蔽彰力向などを記入し、棺理した。
(j) 本書に収録した直構、・直物の丈，!!IJ[メ］は、次の要領に従って内各岬、竹成されている

① 遺構の図血
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遺構配置図は発掘調査時に作成した第一原図を基に始の縮尺図を作成し、それを½に縮少し

て載せた。各遺構の図面は第二原図をトレースし、それを以下の最終縮尺に合致するように縮

少した。

住跡跡・井戸跡・ピット類：％ 溝類：％

なお、遺構の一部を拡大して図示した場合は、その都度縮尺を数字を表示した。

② 遺物

a. 土器：土器は原則として％以上残存するものを図化した。土器の器面調整は中軸線の両

側に 3cm内外の幅をもたせて表記した。調整技法の表現方法は基本的には宮城県教育委貝会

の『東北新幹線関係遺跡調査報告書(1)』を参考にした。図式で区別できない技法は「土器の

観察表」に記してある。体部下端、および底部にみられる再調整の範囲は実測図の外側に実

線で表記し、黒色処理がみられるものは臼：叫合のスクリーン・トーンで表現した。また、還

元炎焼成の土器は酸化炎焼成のものと区別するため、断面を黒く塗り潰した。実測図は、縮

尺を％に統一し、各遺構ごとにまとめて記載した。

b. 鉄製品：錆の除去には努めたが、かなりの錆か付着したまま図化されている。実測図に

は錆と原体とは区別できるように表現した。破損部には鎖線を付した。実測図の縮尺は½に

統一して記載した。

c. 土製品・石製品：小形手捏土器、土錘、土製紡錘車等の土製品は縮尺を½に統一して記

載した。調整技法等は土器に準じた。石製品も縮尺は½に統一して載せた。砥石の使用面は

全面回転して図化した。

d. 木製品：井戸枠として使用された木材については縮尺を％に統一して表記した。実測時

において、木材が非常に軟弱であったため、加工痕等を完全なかたちでは図化していない。

4. 遺物保存処理の方法

出土遺物のうち、木製品、鉄製品については可能な範囲で保存処理をおこなった。本書収録

の遺物のうち、井戸枠は財団法人元興寺文化財研究所に委託し、 P.E.G含侵、およびアルコー

ルエーテル法で処理をおこなった。

5. 広報活動の実施

調在内容を広く知らせ、文化財についての関心を深めてもらうことを意図し、次のような活

動をした。

・現地説明会の開催 ・現場だよりの発行 • 関係機関への資料提供
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（第 I表）東北新幹線関係遺跡一覧

（位置一覧は第 I図を参照）

調 査 調 査 期 間
り又 釦表

所在地 遺 跡 名 対象面積 報告書ふ

関市 機織山 I遺跡 3,500m' 50 . 9 . 30-50 . 11 . 29 I 

機織山 II遺跡 1,470 50 . 9 . 22-50 . 11. 11 ＂ ＂ 
刺 市 中 屋敷遺跡 5,000 48. 12. 1 o-48. 12 . 22 ＂ 江

鴻ノ巣舘遺跡 6,400 49. 6. 24-49. 10. 23 V 
＂ 

力 石 遺 跡 2,240 49. 4. 8 -49. 4. 18 I 
＂ 

落 A ロ I 遺跡 2,560 49. 4. 18-49. 8. 6 ＂ II 

落 A ロ II 遺跡 2,420 49. 4 . 8 -49. 8 . 8 VI 

＂ 
＂ 宮 地 遺 跡 3,600 50. 9 . 1 -51. 7 . 26 N 

鶴羽 衣遺跡 1,280 49. 4. 9 -49. 5. 14 I II 

鶴羽衣台遺跡 960 49. 4. 19-49. 5. 10 ＂ ＂ 
瀬 谷子遺跡 2,400 49. 5. 8 -49. 6. 19 ＂ ＂ 
五十瀬神社前遺跡 1,600 49. 6. 4 -49. 7. 30 ＂ ＂ 
谷 地 遺 跡 2,720 49. 7. 25-49. 9. 3 ＂ ＂ 

北 上市 八 木畑遺跡 800 49. 11. 28-49. 12. 9 II 

松 ノ 木遺跡 480 50. 12. 16-50. 12. 25 ＂ ＂ 
＂ 四 野 遺 跡 5,000 50. 9 . 1 -50. i 2. 25 

＂ 
＂ 南 舘 遺 跡 4,660 48 . 5 . 1 -48 . 7 . 26 VI 

II 鬼柳西裏遺跡 4,400 50. 9. 3 -51. 12. 15 
＂ 

＂ 野 田 I 遺跡 3,000 51. 8 . 6 -51. 8 . 28 II 
II 野 田 II 遺跡 1,920 50 . 9 . 1 -50 . 9 . 19 ＂ 
＂ 堀 ノ 内 遺跡 2,400 50. 7 . 7 -50. 8 . 30 ＂ 
花巻市 高 松 遺 跡 2,000 50 . 6 . 4 -50 . 7 ， ＂ 
II 八 幡 遺 跡 1,800 51. 10. 7 -51. 11. 25 

＂ 
石 鳥 谷町 高 畑 遺 跡 2,720 49. 10. 25-49. 12. 20 V 

＂ 大 明 神遺跡 3,680 49. 10. 25-49. 11. 22 II 

＂ 大 曲 遺 跡 1,920 49. 10. 25-49. 12. 12 II 

＂ 幅 遺 跡 2,400 49. 11. 18-49. 11. 29 
＂ 

紫 波町 野 j-_ 遺 跡 2,400 49. 10. 17-49. 10. 29 [II 

＂ 西 田 遺 跡 29,600 50. 4. 26-52. 12. 15 VD 

＂ 大 銀 遺 跡 960 50. 4 . 10-50. 4 . 26 III 
II 大 日 堂遺跡 2,240 50. 5. 16-50. 6. 10 II 

＂ 田 頭 遺 跡 1,760 49. 9. 5 -49. 10. 16 
＂ 

＂ 杉ノ J:.Ill遺跡 3,402 48. 10. 16-48. 12. 28 
＂ 

II 杉ノ上 II遺跡 4,276 48. 10. 16-49. 1 . 29 II 

＂ 杉ノ上 I遺跡 7,200 48. 7. 18-48. 10. 16 
＂ 

＂ 古舘駅前遺跡 3,360 48 . 10 . 1 -48 . 11. 30 
＂ 

＂ 古 舘橋遺跡 4,200 48. 9. 18-48. 12. 8 
＂ 

矢 巾 町 白 沢 遺 跡 3,726 48 . 7 . 20 -48 . 9 . 29 V 

＂ 又兵衛新田遺跡 2,080 49. 10. 18 Ill 

＂ 高 畑 遺 跡 640 4 7 . 11. 24 -4 7 . 12 . 2 II 

＂ 下赤林 I遺跡 2,720 47. 10. 25-47. 12. 16 ＂ 
＂ 下赤林 II遺跡 3,200 48. 11. 13-48. 12. 19 

＂ 
＂ 下赤林 III遺跡 2,560 47. 12. 2 -47. 12. 18 

＂ 都南村 下 永 井遺跡 1,760 50. 4 . 10-50. 4 . 24 
＂ 

＂ 津 志 田 遺跡 4,800 50. 4 . 23-50. 5. 15 
＂ 盛 岡市 南 仙 北遺跡 800 50. 4 . 10-50. 4 . 25 
＂ 

＂ 厨川柵擬定地 4,600 51. 5. 17-51. 10. 16 II 

＂ 前九年 1 遺跡 5,150 51. 4 . 23 -51. 6 . 3 II 

＂ 前九年 II遺跡 3,400 51. 4 . 19-51. 6 . 2 
＂ II 長 畑 遺 跡 6,370 51. 4 . 9 -51. 5. 15 
＂ 

※杉ノ上 I・II・III遺跡は 1遺跡として登録してある。
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I 遺跡の立地と環境

地形と地質

〔1〕位置

江刺市は岩手県の県南に位置する小都市で、人口約36,000人を数える。その市域は北上川東

岸の平野部とその東側に続く丘陵地および山地一帯に広かっている。市域の範囲は南北約28km、
（庄 1)

東西約24kmの地域にまたがり、その面積は360.77k出こ及ぶ。

市の中心部は市域西寄りの岩谷堂地区にあり、ここから県庁所在地の盛岡市までは北に約57

km離れ、北上川を挟んで隣接する水沢市の中心街には西に約 7km離れている。

本遺跡は江刺市西部の愛宕地区に位置する。地籍は愛宕字観音堂沖66で表わされ、江刺市役

所の西南方向約 1kmの地点である。

〔2〕地形

岩手県北部に源をもつ北上川は、岩手県を南北に縦断し、宮城県東北部の石巻湾に注いでい
(IU) 

る。流路の長さ 243km、流域面積10.720k面に及ぶ東北第 1の大河川であり、流路・流域面積と

もその+を岩手県か占め、県内の大動脈をなしている。

遺跡の所在する江刺市は、北上川中凪咸（盛岡ー前沢）沿岸地帯に位潰する。中流域一般に、

東岸では古生層・花尚岩類を主な構成層とする北上山地の西緑丘陵地帯を洗い、西岸ては新第

三紀層の砂岩.i疑灰岩を基盤とする扇状地や扇状地性段丘群の末端に侵食附をつくっている。

中流域においても、東西両側の山地から直角に多くの支流が合流しており、北上山地より西流し

て合流する河川の勾配は比較的緩く、起伏の大ぎな奥羽山脈より東流する河川は急勾配で合流

する。この結果、奥羽山脈支流から運び込まれた砂礫量は北上山地支流のそれと比べて著しく

多く、西岸には大小の扇状地や扇状地性段丘群の発達か顕著になっている。中流域ての流路か、

河谷内において東に偏するのはこのことに起因する。

胆沢・江刺地方においても以上のことは同様であり、西岸には六原扇状地・胆沢扇状地など

の大規模な扇状地が発達している。胆沢川によって形成された胆沢扇状地は段丘化しており、

上位より一首坂段丘（西根段丘相当面）、胆沢段丘（村崎野段丘相当面）、水沢段丘（金ヶ崎

段丘相当面）に大別 ~i;{、胆沢段丘はさらに上野原・横道・堀切• 福原の各段丘に細分される。
これらの段丘群は胆沢川の流路に沿って南北に規則的に配置されている。

-11-



一方、東岸では段丘面の発達は著しく貧弱であり、西岸とは明瞭な河食営力の違いを示して
しヽる。 このなかで、江刺市北部の稲瀬付近には比較的顕著な段丘の発達が認められ、稲瀬より

岩谷堂の北端にかけては、中位段丘 （村崎野段丘相当面）
（注5)

丘（金ヶ崎段丘相当面）か小規模に発達している。

が広く分布し、その前面に低位段

また、丘陵西縁部にはそれに付着するかた

ちで、低位段丘か小規模なからも比較的広範囲に分布する。そのはか、北上山地に源をもつ広

瀬川・人首川・伊手川などの支流沿いに小面積の低位段丘が断片的に点在する。江刺市で最も

広い面積を占めるのが北上山系の山地・ 丘陵地帯である。北上山地は隆起準平原化した裔原地

帯であり、種山高原（物見山： 870.6m)・大森山 (820.Om)などに代表される緩やかな丸味を
帯びた尾根にその特徴がある。山地西側の丘陵は市域の大半を占めており、とくに200m以下で

開拓可能の低平な丘陵地が卓越する。

江刺市において、北上川東岸には西岸の胆沢扇状地と面して沖積平野か広く帯状に延びてい

る。通称江刺平野と呼ばれるもので、最大幅束西 3.2km、最大長南北10.5kmを計り、中流域最
（注 6I 

大の規模をもつ。 ゆるやかに蛇行して南下する北上川は、北上山地より西流する広瀬川・人首

川・伊手）I/と合流し、また奥羽山脈より東流する胆沢川とも合流する。 江刺平野上にはこれら

の河川にかかわる旧河道が多数認められ、曲流・蛇行の痕跡を随所にとどめている。同地域は

河川との比高も少なくそのはとんどが洪水氾濫の常襲地帯となっており、

た大小の微高地か一面に点在する。

っている。

付近にみられる米里層とがある。

手にかけて南北に分布する。

ここに自然造成され

これらの微高地は、その成因の違いによって、①旧河川の洗流に残された沖積台地の微高地
いあげ

面、②1日河川による居揚上の沖積層微高地面、③微高地状自然堤防上の沖積面などに分けられl1t 7 I 

る。①は沼の上、観音堂沖・橋本・三百刈田・荒谷等の小字名に表記される地域か該当し、宮

地遺跡の立地面もこの微高地に含まれる。②は江刺平野上の微高地の大半を占めており、東北

新幹線関連遺跡のほとんどがこの面に立地する。③は旧河川路に沿って局部的に形成されてお

り、後背地は低地としてそのまま残されている。

江刺平野の海抜高度は35-45mであり、微高地面と周囲の低位面との比高は約1-Zmを計る。
低位面には水田か開けー大穀倉地帯を形成している。微高地は宅地や果樹・ホップ・野菜等の

畑作利用のほか、水田化も進められており。本遺跡の現況（調査時）は宅地・畑地・水田とな

〔3〕地質
(IE 8 ¥ 

江刺市において、北上山地の主要構成層である古生層は田原地区にみられる鷲ヶ森層と、米里

また中生代白亜紀には花閾岩体の貫入かみられ、梁川から伊

これらは標高500-SOOmの山々として尾根をつらね、隣接町村と
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の境界部をなしている。この地域に最も広〈現われる地層は新第三系に属するもので、北上山

地のなかでは分布範囲の限られた比較的新しい地府からなっている。中新統のものとしては、

稲瀬付近に広かる稲瀬層があり、安山岩 ・凝灰質岩石 ・礫岩など火山性岩石を主要な構成1層と

するものである。稲瀬府は丘陵緑辺部各所に露出しており、標高150~300m内外の低い丘陵地

を形成している。そのほかの丘陵地は、主として鮮新統の玉黒屑の堆栢物によって構成される。

王黒府は玉黒挟炭屑ともいわれ、稲瀬層の侵食凸凹面を不整合におおっている。上部には亜炭

5 ,., 

.L_」

新生界第四系沖情統＝沖憤射 じ］ 蛇紋むE望l
同 1: 更新杭＝段斤．及び扇状地

ご 花岡岩0
堆積物

石英斑叶言
新生界第三系鮮新統=Ji!IUl'l 疇

ハンレイ岩且□
同 J: 中新航＝稲i帷屑 認

石灰叶准璽r江刺の地学」よ')11J.fl 
戸伐系ぷ炭系、米埋層）豆暉箆一部加'l'f

＂ 岩巳
占生界 に］鈴木F全英氏作成図 デヴォン糸、．鳶ヶ森肘、母体肘

第 2図地質概念図
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江刺平野の基盤は玉里層である。北上川及ぴ北上山地の丘陵地に近接する瀬谷子付近の一部

では、稲瀬層が基盤となり、安山岩が露出する。碁盤の上部は下位より砂礫層 ・砂屑・シルト

層の順に堆積する沖積層で覆われる。江刺平野内では、基盤の絶対高は南より北へと漸次高く

なる傾向があり、沖積層の厚さは北に薄〈、南に厚くなる。沖積層の地質積成は一部を除いて

一様な連続性を示している。表部は完新世のシルト府 ・砂層より構成され、シルト層が全体と

して卓越する。 2層の層厚は下位の砂礫層に左右される面もあるが、 2-4m程度になる。 これ

らの層の下部にはよく締った更新世の砂礫層が一様分布する。礫径は平均30-50cm強で、下部

は有効径が大きく透水性はかなり高いものである。層厚は3-Scm程度を計る。地下水位はこの

層の上端付近にある。沖粕層全体の層原は約7-8mである。

以上のような沖積層の地質構成は江刺平野全体に一般的にみられるものであるが、一部の地

域 （たとえば本逍跡の乗る微高地面）では砂府の下部にシルト層の粘性土がみられるようにな

る。ただしこれはレンズ状に部分的な堆栢を示す。

〔宮地遺跡の基本層序）

本遺跡では、遺跡の乗る微裔地面の基本層序を明らかにするために、調査区内の3地点で深

堀りを実施し、断面観察を行なった。その結果は第3図に示すとうりであるが、深堀り不能の
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深層の様相は9川崎地質株式会社の試錐結果を参考にした。

I a屑 ： 暗褐色(lOYR¾)土。シルト。畑地及ぴ水田耕作土。北部で薄〈、南部で厚くなる 。

焼土粒 ・木炭粒 ・木器片 ・小円礫を包含する。層厚13cm士~45cm士。

I b層 ： 褐色(lOYR¼)土。シル ト 。 緻密で堅い。畑地の一部（耕作が浅い個所） に池く確認

されるのみである 。 焼土粒 ・ 木炭粒 • 土器片を含む。層厚0~15cm士。

Ila層：にぶい賞褐色(lOYR½)土。シルト 。 色調が褐色 (lOYR¼) を呈する部分もみられる 。

比較的緻密で圧縮性に欠ける。この層の上面が逍構検出面である。層厄10cm士~3Qcm士。

lib屑：にぷい黄褐色(10YR%)土。シルト。 Ila屑よりやや粘性が強い。層厚6~ 15cm土。

Ile層 ： にぶい黄褐色(lOYR¾)土。シルト。 やや砂質である 。 層厚10cm土~28cm 土。

ma層 ： 褐色( lOYR¼)土。シルト賀砂。 調査区の北端及ぴ南部の E区以南に堆積する 。 E 区

以南の遺構の精査、と〈に壁の検出 ・堀り方の有無等はこの層の存在を鍵にして行なっている。

層厚0~22cm土。

mb層：にぶい茨褐色(lOYR¾)土。 砂。 ややシルト分を含む。 層厚 8cm士~34cm士。

me層：にぷい黄褐色(10YR%)土。砂。上屈に比べてやや祖くなる。庖厚16cm士~32cm土。

ffid層 ： にぶい賀褐色( lOYR¾)土。砂。 lV 府と の漸移層で沫占性土を含む。層厚12~22cm土。

Na層 ： 褐色(lOYR¼)土。シルト質粘土。 有機物を混入する 。 層厚 6cm土~12cm土。

Nb層 ：にぶい黄褐色(lOYR%)土。シルト質粘土。層原20cm土~32cm土。

Ne層 ：暗褐色( lOYR¾)土。シルト質粘土o VI府のなかで最も粘性が強く、多籠の有機物を

含む。色調が黒褐色を呈する個所もみられる。層厚10cm土~17cm士。

Nd層 ： 褐色(lOYR¾)土。シルト質枯土。 細砂を若干含む。 層匝15cm 土 ~21cm 土 ．

V a層 ： にぶい黄掲色( lOYR¾)土。 砂。 IIl 層に比べて粗〈で軟弱である。やや粘性土を含み、

含水性が高い。府J!l.25cm土。

Vb層 ：にぷい黄褐色(10YR%)土。砂。2~3mmの礫を少祉含む。層肛30cm土。

VI層 ： 暗灰黄掲色(2.5YR½)土。 砂礫。 径20~30mmの亜角礫 ・ 円礫が主体となる 。層厚は試

錐結果によれば4m強となる。

なお、祖堀は第 1段階としてIIa層の上面まで行ない、第2段階としてUal層を2~3cmを堀り

下げて行なった。遺物の出土府は Ial屑と Ib府に限られる。

2 周辺の遺跡

宮地遺跡は、江刺平野上に点在する数多〈の微高地の 1つに立地している。これらの微高
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一
地はその成囚に若卜の迫いは認められるしのの、いずれも北上Ill・胆1WII等の大河川の影芥の
もとに発迩したものであることは、概に述ぺた。こうした微麻地1/iiは、占くから人間l舌動の場

として利用されてきており、古くは纏文時代中期末染の逍跡が知られている

ここでは、宮地逍踪の歴史的肉境を理解する為に、江輯IU奴ひその対1;:の水沢市の一部（第
II S 

4図）を中心に、 -i・に発掘調介された逍跡をとりあけて時代別に概観してみたい。
If]イi器時代の遺跡は未た確認されていない

I 1!)II 
縫文時代では、 ii屈I]地区においてJiI・ 瀬神社前逍跡 ・瀬谷f追跡の2逍跡がぶ介されている。
いすれも沖村('ft野の微甜地上に、i:地する。.ltl・瀬神社前逍跡は中阻l末梨に屈し、微泊j地上に、I
地する逍跡ではiとも占く、住居跡 1棟 ・炉跡3J~ か検出されている。瀬谷f泌跡からは中期木
艇から後期初頭にかけての土器が少1t/l¥上している ほかには立地面をたがえて丘阪西枯部や
広瀬）II・A 1'i・111・イ）月打IIの流域に小規校に発達する低位段IiI: に中期～晩期の逍跡が分布する。
-h水沢地Iえでは、水沢段丘面を中心に早期一晩期の逍蹄が多数知られている 図船内に限れ
ば、晩期の逍跡が圧倒的に多い

、Ill ! ふ12弥'、,~時代の沿跡では、沖積微，(/j地上に立地する沼の I→．逍跡 ・兎II逍跡などが発掘必j*されて
いる 特にi{{の上追跡は名名で、若1この追構を伴って中期谷起島式併行のヒ器を宅体に,'Bi・.す
る 尤II遺跡では中期谷起島式(J!・行から後期iii'!わ式偵行にかけての土器かかなリ出・I:している。
はかに、 沖村（微祁地には少址なから該期の I:器を出 I・.する逍跡か多い 水沢地区には低本逍蹄Iヽ13 1111 

跡 ・常館沿跡などの行名な襟式凶跡が知られている。

(J.15 占り＼時代の遺跡は、江刺地区では確，認されていない ［い(\群として登Hされた遺跡は数佃I~斤
認められるもののその実体は不明である。水ii<地区では、,1,Jft時代の山式ヒ帥器をHII: する逍

,,tiり 11'17
跡に、水沢段rr.I: に立地する裔山遺跡 ・西人刈ヽtffl遺跡かある 麻！」l逍跡ではそれに伴うru,;-iがも
発兄されている また、水沢市の西方には、 l,iJヒ水沢段l"i1(11に蚊北の曲）i後F1JJl1といわれる角
11 IK 

塚占Jfし力渭1現する

奈良～平安時代に入ると遺跡の数が圧倒的に増加する。it.刺-V!Pf・の微閲地Lは特に,,;_安時代
に中心をお<j釦跡か中心となる 新怜紺建設に1・I'--て逍代された迅跡数IIのうち、本追跡を始

(11,191 めとする、 i珀ノ巣館 ・中屈敷 .)J石I・ ift介 I• i吝介U・釘関わ父 ・鶴谷衣台 ・谷地の9遺跡が
該期のものとしてあげられる。また．県逍一l関・北 I'.線の放役に伴う，昴I*-でも、力1i fl・ 尤II

(tl20 I 

洛合Ill・朴ノ木の各逍粉か発掘されており、＼ヽずれLf'. 以時代にその中心をお くも(/)てある
微泊jj也以外に 、'/.地するi釦跡では、平野の北lfll」稲瀬付近の村崎野段t"i・.相・1・1UII上に、，'f.地する瀬谷(・
,ltl 

占窯跡群があげられる。胆沢域1奴ぴその近隣集落を i:な供給源とするしので、須恵器 .lしなど
の窯跡がJOOJ,眈以 1-.知られる県内hと大の生産J且跡てある。また、 Jj-J知西舒の段阪 1-.にはiゑ椋、,,'1

',1 tJ 
衡の,,,:・城として伝えられる悶1:11城i疑定地がある―-)j、水沢地l"l:では、依良時代に中心をお〈
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8 五十瀬遺跡 c瀬谷子遺跡 D鵡羽衣台遺跡 E鶴羽衣遺跨

G落合n遺 跡 H落合 I遺跡 l力石遺跡 J 鴻之巣館遺跨

第 4図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第 1表 宮地遺跡周辺の遺跡地名表

番号 逍 跡 名 時 期 番号 遣 跡 名 時 期

1 瀬谷子窯跡 平 安 40 庚 申 沢 不 明

2 稲瀬古墳群 不 明 41 根 岸 縫~ 文、 平安

3 蒻 ノ 木 縄文、平安 42 宝 性 寺 跡 織文中～晩期

4 中 島 平 安 43 耳 取 平 安

5 沼 尻 II 44 男 力 II 

6 十 ：：： II 45 館 下 不 明

7 大 文 字 不 明 46 万 松 寺 山 平 安

8 ....... 玉 録 平 安 47 金 打 }/ 

， 沼 の 上 織文晩、弥生 48 中 野 縄文晩期

10 沼 館 中 世 49 四天坊古墳 不 明

11 別 当 平 安 50 裏手丘上古墳 II 

12 東 間 II 51 重染寺古墳 ＂ 
13 百 蓮 寺 縄 文 52 豊田館擬定地 平 安

14 駒 込 平安中世 53 石 山 ＂ 
15 北 天 削 (1) 平 • 女,.._ 54 白 糸 不 明

16 II (2) /I 55 八 ツ ロ 乎 安

17 阿弥陀堂跡 ＂ 56 胆 沢 城 跡 縄文、奈良、平安

18 林 ＂ 
57 玉 貫 削.. 

＂ 
19 馬 場 先 II 58 膳 性 奈良 、平安

20 観音堂沖 I II 59 権 現 平呈 II 

21 II II II 60 寵 ,,,,. 呈 II 

22 杉 の 町 縄文後平安 61 伯 済 寺 跡 不 明

23 田 谷 城 跡 中 世 62 獅 子 鼻 B 縄 文

24 橋 本 平 安 63 II A 纏文、平安

25 兎 弥生、 平安 64 玉 貫 平安 、 中世

26 見 分 不 明 65 束 大 畑 ＂ 
27 御 免 ＂ 66 八 幡 幅 不 明

28 松 Ill 織 文 67 下 河 原 館 縄文晩 期

29 四 丑 平 安 68 根 岸 II 

30 鶴羽衣擬定地 ＂ 69 瓦 ケ 田 縄文晩期

31 稲瀬中学校 II 70 桐 山 II 

32 稲瀬小学校 不 明 71 下河原釜石 不 明

33 大 迫 山 居 平 安 72 幅 下 縄文中 期

34 佐野山古墳 不 明 73 里 棺 縄文晩期

35 寺 岡 縄文、平安 74 水沢商業跡地 平 安

36 神明館古墳 不 明 75 新 小 路 縄文晩期

37 坂 橋 織 文 76 鹿 野 縄文 、 平安

38 古兵衛乱塔塚 不 明 77 愛宕神社塚 不 明

39 根 岸 洞 窟 縄文 中期 78 岩谷堂城跡 中世～近世
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遺跡、奈良時代から平安時代へと大きな断載をもたずに継続する遺跡、及び平安時代を主な活
1注23) (注24)

動時期とする遺跡とに3分される。前者には今泉・膳性など水沢段丘縁辺部に立地する大規模
（注25) (注26)

な遺跡があ り、奈良～平安時代に継続するものには東大畑 ・石田など水沢段丘上に立地する遣

跡が知られている。平安時代に中心をおく遺跡には、 802年に創建され、陸奥固支配の中枢的
(lt;Z7) 

存在となる胆沢城跡があげられる。該期の一般集落は、真城ヶ丘団地遺跡のように新たに胆沢

段丘上に出現するものが多くなる。

以上のごとく、江刺平野上に立地する遺跡は、平安時代の初期にその中心をお〈ものが圧倒

的多数を 占める。これは、胆沢城創建に伴い、その政治的支配による社会的 ・経済的開発が江

刺平野上で強力に推し進められたことを示唆しており、本遺跡もこうした背景のもとに展開し

ていったものと推定される。一方、胆沢扇状地では、前述のごと〈、奈良時代に営まれた大規

模な集落が既に存在しており、これらの遺跡は平安時代に 入っても継続、ないしは再開発とい

うかたちで存続するものが多い。また、立地を呉えて新たに出現する遺跡もかなり存在する。

こうした事実は、その集落の性格をも加味したなかで、新たなる政治支配による政治的・経済

的社会の改紺の過程として把えうる内容を含んでいる。

注l 岩手日報杜紺 1977 『岩手年鑑J

岩手日報社紺 1978 『岩手百科事典』

注2 前出注1 r岩手百科庫典』

注3 中）II久夫ほか 1963 「北上）II中流沿岸の第四系およぴ地形ー北上川流域の第四紀地史(2)」『地質学雑

誌』第69巻812号

注4 注3と同じ

注5 経済企画庁 1975 『北上山系開発地域土地分類碁本潤査ー北上』 5万分の I

注6 注Jと同じ

注7 佐鳩与四衛門氏の御教示による。②の居化とは、主として洪水等によって造成された広範囲に及ぶ微

高地を旨い、土砂を多拭に含んだ濁流が流勢を殺がれ、緩流状態となったときに流送した土砂をその所

に沈澱せしめる状態とされている。これは、③にみられる自然堤防が、局部的に形成され背後地まで広

々と土砂を積むことがない状態を百うのとは異なり 、広範囲にわたる砂丘(/「と土）地が1舌1易に該当するc

注8 江刺の地質の記述には、山地・丘陵の部分は江刺市の理科教育担当教諭が合同で研究した沢料を用い、

江刺平野の様相は新幹線建設に伴う試錐結果を多く参考にした。

江刺市理科教育研究会編 1971 『江刺の地学J

川崎地質株式会社 1972 r束北新幹線地質調査報告杏ー東京起点429-44Jkm-J 

注9 遺跡の分布位誼 ・所屈時期等は以下の宍料を参考にしたが、発掘調査によって確認されているものの

ほかに、分布調企 .ft料集収調企等によって判定したものも含まれている。これは、埋蔵文化財包含地

的な確認にとどまるしのであり、その災体を正確に把渥しているとは言い難い。こうした遣跡は記述に

際してできるだけ除外してある。

岩手県教布委貝会 1974 『埋蔵文化財分布地固』
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水沢IP 1974 『水沢市史ーIー』
注10 岩手県教有委員会 1979 『東北新幹線関係埋蔵文化財汎査報告占ー 1ー』
注11 伊藤鉄男 !973 『i召の上遺跡閾在報作.;_Jf』 江刺市教打委U会
山口了紀はか 1978 『江刺市沼の上迅跡』 （財）も手県J限蔵文化財センター

注12n稿信雄 ・山口了紀 ・三浦戊ー 1979r兎II遺跡」『主要地方辺ー関 ・北 ヒ線関連渭跡発掘調企報告，1r,』
（財）岩手県埋蔵文化財センター

注13 水沢rl1 1974 『水沢市史 I-』

注14 注13と同じ

注15 『／出注9q哩蔵文化財分布地図』

注16 高山遺跡潟企会 1978 『店山遺跡』 水沢市教行委U全
注17 岩手県教訂委貝会 1975 r西大畑遺跨現地説明会資料』
注18 林謙作・伊藤鉄犬・店橋信雄 1976 『角塚占れ』 ll1lir{町教有委貝会
注19 洛合II遺跡を除き、前出注10『東北新僻線関係J星成文化財調介報1{・til'-IーJ
岩手貼教行委貝全 1976 r活合II遺跡J r東北新幹線関係埋蔵文化財発掘遇在略報』

注20 ,1り出注12『主要地方辺ー関・北J-.線関連遺跡発掘潟任報告方』
注21 大HIi.1はか 1969 『岩手県iI刺市瀬谷子烹跡群緊急Jll1f. 慨報』 窯業史研究所
},:JI! il1紺 1970 r岩手県iJ:刺,fj瀬谷{・窯跨群第2次緊急糾H浪＂如 窯梨史研究所
.l,¥r,Jlf笈―紺 1971 『岩手県iI刺市瀬谷子逍跡第 3 次緊急調介報~;-.. il: 刺 ,Ii教11 委!~会

注22 岩手V,l教行会江刺郡部会編 1925 『IJ.刺郡志』
注23 岩手11,¥教n委貝会 1975 r今泉遺跡現地.JI.~月会介料J
tl,24 ~ や手りし埋蔵文化財センクー 1979 『岩手県埋磁文化財発掘況介硲報』
tt,25 柑手県雌蔵文化財センター 1978 『,・;-手県埋蔵文化財発掘漑査叱恨』
注26 府手県教r.1企H会 1976 『石LTl俎跡現地，必明会ft料J
注27 水沢,Ii教訂委H会 1972 r上野団地直跡緊急，'Aft現地説UJI会沢料』
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II 調査の概要

宮地瑣跡の~1iの方法は、文化諜で他の遺跡に対して実施してきたものと店本的には同じで

あり、それはIf文の 2に，，剃述してある。しかし、遺跡のもつ特性に応じて細部は呉なる点もあ

るので、簡単にその概要を述ぺておきたい。

〔1)調査の方法

遺跡の規模 ：本遺跡の立地する微高地は南北約150m・束西約250mの範囲をも ち、約37,000

-38.000面という比較的広い面積を占める。この微高地の規模はそのまま本遺跡の規模 ・範囲

に一致するいのと推定される。

調査範囲 ：新幹線の路線敷は微麻地のやや束寄りの部分を北北西ー南南束の方位をとって月

通する。微裔地における路線敷の範囲は、長さ約180m・幅17.5mを計り 、約3,150m'となる。

さらに、南方約2kmの地点に位沼する洛合U遺跡においてI□河辺の部分より 多罷の遺物が出土
していることから低位の水田面の一部をも調査範囲とし、南北両城で約450面を加えた。今回の

隣1iは、以上の約3,600m'を対象とした。

調査区の設定 ：調1i.区内の平1tii測最基準原点は新幹線ルート 中軸線上の束京起点432,900km

の地点上に設定し、DA50と名づけた。さらにこの原点と束京起点432,880kmの地点を結ぷ直線

を現定し、地割)-)~準線とした。この基準線と直交する線を設け、戯査全区域に一辺 3mのグリ

ッドを組み 1区画30m'とした。潤在区北端の低位水田面をA区、南端とそれを G区と呼称し、

全域をA-Gの 7区に区分した。なお、艮軸の地割基準線は座椋北より西に37゚ 傾いている。

発掘の方法 ：発掘の）i法としては、まずグリ ッドを市松状に掘り進み逍跡における追構の分

布状態を検討した。その結果、凶構の存在が確実視されたため微麻地の北溢部を除いてはぽ全

面を発掘することにした。

遺構検出のための租掘はすべて人力で行なった。これは、遺構か検出される附を追構相互に

検討することに留意したためである。しかし、遺跡の基本11-1がシルトで構成され、逍構の堆梢

土も[ii]色のシルトであるため、迅＇構の検出には多くの困難が伴な った。また、当時の地表面が

耕作による撹乱や浸食作用によって失なわれていることが多く、逍構の掘り込み面と確認面と

が一致したと3えるものは存在しなかった。遺構の検出作業は二度にわたっており、結果的に

は、検出面である第IIali1を2~ 3 cm掘り下げた段階で逍構の存在を確認したものが多い。
また、地山上と堆禎上との区別が困難なため、逍構の精:!i.は難行した。，淵介期間の長期化は
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すぺてこのことに起因する。 対応策として選構に近接する地山を深掘りし、それと壁 ・及ぴ堆

積土とを比較するという方法をと った。 特に重複する逍構相互の新旧関係の把握には細心の注

意を傾けた。

〔2〕調査の経過

前述のごとく、遣構の検出 ・朽査が難行したことと遺跡の規模が予想以上の広がりをみせた

ことに起因Lて、単年度で調査を完了させるという当初の予定は実施不可能になり、本逍跡の

発掘調査は2年間の継続調森になっている。

初年度は昭和50年 9月 1日から調究を開始した。米Jl掘はB区より消手し、 A区 ・C区と進ん

だ。 C区よりは数棟の住居跡が確認されたため、 D区以南の祖掘と併行して追梢の精査を実施

した。 検出作業は 2 度行なっておリ、 2 度目の検出作業でD区以北より住居跡11棟 • 井戸跡 2

基などが発見された。当然E区以南にも逍構の存在が予想されたが検出作業は第 1段階で保留

し、初年度は上記の遺構の精在に主力を注いだ。12月25日には一応初年度の調査を終了したが

井戸跡はそのまま放沼できないため、乾水期である冬期に調査を続行することとし、 51年 1月

12日から 2月21日までの厳寒中に井筒の取りあげまでを実施した。

次年度は昭和51年 4月9日より調査を開始した。ところが、 4月中には掘削工事に着手する

予定が既に組まれていたため、調査計画の錬り直しが急を要する課題となった。そこで、 工事

の進行計画と合わせて調企日程を配分し、4月末までにG区を6月末までにE区以南をあけれ

たし、 7月中句には全区域の調査を終了させることにした。この計画に従って調査区南端のG

区より北に向って再度の検出作業を行い、 とりいそぎ全逍構数を把握することに努めた。この

作業には、前年度に土捨場としていた場所も対象となり、排土の除去には重機を利用した。そ

の結果、検出された逍構は翌穴住居跡14棟 ・溝8条などに及んでいる。

また、工事日程に合わせて限定された狭い範囲での調査を繰り返すという発掘方法を余儀な

くされたため、削平を免れる遣構 （竪穴住居跡か？ ）についてはシートパイルを打ち込んで保

護し、調査対象からはずしている。未調査の竪穴状遣構はG区と E区とに 1棟づつ検出されて

おり、 GC62住 ・EG59住と仮称されたものである。いずれも束制の調査区外に延ぴている。

(3〕調査の結果

以上の調査は、残務整理をも含め7月26日で終了 した。 調査期間は 2年間で延ぺ10ヶ月に及

ぴ、約2,700面を発掘した。逍構の内訳は、竪穴住居跡25棟（うち 2 棟は未調査） • 井戸跡2基・

溝11条 ・ピット 9個 ・方形溝状逍構2基などである。それらは調究区の北部と南部において密

度が大きく、その数は当初確認した数の約2倍に達している。
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m 報告に際して

窮地逍跡での祈幹線敷設工事にかかわる発掘逍代が終了した後、 51年の8月よ 1)11刺 di教fl

委u会が調介主体となり本遺跡の発掘調介が実施されている。これは、 di近の取り付けに伴う
ものて、 県教委の調布が終 r する以前にその計11hjが立案されていた。そこでdi追の'. f~地内に

数本の51照杭を設け、）＆柑線を統一てさるように配慮した 発掘潟布は51年度中に-;.:;{してい

るか、追構の数r;;:• 1-'-J ,J{ • 配四形態等のいすれもが不明である。したかって本報{1,・ •-'~ ではその

内容に閑しては一切ふれていない。ただ本遺跡内における道路の敷設位j'(iとその輻のみを第5

Mに表ボした

本報告占の格理作業は54年3Hより似格的に開始し、 9月で終了している。その-1',l!-.flll)j法は

If文の③で，；じしてある H法に礼じた

発堀調介叶においては、各種の発見直構は検出したグリ／ド名をとって呼祢し、 IJ;t図にもそ

の逍構名で人記した。本報告害では、紺巣の都合I:追構名を変更し、それぞれ遺枯の枡類ごと

に北より 番号をつけ直した。したかって、原図の追構名と本、!fの逍構名の関連は第2}.; に示す

とう I)である。

なお、本逍跡の内容に関しては、すでに若千の内容が現地，＆明会査料や各年度の発掘逍査略

報~で紹介されている 本報告内の北載内容かそれらに侵先するものであり、 4:,! 桟以前の追構

名は1原図によるものであったことを付記しておく 。
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_,. I ._ ・, 轟., 遺構名対照表

I ¥ 住 居 跡 溝

--
原 図 報 告 J~ 原 図 報 告 {If-

, BJ 09 住居跡 第1号住居跡 BJ 09 溝 第 1号溝

t: A53 住居跡 第2号 （屯 居跡 CJ 53 溝 第 2号溝

C B06 住居跡 第3号住居跡 CJ 06 溝 第 3号溝

1 CC56 住居跡 第4号住居跡 D 806 溝 第 4号溝

. C D03 住居跡 第5号住居跡 F 009 溝 第 5号溝

1C E50 住居跡 第6号 1-i:/;r;-跡 C 806 溝 第 6号溝

'CF56 住居蹄 第7号住居跡 G C06-l溝 第 7号溝

I, <;; G06 住居跡 第8号住居 跡 G C06-2溝 第 8号溝

C H56 住居跡 第9号住居跡 G E06 溝 第 9号溝

I, CJ 03 住居跡 第10号 住 居 跡 G F06 溝 第 10号溝

ID 853 住居跡 第11号住屈跡 G B50 溝 第 11号溝

DJ 50 住居跡 第12号 fi;.I片蹄

1 EB06 住居跡 第13号住居跡 ピ ・ソ 卜 煩

1 EH03 住居跡 第14号 f:i:肘跡 原 屈 報 皆 杏

EH09 住居跡 第15サ・ft屈跡 C H50 ビッ ト No. 1ピット

El 50 住届跡 第16号 住 ，t}跡 F A50-lヒット 焼土逍構

I 

E J 09 住居跡 第17号住肘跡 F .A.SO-2ビッ ト 飢 2ヒット

E J 50 住居跡 第18号 li:I廿跡 F A50-3ヒット No. 3ビ・／卜

I F B50 住居跡 第19号 住 居跡 F C03 ピット Nn4ヒ・ノ ト

FD09 住居跡 第20号 住 居跡 F D03 ビット Nぃ5ヒッ ト

F D50 住居跡 第21号 住 居跡 G E03-lピッ ト No.6ピソ ト

F 150 住居跡 第22号住居跡 G E03-2ピット No. 7ヒット

G F50 住居跡 第23号 ti:I月跡 G G56 ビット Nn 8ヒ・ット

'"'・
『,, 井 戸 跡 方形溝状沿構
,I 

原 図 報 告 -u-J•· • 原 図 報 告 害

i , DG03井 戸 跡 第 1号井 戸 跡 G 050方形溝状逍構 第1号方形溝状逍構

I ~ DC53井 戸 跡 第2号井 戸 跡 G E53方形溝状逍構 第2号方形溝状遺構

• 
＇ 
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N 発見された遺横と遺物

1. 竪穴住居跡とその出土遺物

第 1号 (BJ09)住居跡

（遺構確認面〕 II a屑のにぶい黄褐色土層を若干掘り下げて逍構の存在を確認している。追構

の掘込面はIIa層の上面である。なお、当地区では lb府は検出されていない。

〔保存状況〕 住居の一部は路線敷外にかかり、調査していない。調査区内に限れば、遺構相

互の訳複による削損をうけているものの保存状況は比較的良好である。

〔重複関係〕 第 1 号溝 • 第3号住居跡と重複関係にある。当住居の北部床面は第 1号溝によ

って掘り抜かれており、カマド煙出部の一部は第3号住居跡によ って切られている。第1号溝

第3号住居跡よりも1□い。

（平面形•長軸方向〕 未調査区を含むため断定できないが、平面形は南北に長い長方形を呈

するものと思われる。長軸ガ向は推定でN-3°30'-Wである。

（規模〕 長軸（南北）長は6.62m・6.42mで、短軸（束西）長は不明である。

〔堆積土〕 逍構内堆栢土はJ,!;本的には以下の3層に大別される。

第110: 褐色のシルト層である。住居の上部のほぼ全域に厚〈堆積する。緻密でかなりかた

い。焼土粒 ・木炭粒を少批含む。

第2層 ：賠掲色のシルト附である。第1府に次いで厚〈、分布も住居の全域に及ぶ。第1層

に比ぺてやや粘性があり、やわらかい。焼土粒 ・木炭粒をかなり含む。

第31杓：暗褐色の粘土質シルト府である。床配上に全域に堆栢する。ややぽさぽさしており

やわらかい。焼土粒 ・木炭粒をかなり含む。

以上、第 1府から第 3層まですべて自然的営力による堆梢状況を示している。

〔壁〕 地山を墜としている。墜は床面より急角度で立ちあがる。現存する墜麻は、束壁で30-

37cm、西陪が不明、南壁37~42cm、北壁31~37cmとなっている。

（床〕 床面は部分的な凸凹はみられるもののはぽ平担になっている。壁際を除いて比較的か

たい1lliをなしており、堆梢土とは肌分れ現象がみられる。床面上から大小合わせて11個のピッ

トが検出されている。また、所々に小規模な焼土面が認められる。

最後に、床面を立ち割ったところ、床面下20cm内外の深さをもつ掘り方が検出されている。

限際は浅くなっておりほとんど検出されない個所もある。埋土は地山のにぶい黄褐色土と褐色
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Bil 

ー◎
て立ち上がるもの(5)とがある。器高が高くて底径の小さなものには、体

部かやや丸味をもって立ちあがるもの (11・13)と体部がややふく らみ

をもって立ちあがるもの (9・10)とがある。器裔が低くて底径の小さなものは体部がかなり

丸味をもって外傾する (14・15)。また、器高が普通で底径が大きく 、体部がかなり丸味をも っ

0 2匹

し上」

体部下端より底部全面に

施すもの (H手法）（第9

図1・2)に3分される。

形態上の特徴によっても

分けられ、器高が底くて

底径の小さなものには、

体部が大きく開いて直線

的に外傾するもの （第8

Izll)と体部がやや丸味を

もって外傾するもの （第

9図 1)とがある。また、

器翡が普通で底径の小さ

なものは、体部がかなり

丸味をもって立ちあがる

もの （第8図2、第9図

2)である。

BI a類の杯 （第8図

3-6、9-15、17、第

9図 3)は、成形 ・調整

技法は共通しており、形態上の特徴により細分される。器高が普通で底径

↑ I I I I I I I I 竺

第11図第 1号住居跡 出土遺物 (4)

の小さなものには、体部がやや丸味をも って外傾するもの (4・6・12)

と体部が直線的に外傾するもの (17)、およぴ体部がかなり丸味をも っ

て立ちあがるもの （第9図 3)もある。9の体部には‘‘水“の恐店が観察される。

＜杯BII類〉 （第9図6) すべて細片であり、全体の器形を知りえるものは出土していない

＜杯Blll類〉 （第9図7~18) 回転糸切り無調整のものである。器高が低くて底径が小さく

体部が大き〈開いて直線的に外傾するもの (7・8・10)、器高が低〈て底径が極端に小さく 、

体部が大き〈開いて直線的に外傾するもの (9・11・14・15)、器高が普通で底径が小さく、体

部が直線的に外傾するもの (16)、およぴ器店が普通で底径が極端に小さ〈 、体部がやや丸味を
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もって立ちあがるもの (17・18)などに細分される。

高台付杯形土器 （第9因） 高台付杯はBI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成＋黒色処理）とB

m類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）とに類別される。

く高台付杯Bl類〉 （第 9図4・5) 高台部が短く直立ぎみに外傾し、底部周縁をロクロ調整

するもの (BI l③類）(4)と高台部が長く外傾し、底部に菊花状のヘラ刻みを施して周緑をロ

クロ調整するもの (BI 2①類）(5)とに分けられる。いずれも内外両面にヘラケズリを施し、

黒色処埋を加えるものである。 5は高台部もヘラミガキで調整している。 4の杯部は器高の高

い坑形を呈するものと思われる。なお第 8図18は、店台付杯の胚部となる可能性が強い。

く高台付坪Bill類〉 （第9図19~21) 高台部が長〈外傾するもの (Blll2類）(19・21)と極

端に長く外傾するもの (8III 3類）(20)とがある。いずれも底部はナデを施し、口緑をロクロ

調竪するもの （②類）で、 杯部の形態は不明である。

甕形土器 （第10図 • 第11図） 疲にはBI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）とBU類 （ロクロ

使用で迎元炎焼成）とがある。

＜甕81類） （第10図4~12、第]l図3・4) B 1類の甕は器形の大小と最大径をもつ位置

によって分けられ、口緑部に最大径をもつ大形のもの(BI 1 (1)類）J本部に最大径をもつ大形の

のもの (BI l (2)類）、およぴ口縁部に最大径をもつ小形のもの(BI 2 (l)類）とに細分される。

B I 1 (1)類の甕（第JO図5. 第11図3)には、口縁部が短くてゆるやかに外反するもの（第

10図 5)と極端に短〈外反するもの（第11図3)とがあリ、口唇部は上方へ弱〈挽き出している。

B11(2)類の甕 （第10図6・7、第11図4)は、口緑部の形態に追いがみられ、極端に短

くてゆるく外反し、口唇部を上方内側へ挽き出すもの （第11図4)、短く強〈外反し、口悟部を

上方へ挽き出すもの（第10図7)、短く強く 外反し、口怪部は単純に丸めてあるもの （第10図6)

などに分けられる。体部はほぽ共通するが、やや丸味が強いもの （第10図6) とゆるやかに脹

むものとに分かれる。いずれも体部の中央付近に最大径をもつ。器高調整は、体部外面下半に

ヘラケズリが施されている。

B I 2 (1)類の痰（第IO図4、8~ 12)は、口緑部が比較的長く外反し、体部がゆるやかに脹

むもの (4・8・9) と口緑部が極端に短く外反し、体部がほぼ直線的に底部へと移行するも

の(10)とに分けられる。全面ロクロ調整によっており、底部片には右回転糸切痕を残す。

＜甕BII類） （第11固 1・2) Bil類の杯はすぺて細）ヤであり、図示可能のものは少ない。

1は口緑部が大きく開いて外傾する甕の破片である。 2は1底部片で、外面にはヘラケズリ、内

而にはナデが施されている。ともに全体の器形は不明である。

鉢形土器 （第10因l~ 3) 鉢はいずれも BI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）に屈すもので

ある。 1と2は口緑部が短〈ゆる〈外反し、体部はほぽ直線的に1底部へと移行するもので、上
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呵こ体部最大径をもつ。口悟部に活千の違いがみられ、2は上方へ挽き出している。3はロ

iがゆる 〈外反し、口唇部を上方へ長く挽き出すもので、体部は屑部付近で丸味をも って張

出 し、体部最大径は上半付近にもつ。いずれも全面ロクロナデで閥整している。

土鍾 （第11図5)先端の一部を欠いている。中央でやや脹む管状のものである。長さ5.4cm、

径2.2cmを計り、長軸に沿って径約0.7cmの貫通孔が入る。

杓6 •島“ tr, 《←、

~4cm掘り下げて逍構の存在を確認している。

北西のコーナ一部分は溜桶を据えるための大きな円形土壊によ って破壊され、

第1号溝によ って南壁全体を切られており、当住居跡は第1号溝より旧い。

（平面形•長軸方向） 南壁を欠くため明確にしがたいが｀東西に長い長方形を呈するものと

われる。長軸方向は推定でN-84°50'-Wとなるし

面積はやはり推定値で15.35m'前後になる。

（増積土〕 住居内堆積土は基本的には以下の 2層に大別される。

第l層：褐色のシルト層で、住居の全域に広く分布する。粒状の焼土 ・炭化物を少址含む，

第2層： にぶい黄褐色のシルト！晋で、壁の周囲に厚〈堆積する。粒状の焼土 ・炭化物を多餓

に含むはか、地山のにぶい黄褐色士をプロ ック状に混入する。

第1層、第2層とも自然的営力により堆積したものである。

'(●〕 第1号溝による削除、後世の攪乱等により姐存する壁は西壁の一部と北束コーナー付

近に限られる。地山を壁としており｀床面より急角度で立ちあがる。残存する壁高は束壁で9

'"-lOcm、西壁が5-9cm、北壁9-12cmとなっている。

ほ〕 床面は、北東部に若千低くなる個所もみられるがほぽ平担になっている。逍存する床

濯上には4個のピットが掘り込まれている。

地山をそのまま床面としており、掘り方等は検出されていない。

1(柱穴〕 柱穴として断定できるピッ トは検出できなかった。ただ、配誼形からはP,が柱穴と

カマド） 南壁の束寄り部分に構築されている。主軸方向は推定でS-12゚12'-Eとなる。

道部、煙出部は第 1号溝による削除をうけて失なわれており、残存するのは燃焼部の一部の
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I. 

みである。燃焼部は床面より 7cmほど掘り込まれており、下部に 2~ 3cmの固い焼土面を有す

る。燃焼部側壁は、地山のにぷい黄褐色シルトを素材とし、それを積み上げて構築している。

ほとんど逍存しておらず、最大裔で)Ocmにすぎない。

最後に燃焼部床面を掘り下げたが、掘り方等は検出されなかった。

〔貯蔵穴状ピット〕 カマド右袖脇に検出されたP）が貯蔵穴と思われる。第1号溝によって欠

損しているが直径約45cmほどの円形を呈するものと思われ、深さは約30cmになっている。埋土は

2層に分けられる。上層は粒状の焼土と木炭片を多飛に含む褐色土で、ぽさぽさした細粒状堆

積を示す。下府は地山のにぷい黄褐色土をプロ ック状に混入する褐色土で、含有物は認められ

ない。

〔出土遺物） 当住居跡の出土遺物には、土器と鉄製品とがある。土器は坪・甕・高台付盤(?)

などの器種がある。カマドの周囲より比較的多く出土している。

坪形土器 （第13図） 杯には、 BI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成十黒色処理）、BII類 （ロク

ロ使用で遠元炎焼成）およぴBm類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）とがある。

<~BI 類＞ （第13図1-5) BI類の杯には、底部を切り離した後、調整を加えないもの

(B I a類）と再調整を施し、底部の切り離し技法が不明のもの (Ble類）とがある。

B I e類の杯 (1)は、体部下端より底部全面に手持ヘラケズリが施されるもの (H手法）で

ある。器形の特徴は、器高が低くて底径が小さく、体部がやや丸味をもって外傾する。

B Id類の杯 (2・5)は、器高が底くて底径が小さく、体部はやや丸味をもって外傾するも

ので1と共通する。

＜杯BII類＞ （第13図6) 回転糸切り無調整のもの (BIla類）である。6は器高が低くて底

径が小さく、｛本部がややふくらみをも って外傾するものである。

＜坪sm類＞ （第13図7・8) 回転糸切り無調整のものである。器高が低〈て底径が小さな

もので、体部が大き〈開いて直線的に外傾するもの(7)と体部がややふくらみをもって外傾す

るもの (8)とがある．

甕形土器 （第13圏） 甕にはBI類 （ロクロ使用で酸化炎焼式）とBII類 （ロクロ使用で迎

元炎焼成）とがある。糀BII類はすべて体部の小片であり、全体の器形等は不明である。

＜甕BI類＞ （第13図9・10)B I類の甕には、大形の長胴形を呈し、体部に最大径をもつも

の (811(2)類）と小形で口縁部に最大径をもつもの (B12(1)類）とがある。

811(2)類の寝(9)は、口縁部が極端に短〈外反し、口悟部は上方へ挽き出しており、最

大径は体部中央付近にもつ。器面調整は口緑部から体部上半までロクロナデによっている。

B12(1)類の甕(10)は、口縁部が短く外反し、口唇部は上方へ挽き出している。体部最大

径を中央付近にもつ。器面は全面ロクロナデで整え、底部外面には右回転糸切り底を残す。
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高台付盤形土器 （第13図II) B 1類 （ロクロ使用で

酸化炎焼成）に属すものである。高台部分のみの破片で

あり 、正確には器種は不明である。砧台は長く 外傾する

器肉の厚いもので、先端は平坦になっている。底部周緑

はロクロナデで調整している。

鉄製品 （第13図12) 板状の偏平なもので長方形を呈

する。鎌と推定される。一方の先端を欠き、現存長で9.5

cm、幅2.5cmを計る。

゜
m
 
c
 
5

L

 

-43-



第3号 (CB06)住居跡

〔遺構確認面〕 遺構の掘込面はIla層のにぶい黄褐色シルト層上面である。Ila屑の上面はと

ころどころに耕作による攪乱を受けており 、実際はIla層を若干掘り下げて全体のプランを確認

した。

〔保存状況〕 はぽ完全なかたちで遺存している。

〔重複関係〕 第 1号住居跡と重複関係にある。当住居跡の北西隅コーナーの部分が第 1号住

居跡のカマド煙出部の一部を切っている。第 1号住居跡より新しい。

（平面形•長軸方向〕 平而形は南北にやや長い長方形で、長軸方向はN-2゚15'-Eとなる。

〔規模〕 短軸（束返）長で4.37m・4.30m、長軸（南北）長で4.6.3m・4.50mとなり、床面積は

約18.79m'である。

〔堆積土） 逍構内堆積土は基本的には以下の2層に分けられる。

第1層 ：にぷい黄褐色のシルト陪で、住居の上部全域に厚く堆積する。微拭の木炭片以外に

混入物はみられない。

第2府 ：褐色のシルト層で、住居の下部全域に分布する。焼土拉 ・木炭片をかなり混入する，

第1層に比べて密度が密になっている。

第 1層、第2層とも自然堆梢土府として認定できる。

〔壁〕 地山を壁と している。ほぼ完全なかたちで残存しており 、、床面よりの角度は比較的

きつい。壁翡は低く、現存値で束壁5~ 8cm、西壁11~13cm、南壁11~18c町北壁6-9cmと

なっている。

〔床面〕 床面はほぼ水平であるが壁付近でやや低く、中央部でやや高くなる傾向がみられる、

床面上からは合計12個のピットが検出されている。

地山をそのまま床面と しており 、床面下に掘り方等は確認されていない。

〔柱穴〕 柱穴として認定できるものとしてPt・Ps・P9・Pitがある。これらのピットは斉一性

が認められ、規校、埋土状況等がほぼ一定している。また、配列にも規則性がみられ、 4個の

ピットを結んだ線は台形に近い四角形となる。

ほかに柱穴の可能性を持つものとしてP1がある。これは床面のはぽ中央部に位趾しており、

上記の4個のピットと同様の内容を示している。P1が柱穴となれば5本柱となる。

〔カマド） 束墜南寄リの個所に構築されている。燃焼部・煙道部・煙出部とも比較的良好な

かたちで残存する。主軸方向は住居の短軸方向からはややずれており、 E-9゚50'-Sとなる。

燃焼部は床面の店さとはぽ一定している。焚口付近に50X38cmの範囲で匝さ約 2cm土の固い

焼土面が認められる。燃焼部内には支脚に用いたものと思われる石が残存しているが、動いてお

り確証に欠ける。燃焼部側壁は褐色のシルトをたたきしめて構築されており 、焚口付近では内墜
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に川原石を芯材として使用している。

煙道部は燃焼部底面から高低差をもたずに移行する。長さは約91cmで、底面はほぽ水平にな

っている。煙出部には直径43cmのピットが掘りこまれており、煙道端との比高は約5crnである。

最後に燃焼部底面を掘り下げたところ、側壁部分をも含めた燃焼部全域に深さ約18cmで皿状

の断而形を呈する掘り方が確認された。埋土は地山の褐色土と同質であり、プロ ック状の人為

的な堆栢層である。

（貯蔵穴状ピット〕 貯蔵穴として断定でき るピットは検出されていない。

〔出土遺物〕 当住居跡の出土逍物は土器に限られる．土器には坪 ・痰 ．鉢の器種がある。土

器の出土覇は少く、カマドの周囲より集中して出土している。

杯形土器 （第15図） ｝不には、BI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成＋黒色処理）、BII類 （ロク

ロ使用で遥元炎焼成）およぴBllJ類（ロクロ使用で酸化炎焼成）とがある。

＜杯Bl類＞ （第15図1・2) BI類の坪には、底部を回転糸切りで切り離し、再調整を加

えないもの (BI a類）と再調整を施すもの (BIC類）とがある。

BI a類の杯は破片のみで図化可能品は出土していない。BI類の杯のほとんどを占める。

B IC類の杯 （第15図l)は、体部下端に手持ちヘラケズリを施すもの (H,手法）である。

器高が普通で底径が小さ〈、体部は直線的に外傾する。

＜杯BII類〉 （第15図3) B II類の杯には、回転糸切り無調整のもの (BIla類）と回転ヘラ

切り無調整のもの (Blib類）とがある。

B Ila類のtiは細片で2点出土している。いずれも図化不能で全体の器形は不明である。

B Ilb類の杯(3)は、 1点のみで、底径が大きく体部が直線的に外傾するものである。

＜杯Bill類〉 （第15図4・5) 破片でかなり出土しているが、全体の器形を知り得るものは

少ない。ともに器高が低〈て底径の小さなものであり、体部が大き〈開いて匝線的に外傾する

もの(4)とややふくらみを もって外傾するもの(5)とがある。

甕形土器 （第15図） 猥にはA類 （ロクロ不使用で酸化炎焼成）とBI類 （ロクロ使用で酸

化炎焼成）およぴBU類（ロクロ使用で辺元炎焼成）とがある。

＜甕A'類〉 （第15図7) 中形のものである。口縁部は短く 、直立ぎみに外反し、頭部のくぴ

れは指で折＇り曲げて造 っている。最大径の位沼は体部の中央付近にある。器面調整は極めて粗

く、外面がヘラケズリ 、内面は口緑部が横ナデ、体部がヘラナデで整えている。

＜甕BI類〉 （第15図8) 口緑部に飯ツ大径をもつ大形のもの (Bll(l)類）である。口縁

部は短〈強〈 外反し、口唇部は上方外側に挽き出している。体部下半外面にヘラケズリカ渭疱さ

れているほかはロクロナデで調整している。

＜甕BII類〉 体部の小片が少砒出土しているが図示可能のものはない。
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第15図 第3号住居跡出土遺物

鉢形土器 （第15図6) A類 （ロクロ未使用で酸化炎焼成）に属すものが1点出土している。

口緑部を欠き 、全体の器形は不明であるが一応鉢として分類した。器面調整は体部が内外面と

もヘラミガキによ っておリ、底部外面にはヘラケズリカ哺船される。内面は黒色処理されている。

第4号 (CC56)住居跡

〔遺構確認面〕 遺構の掘込面はIla層のにぶい賀褐色シルト1晋上面である。当住居跡付近では

I b府を欠いており、 Ila層の上面はすぺて耕作土 (la層）になっている。

〔保存状況） 璽複による削除をうけている個所を除いて、ほぼ原形をとどめている。なお、

住居跡の北束コーナー付近は路線敷外に入る。

〔重複関係〕 第1号溝と凪複関係にある。住居跡のほぽ中央部を巾220~230mにわたって切

られており 、第 1号溝よりも旧い。

〔平面形・長軸方向〕 基本的には南北に長い長方形を呈するが、北辺よりも南辺が短いため

南向きの台形に近い形となる 。 長軸方向はN-1•00'-E となる 。
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〔規模〕 長軸（南北）長は4.93m・4.80m、短軸（東西）長は3.65m・3.43mとなる。床面積は

約16.46吋である。

〔堆積土〕 住居内堆積土は以下の3層に分けられる。

第1層 ：褐色のシルト層である。上部を厚く覆う。緻密な粉状の堆積状況を示す。混入物は

みられない。

第2層 ：褐色の粘土質シルト層である。細粒状の木炭を少贔含む。

第3層：褐色のシルト層である。やや砂っぼい。密度は比較的疎密で、地山のにぶい黄褐色

土を粒～プロ ック状に含む。細粒状の焼土、粒状の木炭をかなり混入する。

以上の堆積層はすべて自然的営力による堆積状況を示している。

〔壁〕 地山を堡としている。地面より比較的緩やかに立ち上がる。プランの検出に際して遺

得掘り込み面より若干掘り下げているが、現存する壁高は束壁で13-22cm、西壁が7-12cm、

萄壁l3-17cm、北壁10-14cmとなっている。

〔床〕 床面は、やや北側で低く南側で高くなっているが、全体的にはほぽ平坦である。床面

上からは合計13個のピットが検出されている。

地山をそのまま床面としており、床面下に掘り方は認められない。

〔柱穴〕 床面上から発見された13個のピットのうち柱穴として認定できうるものはみられな

，、、規模からみて凡はその可能性をもつが対となるものが検出されていない。

（カマド〕 束壁の南寄りの部分に構築されている。主軸方向は Eーが30'-Sとなる。燃焼部、

至道部の北側は第1号溝によって削除されており、煙出部の一部は路線敷外にかかる。

燃焼部は床面より若干掘り込まれており 、38X28cmの範囲で固い焼土面を有する。焼土の厚

さは 6cmはどで良く焼けている。現存する右側壁は地山のシルトを素材にしている。遺存状況

ま不良ではとんど残っていない。

煙道部は燃焼部奥壁から 6cmほどの段をもって移行している。長さは約156cmあり、ほぼ水平

こ煙出部と接続する。煙出部には煙道部底面より約13cm低いピットが掘り込まれており、直径

よ検出面上で約26cmになっている。

最後に燃焼部底面を掘り下げたところ、側壁部分をも含めた全面に最大深10cmの皿状の掘り

行が認められた。

〔貯蔵穴状ピット〕 床面上から検出された13個のピットのうち貯蔵穴と思われるものには南

[コーナ一部分より検出された恥がある。72X64cmの不整円形で深さは30cmほどになる。堆積

土は 3層に分けられる。上層はにぶい黄褐色のシルト層で、緻密な粉状堆梢を示す。中層はにぶ

ハ黄褐色の枯土質シルト層で、粒～柱状の木炭や粘状の焼土を多祉に含む。下層は褐色のシルト

層で地山土をプロ ック状に含むほか少祉の焼土・木炭を混入する。ぽさぽさした粒状堆積を示す。
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ほかに貯蔵穴の可能性をもつものに北西コーナ一部分より検出されたRがある。Piieほぽ同

様な堆積状況を示しており、灰混りの焼土、木炭を多址に混入している。

〔その他のビッ ト〕 南壁際に検出されたPs~恥のピットは当住居に伴うものであるかは不明

である。とくにH、Psは南壁外にわたっており、当住居より新しいものとなる可能性が強い。

ただ、 6個のIピッ トそれぞれIには重複関係が認められ、同時存在したものとはいえない。

〔出土遺物〕 当住居跡の出土逍物には、土器と砥石がある。土器は、坪、褻、壺、鉢の4器

種に分けられる。住居のほぼ全城から出土するが、カマドの周囲よりやや多く出土している。

杯形土器 （第17図） 坪には、A類 （ロクロ未使用で酸化炎焼成）、BI類 （ロクロ使用で酸

化炎焼成十黒色処埋）、およぴBII類 （ロクロ使用で遠元炎焼成）とがある。

＜杯A類＞ 図化不能の小片でかなり出土している。すぺて平底 (A2類）のものである。

＜杯BI類＞ （第17図2) BI類の坪は、底部を回転糸切りで切り離し、再調整を施すもの

と無調整のもの(2)とがある。前者は破片でかなり出土しているがすべて図化不能である。

＜杯BII類〉 （第17図3-9) BIi類の坪はすぺて回転糸切り無調整のものである。形態上

の特徴によって細分される。器高が普通で底径が小さなものには、体部が直線的に外傾するも

の(3)と大き〈開いて直線的に外傾するもの(7)とがあり、器高が高くて底径の小さなものに

は体部が直線的に外傾するもの (4-6)と、ややふくらみをも って外傾するもの(8)とがある。

甕形土器 （第17図） 猥には、A類（ロクロ未使用で酸化炎焼成）、BI類 （ロクロ使用で酸化

炎焼成）およびBil類 （ロクロ使用で遠元炎焼成）とがある。

＜甕A類＞ 破片でかなり出土しているが図示可能のものはない。大形の長胴形を呈するもの

がほとんどで、頸部に段を有するものと無いものとがある。

＜甕BI類＞ （第17図11) B I類の褻は、口緑部に最大径をもつ大形のもの(BI 1 (1)類）で

ある。11は器高が極端に高い長胴形を呈する。口緑部は短く外反し、口唇部は上方へ挽き出し

ている。体部はほぽ崖線的に底部へと移行し、体部最大形を上端付近にもつ。外面の調整はロ

緑部がロクロナデ、体部上半が平行文様工具による叩きしめの後ヘラケズリ、体部下半から底

部にかけてはヘラケズリによっており、内而は口縁部から体部上半が刷毛目状ロクロナデ、体

部下半がヘラナデで整えている。

＜甕8II類＞ 体部片が少散出土している。全体の器形は不明である。

壺形土器 壺にはBI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）に属すものと BU類 （ロクロ使用で遠

元炎焼成）に属すものとがある。

＜壺BI類＞ （第17因1)小片を推定復元したものであり、必ずしも正確とは言えないが極端

に小形の壺たなる。外面の調整は体部下端にヘラケズリが施されるほかはヘラミガキによ って

おり、内面は口縁部から体部上半がヘラミガキ、体部下半がロクロナデで整えている。底部外
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第18図 第 4号住居跡出土遺物 (2)

面には糸切り痕を残

す。内外両面に黒色

処理されている。

＜壼BU類〉 （第17

図10) 長頸壺の体

部片と思われる。器

面調整は、体部外面

上半が平行文様工具

によるタタキ目＋ロ

クロナデ、下牛がヘ

ラケズリ、体部内面

がヘラナデによって

いる。

鉢形土器 （第18因） 鉢には、 A類 （ロクロ未使用で酸化炎焼成）と8I類 （ロクロ使用で

酸化炎焼成）とがある。

＜鉢A類） （第18図2) 口緑部はゆるやかに外反し、頸部にはやや形式化した段を有する。

体部はほとんど脹まずに底部へといたるもので、体部最大径を上端付近にもつ。器面は内外面

とも丁寧なヘラミガキで調整されている。前段階の調整として、口緑部外面には横ナデ、体部

外面には刷毛目が観察される。内面は黒色処理されている。

＜鉢BI類） （第18固 1) 口縁部は直立ぎみにゆる＜外反し、体部は上半でやや脹むもので

ある。外面の調整は、体部より底部にかけてヘラケズリが整えている。内面は体部下半にヘラ

ナテを施すほかはロクロナデによ っている。

砥石 （第18因3) 不定形の原石を未整形で利用したものである。大小の4面に使用痕が認

められる。長軸の横断面形はやや歪んだ四角形を呈する。石質は斜長流紋岩質凝灰岩である。
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Ila層のにぷい黄椙色シルト層を 4-5cm掘り下げて遺構の存在を確認した。

掘込面はIla層の上面である。

：曇存状況〕 北壁、南壁およぴ西壁の一部が攪乱によって破壊されているが、全体のプラン

ほぼ完全に確認できた。

第6号住居跡と重複関係にある。当住居跡の煙道部・煙出部が第6号住居跡の

「西部を切っている。第6号住居跡より新しい。

：平面形•長軸規模〕 乎面形は南北に長い長方形となる。長軸方向はN-9゚30'-Wである。

第1屑： にぶい黄褐色のシルト層で、住居の上部全域を厚く覆う。密度はやや疎で、粉～粒

訳堆積を示す。細粒状の焼土・木炭を少枯：含む。

第2層： 褐色の粘土質シルト層で、床面上に薄く堆積する。粒状の焼土 ・木炭をかなり含む。

量際には地山土がプロ ック状に堆梢している。

第2層は、床面上にうすく堆枝すること、上部に層状の焼土が乗ることなどから生活層とも

膏えられるが、 壁際においては墜の剥落土の上に堆積している 。 第 1 層 • 第2府とも住居廃絶

後の自然堆積層として認定した。

（豊〕 地山を壁としている。床而より急角度で立ちあがる。現存する壁高は東壁が20-23cm、

西壁で14-26cm、南壁I3-23cm、北壁20-25cmとなっている。

ほ） 床面はほぽ平坦で凸凹はみられないが、北束部より南西部にかけて緩〈傾斜している。

床面上よ りは合計11個のピットが検出されている。

地山をそのまま床面としており、床面下に掘り方は確認されなかった。

（柱穴〕 11個のピットのうち柱穴の可能性をもつものとして、 H、R、Psがあげられる。こ

れらのビットは深さがほぽ一定しており約25cmとなっている。ただ、配列の規則性からみれば、

1これらの3本だけとは考えられず、凡付近に柱穴が必要となる。しかしP9は貯蔵穴としての機

能をもつものと思われ、柱痕も認められず、柱穴とは考えられない。したがって上記の3個の

ピットも柱穴としての確証に欠ける。単に可能性をもつにとどめたい。

（カマド〕 東壁の南寄りの部分に構築されている。遺存状況は良好である。主軸方向は住居

の短軸方向とほぼ一致し、 E-7゚15'-Nである。

燃焼部は床面と段差をbたずに接続している。焚口付近に24X20cmの固い焼土面があり、そ
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の奥に支脚が検出されている。支脚は石と土器とを併用しており、石の上に杯を倒位の状態で

かぶせている。側壁は地山のにぶい黄褐色シルトを素材としており、遺存状況はあまり良〈ない

煙道部は燃焼部底面より16cmの段差をもつ。長さは114cmあり、底面はほぼ水平に移行して煙

出部に接続する。煙出部には直径約23cmのピットがあり、煙道端との比高は約10cmになってい

る。最後に燃焼部を掘り下げたが、掘り方は検出されていない。

〔貯蔵穴状ピッ ト〕 貯蔵穴と思われるピットにはp9がある。カマドの右脇、南束コーナーに

位置しており、 68.5X54. 5cmの陥円形を呈し、深さは30cmとなる。堆積土は 3層に分けられ、

上府は褐色のシルト屑で、粒状の焼土 ・木炭を少批含む。中層はにぶい黄褐色のシルトで、地

山土をプロック状に含むほか粒状の焼土・木炭を少批混入する。下層は褐色の粘土質シルト庖

で、多捐の焼土 ・木炭およぴ土器片を含む。

〔出土遺物〕 当住居の出土遣物は土器に限られる。土器は坪 ・高台付坪 ・甕 ．鉢の4器種

に類別される。住居の北西部より集中して出土したものが多い。

杯形土器 （第20図、第21図） 杯には、 BI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成＋黒色処理）、BII 

類 （ロクロ使用で遠元炎焼成）およぴBill類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）とがある。

＜杯BI類〉 （第21図1-4) BI類の坪には底部を回転糸切りで切り離し、再調整を加え

ないもの (BIa類）と再調整を施すもの (BI c類）とがある。

B IC類の杯 (1・2)は、体部下端より底部全而に手持ヘラケズリを施すもの (H1手法）

である。形態上の特徴によって、器裔が低くて底径が小さ〈、体部が大き〈開いて前線的に外

傾するもの(1)と器高が普通で底径が小さ〈、体部がかなり丸味をもって立ちあがるもの(2)

とに分けられる。

BI a類の杯 (3・4)には、器高が低くて底径が小さく、体部がややふくらみをもって外傾

するもの(3)と器高が普通で底径が小さく、体部が直線的に外傾するもの(4)とがある．

＜杯BII類＞ （第20図10・11) BII類の杯はすぺて細片であり、全体の器形を知り得るもの

は出土していない。底部を残すものはすぺて回転糸切り無調整のもの (BIla類）である。

＜杯BITl類〉 （第20図1~ 7) 回転糸切り無調整のものである。形態上の特徴により、い〈

つかに細分される。器高が普通で底径の小さなものには、体部が直線的に外傾するもの(1)と

体部がややふくらみをもって外傾するもの(7)とがある。また器高が低〈て底径の小さなもの

は、体部が大きく開いて直線的に外傾するもの (2~ 4)と体部がややふ〈らみをもって外傾

するもの (5・6)とに分かれる。

高台付杯形土器 （第20図 • 第21図） 裔台付杯にはBI類（ロクロ使用で酸化炎焼成＋黒色

処理）とBlll類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）とかある。

く高台付杯BI類＞ （第21図5-7) 高台部が短〈外傾し、底部周緑をロクロ調整するもの
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(BI 1③類）と高台部が長〈外傾し、

底部に菊花状のヘラ刻みを施し周辺を

ロクロ調整するもの (BI2①類）と

がある。

B I 1類の高台付杯(5)は、杯部を欠

き全体の器形は不明であるが、器高が

極端に高い坑形を呈する可能性が強い。
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第21図第5号住居跡出土器物 (2)
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BI 2類の店台付杯 (6~ 7) は、 j~部の形態は共通しており、器高が低〈て底径が小さく、

部はややふくらみをもって外傾し、口は端で外反するものである。

＜菖台付杯田類〉 （第20図8・9) 麻台部が長く外傾するもの (Bill2類）と、極端に長く

i外傾するもの (Bll13類）とがある。底部は、いずれもナデを施して周緑をロクロ調整するも

の（③類）で、杯部の形態は不明である．

． 甕形土器 （第20図） 甕はBI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）に属すものに限られる。

（甕BI類＞ （第20図12・13) B I類の甕には、最大径の位滋が口縁部にある大形のもの

(8 I l (1)類）、体部に最大径をもつ大形のもの(BI 1 (2)! 類）、および小形で口紐部に最大径を

もつもの (B12(1)類）とがある。 Bl L (l)類およぴBI 2(1)類の甕は図示不能である。

8 I l (2)類の甕 (12・13)には、口緑部が極端に短く外反するもの(12)と、口絃部が短〈外

反し口唇部を上方外側へ強く挽き出すもの(13)とがある。体部はいずれもゆる＜脹み最大径を

中央付近にもつ。器面調整は外面が口緑部から体部上半はロクロナデ、体部下半はヘラケズリ、

内面が12の体部上半に刷毛目状ロクロナデが施されるほかはロクロナデで整えている。

壼形土器 （第20図14~16) 壺はBU類 （ロクロ使用で還元炎焼成）のものに限られる。頸

部がれ立ぎみに外傾し、口紐部が外反するもので、体部は大き〈股り出す器形を呈する。

ほぼ全体の器形が推定できる16は、口唇部を下方へ挽き出しており、中央に太い沈線が回る。

体部は平行文様叩き一蓮ぐう文あて工具で叩きしめている。 14・15は口緑部の破片であり、全

体の器形は不明である。

鉢形土器 （第21図8) BI類（ロクロ使用で酸化炎焼成）に属すものである。口は部は短

〈強く外反し、 n唇部は上方へ挽き出している。体部址大径は上端付近にある。全面ロクロ調

蟄である。

鉄製品 （第21図9・10) 10は7J子で、刃部端をほんの少し欠くがほぼ完形である。現存長

で26.2cmもある大形のもので、刃部幅は関近くで1.8cm、中央部で1.5cmを計る。背は幅0.5cmの

平造りである。関は行憫・刃部側とも段を有し、関幅は1.2cmである。茎は11.5cmの長さをもち、

幅は1.3~0.6cmと先端に向って徐々に狭まり、断而形は長方形を呈する。 9は最大幅1.7cm、厚

さ0.3cmの偏平な鉄製品で、長紬の一端に細長い棒状のものが直角1ことりつけられている。現存

長で5.7cmを計る。鎌と推定される。

第6号 (CE50)住居跡

（遺構確認面〕 遺構の掘込面はIla層のにぶい黄褐色シルト層ヒ面である。実際にはIla層を

2 ~ 4 cm掘り下げて遺構の存在を確認している。
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〔保存状況） 所々に長イモによる攪乱をうけているがほぽ原形をとどめている。

（重複関係〕 第5号住居跡と重複関係にある。西壁の一部が第 5:Ji}住居跡の煙道部によって

切られている。第5号住居跡より 1日い。

〔平面形 ・長軸方向〕 束西にやや長い長方形を呈する。長軸方向はN-94゚50'-Wである。

〔規模） 長軸（束西）長が3. 35 m・3 . 11 mで、短軸（南北）長が3.03m・2.84mとなり、床面積

は約8,83m'である。

〔堆積土〕 住居内堆積土は以下の2層に分けられる。

第1層 ：にぷい買褐色のシルト層で、住居の全域を厚く覆う。緻密で比較的固い。少祉の木

炭粒を含むほか、混入物はみられない。

第2層：にぶぃ賀褐色のシルト層で、住居の下部全面に堆積する。第1府に比ぺて密度が疎

で、粒～プロ ックの堆積を示す。粒状の焼土 ・木炭をかなり含む。

第1層、第 2層とも自然的営力による堆積層として把握することができる。

〔壁〕 地山をそのまま壁としている。床面よりの立ちあがり角度は比較的緩い。現存する壁

高は東壁で20~23cm、西壁が18~2lcm、南壁18~22cm、北壁19~24cmとなっている。

（床） 床面は全体的に凸凹がみられず、ほぽ平坦である。たたきしめられたものと思われ、

比較的かたい。床面上からは大小5個のピットが検出されている。

床面を立ち割ったところ、にぶい黄褐色のシルト層が5~15c面の厚さで認められた。これは

住居掘り方の埋土と考えられ、プロ ック状の堆積状況を示している。

（柱穴） 住居内には柱穴と思われるものは検出できなかった。床面上からは検出されたP1~

Psのうち、位四からみてその可能性をもつものとしては応とp3とがあげられる。しかし、埋土

状況などからは柱穴としての確証に欠ける。

（カマド〕 南壁束寄りの部分に構築されている。燃焼部右側壁の部分が深耕による破壊を受

けているほかはほぽ原形をとどめている。主軸方向は S-・5゚10'-Eである。

燃焼部は床面を若干(2~3cm)掘り下げて作られており、 34X52cmの範囲で固い焼土面が検出

されている。中央やや壁寄りの部分には支脚が設けられており、石と土器とを併用している。

川原石を底面下にうめこんで、その上に土師器杯を倒位の状態でかぶせており、石の露出部の

高さは約6cmとなっている。側壁（袖）は地山のにぶい黄褐色シルト質土を紫材としている。

煙道部は燃焼部底面より約6cmの比高をもって奥壁とつらなっている。長さは約88cmあり、

やや下りぎみに移行して煙出部と接続する。煙出部には直径約50cmのピッ トが掘り込まれてお

り、深さは煙道端より約8cm低くなっている。

最後に燃焼部底面を立ち割ったところ、直下にかたくたたきしめられた層が検出された。掘

り方の埋土とは異なることから、カマド燃焼部の固化を意識したものであろ う。
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〔貯蔵穴状ピット〕 貯蔵穴と思われるものにPsがある。直径約41cmの円形を呈し深さは約31

:mある。埋土は3層に分けられ、上府は褐色のシルト層で粒状の焼土 ・炭化物を少屈含む。中

層は褐色の粘土質シルト層で粒～プロ ック状の焼土およぴ粒状の炭化物を多磁に混入する。土

器片もかなり含まれる。下府はにぶい黄褐色のシルト層で地山土をプロ ック状に含む。

〔出土遺物） 当住居跡の出土逍物は土器に限られる。土器には、 i不・寝 ・鉢・禍などの器種

がある。住居のほぼ全域から出土している。

杯形土器 （第23因） 杯には、 BI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成＋黒色処理）、Bn類（ロ

クロ使用で還元炎焼成）およぴBill類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）などがある。

<q;a l類〉 （第23図1~4) BI類の1不には、底部を回転糸切りで切り離し、再調整を施

さないもの (BIa類）と再調整を施すもの (BIC類）とがある。前者は破片で少批出土して

おり、図化不能である。BIC類の杯は再調整を施す部位およびその手法によって細分される。

再調整は回転ヘラケズリによるもの(1)と手持ヘラケズリによるもの (2~ 4)とがある。前

者は体部下端より底部全面に施しており(W,手法）、後者は体部下端より底部全面に施すもの

: 2) (H1手法）、と体部下端に施すもの (3~ 4) (Hs手法）とがある。さらに、形態上の特徴によ

っては以下のように分けられる。器高が低〈て底径が大きなものは、体部がややふくらみをも

って外傾するもの(2)と体部がやや丸味をもって外傾するもの(3)とに分かれる。また、器高

が高くて底径の小さなものには、体部がややふくらみをもって立ちあがるもの(1)と体部がや

や丸味をもって立ちあがるもの(4)とがある。

＜杯BU類） すぺて回転糸切り無調整のもの (BIla類）である。細片のため図示できない。

<~B 111類） 破片で少益出土している。図示可能のものは出土していない。

甕形土器 （第23図） 痰には、 A類 （ロクロ未使用で酸化炎焼成）、BI類（ロクロ使用で酸

化炎焼成）、およびBII類 （ロクロ使用で遠元炎焼成）とがある。

＜甕A類） 大形のもの (A1類）が破片で出土している。体部片が多〈図示不能である。

＜甕BI類） 口緑部に蚊大形をもつ大形のもの (BI 1類）が少簸出土している。図示不能。

＜甕BII類） （第23図7) B II類の甕は細片でかなり出土している。体部の破片が多〈、正

確な分類はできない。7は口縁部が外反するもので、口悟部は下方へ強く挽き出している。肩

部で大きく張り出す器形を呈するものと思われる。

壼形土器 （第23図6) B 11類 （ロクロ使用で遠元炎焼成）に属すものである。広口壺のロ

緑部と推定される。口緑部は直立ぎみに外傾して口緑部で外反するもので、口唇部は上下に挽

き出している。

鉢形土器 （第23図5) BI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）として類別されるものである。

口緑部は短く外反し、口唇部は上下に強く挽き出している。体部は上半でやや張り出しており、
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上半に体部最大径をもつ。全面ロクロ調整で、底部外面には右回転糸切り痕をそのまま残す。

蝸形土器 （第23図8) B I類（ロクロ使用で酸化炎焼成）に厩すものである。底部は欠損

している。体部はややふくらみをもって外傾し、口緑部はかなり長く外反する。口悴部は下方へ

強く挽き出している。外面の調整は口唇部がロクロナデ、口緑部から体部上半が刷毛目状ロク

ロナデ、体部下半がヘラケズリによっている。内面は全面ロクロナデで整えている。
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第7号 (CF56)住居跡

（遺構確認面） Ila府のにぶい黄褐色シルト層を 2~ 3 cm掘り下げて逍構の存在を確認した。

遣構の掘込面はIla層の上面である。

〔保存状況〕 北西コーナー付近と南墜の一部が耕作によ って破壊されているほかはほぼ原形

をとどめており 、保存状況は比較的良好である。

（重複関係） 第9号住居跡およぴ第2号溝と厘複関係にある。当住居跡の南束部が第9号住

居跡の北西部を切って構築されている。第9号住居跡より新しい。また、第2号溝は当住居の

西壁から南壁にかけて検出されており、それらの部分を破壊している。第 2号溝より旧い。

〔平面形・長軸方向〕 束西に若干長いがほぽ正方形を呈する。長軸方向はN-86°30'-Wで

ある。

〔規模〕 長軸（東西）長で4.66m・4.59m、短軸（南北）長が4. 54 m・4 . 46 mとなり、床面積は

約20.83m'である。

〔堆積土〕 住居内堆積土は基本的には以下の 2府に分けられる。

第1屑：褐色のシルト屑で、住居のほぼ全体を投う。緻密でかなりかたい。粒～柱状の木炭

をかなり含む。

第2層 ：暗褐色のシルト層で、住居の下部に薄く堆梢する。粒～プロック状の堆柏状況を示

す。粒状の焼土 ・木炭を多祉に含む。墜際には壁剥落に伴うものと思われるにぶい黄褐色土が

プロック状に堆梢する。

第1層、第2lr1とも自然堆栢層と思われる。とくに第 2府は生活層とも考えられたが、壁の

剥落上の上に堆梢することや緻密さがみられないことなどから自然堆積府として認定した。

（壁〕 地山を咆としている。床面よりかなり急角度で立ちあかる。現存する壁邸は束咄で23

~27cm、西壁が22~26cm、南墜21~28cm、北壁20~24cmとなる。

〔床） 床面は全体的に凸凹がみられず、ほぽ平坦である。とくにかたいl釘はみられない。床

面上には貯蔵穴をも含めて合計8個のビットが確認されている。

なお、床面下に掘り方等は検出されなかった。

〔柱穴） 床面上に検出された 7個の小ピットのなかで、柱穴としての配附の規則性、規校な

どからみればP,、Ps、P1の3つのビットがその可能性をもつ。しかし、対になるべき蚊低もう

1個のピットがみあたらないことからこれらの 3ピットも柱穴として断定できない。

〔カマド） 束岐のほぼ中央（やや束寄り）に構築されている。極めて良好なかたちで迅存して

いる。主軸方向はE-3゚30'-Sである。

燃焼部は床而を若千掘り＜ぽめており、焚口付近に63X48cmの範囲で財さ約5cmのかたい焼

土面を有する。粒状の焼土は燃焼部全面に広がる。恨lj墜も良く残存しており、地山のにぶい貨
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褐色シルト質土を紫材にし、それを禾巽み重ねて作られている。

燃焼部奥壁は約16cmの段差をもって煙道部へと移行しており、煙道部の長さは約102cmにな<

ている。煙道部底面は煙出部に向って緩〈立ちあがる。煙出部には直径45cmのピットが掘られ

ており、煙道端との比在はかなり深く 29cmになっている。

最後に燃焼部底面を掘り下げたが掘り方等は検出されていない。

〔貯蔵穴状ピット〕 貯蔵穴と思われるものにはカマド右脇に検出されているPsがある 114X

110cmの不整円形を呈し、深さは55cmになる。埋土は4層に分けられる。No.l層は褐色のシルト層

で、粒状の焼土 ・炭化物を少最含む。 No.2層は暗褐色の粘土質シルト層で、木炭片・焼土粒を

かなり含む。No.3層は褐色の粘土質シルト層で、土器片 ・焼土粒 ・木炭片がかなり含まれる。

No.4層は暗褐色の枯土質シル ト層で、焼土 ・木炭 ・土器が充埴する。灰も含まれるものと思わ

れ、 土はペトベトしている。

（その他のピット〕 カマド左袖脇に検出されたRは当住居にかかわるピットとはならず、第

9号住居跡の煙出部と思われる。

〔出土遺物〕 当住居跡の出土遺物には、土器と鉄製品がある。土器の器種は杯 ・高台付坪．

甕 ・鉢などに分けられる。床面上のほぼ全域にわたって出土するが、とくにピット8より出土

するものが多い。

杯形土器 （第25図、第26図） f不には、 BI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成＋黒色処理）、BU

類 （ロクロ使用で還元炎焼成）およぴBIii類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）とがある。

＜杯BI類） （第25図1~8)81類の杯には、底部を回転糸切 りで切り離した後に再調整

を施すもの (BIC類）と調整を加えないもの (BI a類 ）とがある。

BI C類の杯(1)は、体部の全面に手持ヘラケズリを施している。底部を欠くため全体の器形

1は不明であるが、 体部はややふくらみをもって外傾する。

B I a類の杯 (2・3・5・7・8)は、形態上の特徴によ って分けられ、器高が普通で底径

が小さく 、体部がややふくらみをもって外傾するもの (3・7)と体部が直線的に外傾するも

の (5・8)とがある。

＜杯BII類） （第26図8~10) 回転糸切り無調整のもので(8Ila類）である。小片で少蘇出士

している。いずれも全体の器形は不明である。

＜坪BIil類） （第26図l~ 6) 回転糸切り無調整のものである。形態上の特徴によ って細分

される。すべて器高が普通で底径が小さなもので、体部がややふ〈らみをも って外傾するもの

(1・2)、体部がやや丸味をもって外傾するもの(3)、およぴ体部が直線的に外傾するもの(3

4・6)などがある。
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第25図第 7号住居跡出土遺物 (I)
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第26図第 7号住居跡出土遺物(2)

高台付杯形土器 （第26図7) Bill類 （ロ

クロ使用で酸化炎焼成）に属すものが1点出

土している。高台部は長〈外傾し、先端に平

坦面をもたないものである。底部は全面にロ

クロ調整されている（④類）。 i不部の形態はロ

縁部を欠くため不明である。

甕形土器 （第25図11~ 14) 甕には. B I 

類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）とBO類 （ロ

クロ使用で遠元炎焼成）とがある。BII類の

出土猿はご〈少抵である。

＜甕BI類〉 （第25図11~13) B 1類の痰

は、すべて大形のもの (Bil類）であり 、最

大径を口緑部にもつもの (BI 1 (1)類）と体

部にもつもの (811(2)類）とに分けられる。

B 1 1(1 )類の痰 ( 11 ·12) は 、 口緑部は~.J.

く外反するが口悟部は上方へ挽き出すもの(Ill

と上方外側へ強〈挽き出すもの(12)とに分か

れる。体部は、あまリ脹ます底部へ移行するも
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の(11)とゆる〈脹らむもの(12)とがある。器暉調整は共通しており、 1本部下半外1f1iにヘラケズ

リが施されるはかはロクロナデによっている。

B I 1 (2)類の痰(13)はrI緑部が短〈外反し、体部が大き〈脹らむものである。器1iti,凋格は体

部下半外Lfiiにヘラケズリ、内面に届I][:目が施されるほかはロクロナデで点各えている

＜甕BI!類〉 （第25図14) かなり人形のものである。口緑部のみの蔽/',・であり、全体の器形

は不明である。頸部が匝立ぎみに移行し、口緑嬬で大き〈外反するものである。

鉢形土器 （第25凶9・10) B I類（ロクロ使用で酸化炎焼成）に属すものである 9は極

端に小形のもので、ゆるやかに外反する短かい口絃部をもつ。1本部はほぼ直線的になり、 I・・嬬

に体部最大径をもつ。全面ロクロ調整である。10は口緑部が知〈外反し、 1本部は I・・半でややm.i

らむものである。｛本部最大径を上半付近にもつ。内面にT荊なヘラミガキを施し、黒色処理を

加えている。外I侃淵格はロクロナテによっている。

鉄製品 （第26固11-13) 11はU字形の細い棒状のものである。断面は円形を呈する。長さ

は9.7cm、幅l.9cmとなり、鉄枠の径は約0.4cmを計る。用途は不明である。12は断1:ftiが方形の細

長い棒状のものである。角釘と思われる。一方の先踏を欠き、現存長で2.7cmを叶る。13は））（

の刃部片と思われる。袖1端を欠き 、現存長で2.8cm、輻1.0cmを汁る。

第8号{C G06)住居跡

（遺構確認面〕 逍構の検出而はIla府の黄褐色シルト府の日Hiであるが、 1ユ．部は耕作によ って

攪乱をうけている 。 結呆的に、樅舌L士を除 l~して追構を確認している。

〔保存状況） 全体の平面プランははぽ確認できるが、随所に長イモ栽培による攪乱をうけて

いる。と〈に煙迅部は完全に破欺されており 、保存状況はかなり悪い。

（重複関係〕 屯複する逍構は検出されていない。

〔平面形・長軸方向） 束西に長い長）j形を呈する 。 長軸方l••lは N-96゜ 15'-Wである

（規模） K軸（東西）Kで4.71m・4-49m、短軸（南北）長が3_75m・3.59mとなり、 I未1i1i柏は

約16.12mである。

〔堆積土〕 逍構内堆梢上は枯本的には 2附に大別される。

第1屑 ：褐色のシルト府で、i土店の上部全域に及んでいる。緻密でかなりかたい。少派の木

炭粒以外の混人物はみられない。

第2)(1: にぶい貨褐色のシルト府で、住居床面上に広く分布する。第 1JMに比べて緻密さに

欠け、比較的やわらかい。少韮の木炭粒 ・焼七粒を含む。

堆栢土第 11M、第 2層とも代然堆梢l罰として認延される。

（壁〕 地山を呼としている。床rfiiよりの傾斜は緩い。長イモ栽倍により辿イi状況は悪い 現
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＼ 

存する唸店は東墜で14~18cm、西壁が13~17cm、南壁11~ 16cm、北壁14~18cmとなっている。

〔床〕 床面の一部は破壊をうけているがほぽ原形をとどめている。全体的に水平でかた〈し

まっている。床面上には大小10個のピットが検出されている。

地山をそのまま床面としており 、床面下に掘り方等は確認されていない。

〔柱穴〕 柱穴と断定できるものは検出されていない。その可能性をもつものとしてはP1、Pi、

P,、P,があげられる。しかし、配列に規則性は認められず、確証に欠ける。

〔カマド〕 南墜西寄りの部分に構築されている。燃焼部から煙道部、煙出部にかけて破壊さ

れている。主軸方向は推定でS-7゚10'-Eである。

燃焼部は床面と段差をもたずにほぽ水平に接している。床面には47X49cmの範囲で固い焼土

面をもつ。焚n付近に角蝶が発見されているが用途は不明である。支脚と思われるものは存在

しない。jffl)l:;t(袖）は地山土を索材にし、それをたたきしめて重ねている。

坪道部、煙出部は破坑のため逍存しない。

〔貯蔵穴状ピット〕 貯蔵穴と思われるものにP1がある。カマド左袖脇に検出されており 、大

きさは87X82cmで、深さは40cmになっている。堆栢土は 4層に分けられる。No.1層は褐色のシ

ルト府て、il-l入物はみられない。No.2屑はにぶい黄褐色のシル ト府で微屈の焼土粒 ・木炭粒を

含む。No.3府は掲色の枯土質シルト附で、粒～プロ ック状の焼土、粒～柱状の木炭をかなり含む。

No.4府は賠褐色の粘士．質シルト11'1で、プロ ック4大の焼土 ・木炭片を多紐に含む。なお、No.4、

No 5 /0に土器をかなりi且入する。

〔出土遺物〕 当住居跡の出土追物には、土器 ・土錘 ・砥石がある。土器は杯 ・甕 ．鉢の 3つ

の器種に分けられる。ピット7、およぴカマドの周囲より比較的多〈出土している。

杯形土器 （第28図1~ 6) 杯には、8I類 （ロクロ使用で酸化炎焼成＋黒色処理）、8II類

（ロクロ使用で迎元炎焼成）およぴsm類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）とがある。

＜坪BI類〉 （第28図1~ 3、6) 底部を回転糸切りで切り離し、 再調整を加えないもの（

B I a類）と再調整を施すもの (8I c類）とがある。前者は破片で少枇出土するのみで、図示可能

のものはない。8I c類の杯は再調祭の手法・音II位とも共通しており 、すぺて体部下端より底部

全面に手持ちのヘラケズリを施すもの (H1手法）である。形態上の特徴によ って2分され、器

料が低〈て底径が小さ〈 、体部がやや丸味をもって外傾するもの (1~ 3)と器高が邸くて底

径か大き〈 、体部かややふ〈らみをもって立ちあがるもの(6)とがある。

＜杯BII類〉 体部片が数片出上している。底部の切り離し技法は不明である。

＜杯Blll類〉 （第28図4・5) 回転糸切リ無調整のものである。器翡が普辿で底径が小さく 、

休部がややふ〈らみをも って外傾するもの(4)と器高が店〈て底径が大き〈 、体部がややふ〈

らみをも って立ちあがるもの(5)とがある。
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第28図第8号住居跡 出土遺物

甕形土器 痰にはBI類（ロクロ使用で酸化炎焼成）と BII類（ロクロ使用で遠元炎焼成）とがある。

＜甕BI類〉 口縁部に址大径をもつ大形のものと小形のものとがある。ともに図化できない。

＜甕BII類〉 大形の屈部より張り出す器形のものである 。 叩き目文 • あて工具の痕跡により

い〈つかに分けられる。いずれも体部の細片であり、固化不能である。

鉢形土器 （第28図 7) B I類（ロクロ使用で酸化炎焼成）に類別されるものである。LI緑

部は短〈強〈外反し、口唇部は上方へ挽き出している。体部の K半付近に体部蚊大径をもつ。
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外面の調~;,:は頚部の周囲に丁寧なヘラミガキを施すはかはロクロナテによ っている。内面には

nv~ なヘラミガキを施し、.'.I.¥色処理が加えられている。
土錢 （第28図8) 中央で脹らむ笠状のものである。長さ5.1cm、最大径2.6cmを，汁り、長軸

}j向に沿って（条約0.4cmの1'l通孔が入る。器rniはみがかれている。

砥石 （第28図9) 未加T.の不定形の原材を使川したものと思われる。断面形は 4角形を呈

し、その 2面に使用痕が認められる。イi質は甲粒質アルコース砂岩てある。

第9号 (CH56)住居跡

〔遺構検出面〕 IIall'lのにぷい慎褐色シルト）付の上面より検出した。 畦畔断面の観察によれば

I b/Mは確，認できず、 IIa/Mの I・.部はすべて耕作土になっている。

〔保存状況〕 逍構相圧の屯複閲係による削捐をうけているほかはほぽ原形をとどめている。

なお、住／，｝の北束コーナ一部分は路線敷外にかかるため、調介していない。

〔重複関係〕 第7号I±居跡および第 2号溝と ifl複関係にある。当住居の北西部は第7号住屈・

跡によ って切られており、それよりも1nい。また、西限と南収の一部は第 2号溝によ って切ら

れておリ、やはり第 2号溝よりもIllい。

（平面形•長軸方向〕 ほぽ正方形である。長軸方向は 1む南北にと って、 N-10°-Wとなる。

〔規模〕 南北長で5.08m・4.95m、束西長が4. 99 Ill • 4 . 83 mとなり、9和釘栢は約23.91mであ

る

（堆積土） 住},,;•内堆柏上は）＆本的には以下の 2府に人別される。

第 lIM: 褐色のシルト府である。きめ細か〈て緻密である。木炭 ・焼士をかなり多〈含む

3 IMに細分される。

第2IM : 111¥掲色の砂竹シルト府であるが第 1附よ＇）やや砂分が強い 。粒～小プロ ック状の堆

柏を小す 木炭 ・焼 I:.はあまり含まれない。 2府に細分される。

第 1~1 · 第2府とも自然的営）Jによる堆柏の状況を小している

〔壁〕 地山を収としている。床血よりかなり危角度で立ちあがる。現{{する収翡は束収で19

-2,lcm、西収が17-Zlcm、南収18-22cm、北墜19-27cmとなってしヽ る。

〔床〕 北求部から南西部にかけて緩く傾，斜しているがほぼ平州である。 1未Jftil: からは合計

8個のヒッ トが検出されているか:p2は第7号i主の坪出部である。なお、第7サ住のPGは当住屈に

frうものとなるnT能性が強い

部分的に9和(1iドを掘リドげたところ、プロ ソク状に堆柏したにぶい貨褐色のシルトft上かあ

らわれた。掘り方の埋上と思われる。また、掘り方の下部よリは怜が発見されている

（柱穴） H穴として断‘巫できるピットは検出されていない。規校からはp3、P,、p7、Ps、P9,
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贔 および第7号住のP6の合計7個が考えられる。このなかで、配列の規削性を加味して強い

て可能性を求めるならば、 P1、pg、P,。第7号住のPGの4個があげられる。

（カマド〕 北壁のやや西寄りの部分に構築されている。燃焼部の大半、およぴ煙道部、煙出

郁は第7号住によって破壊されている。主軸方向は推定でN-12゚30'-Wとなる。

燃焼部は右半分しか遺存していないが、床面より 4-6 cmほど掘り下げている。焚口付近の

底面には54X(Zl)cmの範囲で固い焼土面をもつ。支脚は検出されていない。

煙道部は第7号住によって切られており、まった〈残存しない。ただ、第7号住の左袖脇に

検出されているRは当住居の煙出部と思われる。現存部分で直径37cmで、深さは19cmである。

〔貯蔵穴状ピット〕 貯蔵穴の可能性をもつものにP1とPsがある。 Paは北東コーナー付近に位

置しており 、Psは住居のほぽ中央部に設沼されている。 P1は3層に分けられ、上屑は掲色のシ

ルト層で、木炭粒をかなり含む。中附は焼土 ・木炭を主体とする暗赤褐色の粘土質シルト11!1で

ある。下府は褐色のシルト府で、焼土 ・木炭を粒状に含む。なお、 PMP此童複しているが新

IB関係は不明である。併用されていた可能性が強い。 Psは3府に大別される。上府は3附に細

分されるが、ともに焼土 ・木炭が主体となるシルト府で色調は一定しない。中府はにぶい黄褐

色の粘土質シルト屑で、木炭粒をかなり含む。下屑は暗褐色の粘上質シルト）晋で、木炭粒・焼 K

粒・灰を多く混入する。 双方のピットとも一般的な意味での蔵穴としては確証に欠ける。

（その他のピット〕 掘り方の下より大形のビット (P6)が検出されている。このヒ:'/トは少な

〈とも当住居の廃絶段階では使用されておらず、当住居と時期差を有する項複関係にあるもの

のと考えるのが妥当であろう。

（出土遺物〕 当住居跡の出土逍物には土器 ・鉄製品 ・砥石がある。土器は杯 ・緊 ・壷の 3器

種に分けられ、住居のほぽ全域よリ出土する。

杯形土器 （第30図 ・第31図） iィヽには、A類（ロクロ未使用で酸化炎焼成）、BI類（ロクロ成

形で酸化炎焼成＋黒色処理）、およぴBU類（ロクロ成形で還元炎焼成）がある。

＜杯A類） （第30図1-5) 丸底のもの (A1類）と平底のもの (A2類）とがある。

A l類の杯 (1)は、体部が丸味をもってなめらかに外傾し、段ないし沈線のいずれもが施さ

れていないもの (A1 c類）である。器面調整は外面がヘラケズリ、内面がヘラミガキ＋ナデに

よっている。内外I面面に黒色処理が認められる。

AZ類の杯 (2-5)は、形態上の違いによって細分され、器高が低〈て底径が大き〈、体

部が直線的に外傾するもの(2)、器喬低くて底径が小さく、体部が大きく開いて外傾するもの

(3)、器翡が仔通で底径が大き〈 、体部が直線的に外傾するもの(4)、器科が店くて底径か大

きく 、体部が直線的に立ちあがるもの(5)、などがある。器面調整は体部外面にヘラミガキを

施すもの(3)とヘラケズリを施すもの(2・4・5)とがある。内而はヘラミガキで統一される
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Bllb 

第31図第9号住居跡出土遺物(2)

0
|
 

こロ

が、後にナデを加えるもの (2・4)もある。口縁部には前段階の調整である横ナデを施すも

のが多い。5には体部外面に刷毛目痕が観察される。底部外面はすべてヘラケズリで整えでいる。

＜杯BI類〉 （第30図6) 底部全面に再調整を施し、底部の切り離し技法が不明のものであ

る(BIc類ー出手法）。器高が低くて底径の大きなもので、体部は直線的に外傾する。
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<~B II類） （第31図 1~ 6) 

ラ切り無調整のもの (BITb類）とがある。

8 II b類の杯 (1・2)は、形態上の特徴によって、

外傾するもの(1)と底径が普通で体部がややふ〈らみをもって外傾するもの(2)とに分けられ

る。

B Ila類の坪 (3-6)は、形態上の特徴によって、体部が直線的に外傾するもの(3)とやや

ふくらみをもって外傾するもの (4・5)、

(6)などに分けられる。

甕形土器 （第30図 • 第31図）

＜甕A類〉 （第30図7・8)

部は長く外反する，

｀
 

In
u!！ 

e 

B II類の杯は、回転糸切り無調整のもの (BIra類）

底径が小さく体部がふくらみをも って

および器高が癌くて体部が龍線的に外傾するもの

甕はA類 （ロクロ未使用で酸化炎焼成）に限定される。

いずれもA1類に属す大形のもので、 頸部に段を有し、

8の体部はゆるやかに脹らみ 、中央付近に体部最大径をもつ。

,＼笥幌腎慧：いい

...
い
心
溝
鳩
＂
＼ーり1
ぃり

999[} 
3
 

↑ 
出土遺物 (3)

と回転へ

口縁

器面調整は口緑部が横ナデ、体部上半外面が粗いヘラミガキ、内面が粗いヘラナデによってい

る。そのほか、体部下半一底部の破片 （第31図11)があり、中形(A2類）のものと思われる。体

部外面が刷毛且＋ヘラ ミガキ、内面がヘラナデで整えてあり、底部外面にはナデを施している。

g
 loj
 

第32図 第9号住居跡
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壼形土器 （第30図 • 第31図） 壺はA類（ロクロ未使用で酸化炎焼成）に類別される。

〈壼A類＞ 器形の大小によって大形のもの (A1類）と中形のもの (A2類）とに 2分される。

さらに、最大径の位置、口緑部の形態等によっても分類される。

Al類の壺 （第30図9・10)は、ともに頸部に段をもち、口縁部が長〈外反するものである

が、頚部の段は明瞭なもの(9)と形式的なもの(10)とに分けられる。体部の形態はそれぞれ異

なり、 9は真球に近くて最大径を中央付近にもつものと思われ、 10はやや屑の張る球形を呈し

最大径を上半付近にもつものである。器面調整は共通しており 、口緑部が横ナデ、体部上半外

面が刷毛目によっている。

A 2類の壺 （第30図11・12、第31図7~10)には、口縁部が単純に外反するもの（第30図11. 

12、第31図7)と直立ぎみに立ちあがり口縁端で外反するもの（第31図8・9)とがある。前

者は体部がはぽ真球を呈し体部最大径を中央付近にもつものに限られるが、後者にはゆるやか

に脹み最大径を中央付近にもつもの(8)とやや肩が張り最大径を上半付近にもつもの(9)とが

ある。A2類の壺の器面調整はほぽ共通しており 、口緑部が横ナデ、体部外面が刷毛目＋ヘラ

ミガキによ っている。体部内面にはヘラナデを施すものが多い。底部を残すものには外面にナ

デの痕跡が認められる。なお、 11は壺A2類の体部下半～底部片と思われる。

鉄製品 （第32図1~ 3) 3点出土している。 1は7J子と思われ、茎と身の一部を欠く 。や

やわん曲しているが現存長で17.6cmを計る。身幅は1.3~2.0cmとなり刃部端に向って細くなる。

関は背側に段をもち、幅は約1.5cmである。茎幅も身幅と同様に先端に向い徐々に細くなり 、

1.0~l.6cmを計る。3は細長い板状のもので、一方の先端を欠く。 現存長で5.5cm、幅0.8cmを計

る。性格は不明である。 2は細長い角棒状のもので、先端部の脹みは三角形式の峰と思われ、

線となる可能性が強い。現存長で14.4cmを計る。

砥石 （第32図4) 板状の不整形の石である。砥面は長軸に沿って 4面認められ、使用部分の

横断面は 4角形である。石質は1疑灰質の砂岩である。

第10号 (CJ03)住居跡

（遺構確認面〕 逍構の掘込面はIla層のにぶい黄掲色シルト質土の上面である。逍構は Ia屑

にあたる耕作土を約30cmほど除去して確認している。

〔保存状況） 重複関係による削損部分を除いて極めて良好なかたちで遺存している。

〔重複関係〕 第3号溝と重複関係にある。当住居跡の西壁から束壁にかけて第 3号溝によっ

て切られており、それよりも旧い。

〔平面形・長軸方向〕 南北に長い長方形を呈する。長軸方向はN-5'-Wである。

〔規模〕 長軸（南北）長で4.85m・4.60m、短軸（束西）長が4.42m・4.16mとなり｀床面積は
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約19.14m'である。

（堆積土） 住居跡内の堆積土は基本的には以下の3層に大別される。

第1層 ：褐色のシルト層で、住居内上部に厚く堆梢する。緻密でかなりかたい。混入物はほ

とんど認められない。

第2屑 ：暗褐色のシルト層である。第 1府ょり若 F粘性が強い。住居の全面に分布しており

下部に瞑＜堆積する。少塁の焼土粒 ・木炭粒を含む。

第3層：褐色の粘上竹シルト府で、住居の下部に部分的に認められる。多最の焼土粒、木炭

片を含七。灰も混っており、比較的枯性が強い。

以上の堆積府のうち、第 1 層、第 2 層は自然堆積,~と思われるが、第3層は床面上の一部分

に薄〈堆積しており、人為的な生活層と推定される。

〔壁〕 地山を墜としている。床面よりの立ち上がり角度は比較的緩い。現存する峡店は東呟

で24~34cm、西壁が29~38cm、南槌28~35cm、北唸30~38cmとなり全体的にかなり深い。

〔床〕 部分的には凸凹がみられるがほぽ平坦である。カマドが付設されている南束部が若干

莉くなっている。床而上からは大小11個のピットが発見されている。

蚊後に床面の一部を掘り下げたが掘り方等は検出されていない。

（柱穴） 床面上より発見された11個のピットのうち、その規模から柱穴と推定されるものに、

B、R、R、B、品の5個のピ '/卜がぁる.I{を除〈 4本を結ぶ線は、やゃ歪んではぃるもの

のほぽ長方形を呈し、その配紅形からは柱穴とするのに矛盾はない。また、 Rは床のはぽ中央部

に位沼しており、柱穴としての機能をもつ可能性がある。

（カマド〕 束壁の南寄りの部分に構築されている。煙道部、煙出部の一部を第3号溝によっ

て切られている。主軸方向はE-3'-Nである。

燃焼部は床面より10cmほど皿状に掘り凹めており、焚口付近に54X・55cmの範囲で｀厚さ約8

cmのかたい焼土面を持つ。その周囲には木炭 ・灰を多祉に含むぽさぽさした焼土1面が広がる。

また袖内壁もよく焼けている。支脚と思われる角礫が燃焼部内に発見されている

煙出部は燃焼部底面から15cmはどの比店をもつ奥限を掘り込んで作られており、氏さは約115

cmになる。中央部が若干低くなるがほぼ水平に移行して煙出部と接紐する。煙出部には40X33

cmのビットか掘られており、煙道端との比麻は16cmになっている。

憶焼部底r面の下に掘り方は検出しておらず、地山をそのまま燃焼部としている

〔貯蔵穴状ピッ ト） 貯蔵穴状のピットとしてはカマド右袖脇、南束コーナ一部分に位置する

凡がある。大きさは95X89cmで、深さは37cmである。埋土は 31Mに分けられる。 l:l!'lは褐色のシ

ルト層で、かなりの木炭片 ・焼上粒を混入する。中府は灰貨褐色の粘七質シルト層で、塊状に

浅鉗色の粘上を含む。七器 ・焼土粒 ・木炭片 ・灰をifもえる。下附は暗褐色の粘土牧シルト府で、
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中層と同様の混入物が認められるほか、若千の砂を含む。

（出土遺物） 当住居跡の出土遺物には、土器 ・鉄製品 ・土錘などがあり、上器は外 ・高台付

外・甕． 壺 ・鉢の各器種に分けられる。遺物は住居のほぽ全域より出土している。

杯形土雑 （第34図）杯には、B1類 （ロクロ使用で酸化炎焼成＋黒色処理）とBII類（ロクロ

使用で還元炎焼成）、およびBill類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）とがある。

＜杯BI類〉 （第34図4~9) BI頷の杯には、底部を回転糸切りで切り離した後、再調整

を加えないもの (BIa類）と再潤整を施すもの (BIC類）、および再調整のための底部の切り

晨し技法が不明のもの (BI e類）とがある。

B Ia類の杯(8)は、器店が低くて底径の大きなもので体部はやや丸味をもって外傾する。

Blc類の杯 (5-7)は、いずれも体部下端より底部全面にかけて手持ちのヘラケズリを施

すもの (H1手法）である。形態上の特徴によ って細分される。すぺて底径の小さなもので、器

高が低〈体部がややふくらみをも って外傾するもの(5)、器高が抒通で体部がややふ〈らみを

もって外傾するもの(6)、および器高が応くて体部がややふくらみをもって立ちあがるもの

(7)とに分けられる。

B le類の杯(4)は、体部下端より底部全面に手持ちヘラケズリが施されている (Ht手法）器

高が低〈て底径が小さく、体部はやや丸味をもって外傾するものである。体部外面にも丁水な

ヘラミガキが観察され、内外両面が黒色処理されている。

＜杯BIi類＞ （第34図1・ 2)BII類の杯は回転糸切り無説整のもの(BIla類）である。3は器

高が低〈て底径が大きく、体部は直線的に外傾する。

〈杯Bill類＞ （第34図l・ 2) 回転糸切り無調整のものである。いずれも器高が抒辿で底径

の小さなもので、体部が直線的に外傾するもの(l)と体部がやや丸味をも って外傾するもの

(2)とがある。

高台付杯形土器 B I類 （ロクロ使用で酸化炎焼成+!!A色処理）に属すものが図化不能の

細片で1点出土している。店台部が短く外傾し、底部は周絃をロクロ調整するもの (BI l③ 

類）で、 杯部の形態は不明である。埋土上府より出土したもので、当住居跡に伴うものである

かは疑問が残る。

甕形土器 （第34図、第35図） 甕にはBI類 （ロク ロ使用で酸化炎焼成）に屈すものと BII 

類 （ロクロ使用で辺元炎焼成）に属すものである。

＜甕BI類＞ （第34図10-12、第35固5~8) BI類の猥は器形の大小や蚊大径の位既によ

って分けられ、口絃部に蚊大径をもつ大形のもの (BI (1)類）、体部に最大径をもつ大形のも

の(BI l (2)類）およぴ口絃部に最大径をもつ小形のもの (BI 2 (1)類）などに細分される。

B I 1 (l園の甕 （第34図11・12)は、口給部が紺く強く外反し、口昏部はヒ下に挽き出して
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ー
只ぃ]

出土遺物 (2)

B I 2 (1)類の咲 (5~ 9)は、

みにゆる＜外反するもの (5-7) 

B 12(1) 

口 二［

ロ □，
了

いる。体部最大径は中央付近にある。

器面調整は外面が体部下半より底部

にかけてはヘラケズリを施し、内面

は体部下端にヘラナデを施している。

B I 1 (2)類の炭（第34図10)は 1

点のみで、体部が大き〈脹むもので、

に挽き出している。器調調整は体部

下半にヘラケズリが施されるほかはロクロナデによっている。

口緑部の形態に違いがみられ、 ロ縁部が極端に短くて直立ぎ

と短く 強く外反するもの (8・9)

口緑部は

口唇部は上方外側

とがある。さらに口唇

畠の形態によ って、前者は上方へ挽き出すもの(6)と下方へ挽き出すもの (5・7)とに分け

られる。後者には、上方へ強〈挽き出すもの (8)、と下方内側へ挽き出すもの（9)とがある。
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体部はほぼ直線的に底部へと移行するものがほとんどを占め、 8はやや丸味をも って脹むもの

である。調整は全面ロクロナデによ っている。なお、 10は9と同一個体となる可能性が強い。

底部には右回転糸切り痕をそのまま残す。

＜甕BII類> (第35図4) B II類の痰はいずれも小片であり 、全体の器形を知りえるものは

出土していない。4は口緑部片で、体部があまり脹まずに底部へと移行し、最大径を口緑部に

もつ器形と推定される。ほかに、体部が大きく張り出す器形のものも出土している。

壺形土器 （第35図2・3) 壺はBII類 （ロクロ使用で迎元炎焼成）に屈すものに限られる．

2は長頸壺の口緑部片と思われる。口縁端で大きく外反し、口唇部は上下外方に挽き出してい

る。3は口縁部のみの破片で全体の器形は不明である。寝となる可能性もある。

鉢形土器 （第35図l) B I類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）に類別されるものが1点出土

している。極端に小形のもので、口緑部は短く外反し、体部は屑部付近でやや外側へ張り出し

ている。器面は全面ロクロ調整である。

土錘 （第35図14) 中央部でやや脹む管状を呈するものである。約半分が欠損している。現

存長で3.1cm、幅1.9cmを計り、長軸に沿って径約0.5cmの貫通孔がある。

鉄製品 （第35図11-13) 11は刀子の破片である。小形のもので茎と身の一部を欠く 。関は

背側にのみ段を有する。現存長で4.4cm、身幅1.0cm、茎幅0.8cmを計る。12と13は釘の破片と思

われる。現存長で2は3.8cm、3は2.9cmになる。

第11号 (D853)住居跡

（遺構確認面〕 遺構は地表下25cm土のHa層の上面より確認した。耕作土(Ia層）は地表下20

cm土その下に新鮮な lb層力•4~5 cmの厚さで検出されている 。遣構はこの層の直下より掘り込

まれている。

〔保存状況〕 南辺付近が電柱埋め込み穴によ って破壊されている。そのほかはほぼ原形をと

どめており、保存状況は比較的良好である。

〔重複関係〕 第3号溝によって西壁の一部が削損をうけている。第3号溝より 1日い。

〔乎面形 • 長軸方向〕 平而形は菱形に近い不整の正方形を呈する。長軸方向は南北方向にと

って、 N-20゚30'-Wとなる。

〔規模） 南北長で5.68m・5.40m、東西長が5.40 m・5. 19 mとなり、床面積は約28.03m'で

ある。

〔堆積土） 住居内の堆積土は基本的には以下の4層に分けられる。

第1層 ：黒褐色のシルト層である。住居上部のほぼ全域を投う。本遺跡の逍構内堆梢土のな

かで最も黒味を帯ぴる土である。層中には焼土粒 ・木炭粒を多址に含む。
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第2屑：褐色のシルト屑である。第l)Mに比ぺて顕―行な色調の迩いを示す。最も厚く堆梢し

ている。第1府ほどではないが、かなりの焼土粒 ・木炭粒を混入する。

第3層：褐色のシルト肘である。第2/Mより砂分が強い。層匝は薄く、ほぼ水平に堆柏する。

饒土粒 ・木炭粒はほとんど含まない。

第 4 府 ： 多航の木炭 ・ 焼土を含むため色調は一定しないが、 Ji~本的には暗褐色のシルトI/iiで

ある。含まれる木炭は破片に限らず柱状のものも多くみられ、それが横倒しの状態で相当数検

出されている。 焼土は大小の粒状混入で,~全体にみられ、所々に大きな塊状のかたまりとして

含まれる。

以上4層に分けられた府相互の関係は以下のように位滋づけられる。第 1IM・ 第2肘は住居
廃絶後に堆積したtl然堆梢！杓と思われ、第4府は府中に多批の炭化材 ・焼土を含むことからみ

れば、火災によ って焼失した際に堆積した事故的堆梢層と考えられる。第3肘は焼土 ・炭化材

を含まないこと、粒一塊状の状態で水平に堆積していることなどから、上屋の構造物に乗せて

いた土が落ちたものと推定される。

〔璧〕 地山を呪としている。南壁の一部が破壊されているほか、西壁の一部が第3号沿で切

られている。床而上から急角度で立ちあがる。壁店はかなり利〈、束壁で29~47cm、西牧が39

~44cm、南壁29~40cm、北堅45~52cmとなる。

頃） 床面の中央付近、および南測の部分に後世の掘り込みによる破壊をうけている。床面

上は叩きしめられており、かなりかたい。部分的な凸凹はみられるがほぼ平J-11.になっている。

床面上からは大小15個のビ ・／ 卜が検出されている。

なお、最後に床而を掘り下げたところ 3~10cmの肛さでにぷい貨褐色土府があらわれた。住

居に伴う掘り方の埋土と思われる。

（柱穴〕 床面上で発見された15個のビットのうち、柱穴と考えられるものにはP2、Ps、P.,

Rがある。これらのピット は住居の方形プランの対角線上に乗り、 4点を結ぶ線ははぱ正月形

を呈する。大きさ、深さにも斉一性が認められる。

（カマド〕 北唸の中央部に設誼されている。袖がほとんど崩壊しているはかは遺存状況は良

，好である。主軸方向は住射の南北軸と平行しており、 N-20゚30'-Wとなる。

憶焼部は92X36cmの大きさで床面より若干掘り〈ぽめており、焚口付近には50X5lcmの範囲

でかたい焼士面をもつ。支脚は検出されていない。性追部への入口付近では大きな川原石が発

見されており、袖部 ・天井部とも部分的に石を芯材として利用していた可能性が大きい。

煙道部は燃焼部底面と段差をもたずに奥峡をトンネル状にくり抜いて作られる。 i乏さは約

112cmはどあリ、ほぼ水平に移行して11fi./ll部と接続する。煙出部には径32cmのビットが掘られ

ており、煙道嬬とは段差を もたない。
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このカマドの構築法はやや特異な方法がとられており、以上の過程を推定を混えて復原する

と以下のようになる。

l . 北壁の中央部にカマドを構築することとし、煙道部の長さの半分位まで地山を半円状に

掘り下げる。したがって、煙道部をトンネル状にくり抜くのは奥の半分の長さに限られる。

2. 住居内に燃焼部、袖部、天井部を構築し、姪道部の手前半分も煙道を残して埋め戻す。

この段階で川原石を使用したものと推定される。

最後に燃焼部底面を掘り下げたところ、床面下に検出された掘り方埋土とは異なる褐色土が

たたきしめられた状態で検出された．カマ ドに伴う掘り方と思われる。

〔貯蔵穴状ピット） 貯蔵穴と断定できるものは検出されていない。規模等からその可能性を

もつものとしてはp3、Pi、R,<1)3個のピットがある。しかし、埋土の状況、遺物の出土状況か

らみればその確証に欠ける。

（出土遺物〕 当住居跡の遺物には、土器・鉄器 ・ 土玉 ・ 砥石などがある。土器の器種はu~ ・

甕壺 ・鉢で構成される。住居のほぼ全域にわたって分布する。

杯形土器 （第38図） 杯には、A類 （ロクロ未使用で酸化炎焼成）と8II類 （ロクロ成形で

還元炎成成）とがある。

＜杯A類＞ 丸底のもの (A1類 ：1 ~ 6)と平底のもの (A2類 ：7 ~13)とがあり 、前者

は体部に段の巡るもの (Ala類 ：l -5)と沈線の巡るもの (Alb類 ：6)とに分けられる。

Ala類の杯には、丸味の強い丸底のもの (1・ 2)、口径に比ぺて器高が高く 、やや平底に近

い丸底になるもの (3)、およぴ口径に比ぺて器裔が低〈、平底風の丸底になるもの (4・5)

とがあり、それぞれ内面には外面の段に対応する〈ぴれをもつ。器面調整は内外面とも丁寧な

ヘラミガキによっている。

Alh類の杯は 1点(6)のみで、体部が細い沈線で区画されている。内面にはくぴれがみられ

ない。体部は大きく外傾し、口緑端付近で僅かに内弯する。器面調整は底部外面がヘラケズリ

'によるほかはヘラミガキが施されている。

A2類の杯 (7~ 13)は口径に比べて器高の低いものである。体部から口縁部までは直線的

に外傾するもの (7~10)と底径が小さ〈大き〈開いて外傾するもの (11-13)とがある。

岩面調整は内外面ともヘラミガキによっており、 _:_部のものには前段階の調整であるヘラケズ

リや横ナデの痕跡を残すものもみられる。

＜杯BU類〉 （第38図14~24) 底部を回転ヘラ切りで切り離した後、再調整を施さないもの

(B llb類）と再調整を施すもの (Blid類）、およぴ再調整のため底部の切り離し技法が不明の

もの(BIle類）とに分けられる。 再調整の手法には手持ちヘラケズリによるもの(H手法）と

回転ヘラケズリによるもの (W手法）とがある。
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B !Id類の杯 (14-17)には、平底で体部が直線的に外傾するもの (14・15)と丸底風の平底

で体部がややふくらみをもって外傾するもの (16・17)とがあり 、ともに底部全面に手持ちへ

ラケズリが施されている （比手法）。

B Ile類の坪(18)は、底部全面に回転ヘラケズリが施されるもの(W弄法）で、器高が高〈て

体部は直線的に立ちあがる。

B IIb類の坪 (19~24)は、形態上の特徴によって、器高が普通で底径が大きなものと器高が

低くて底径の大きなものとに分けられる。前者は体部が直線的に外傾するもの(19~21)で、後

者は体部が直線的に外傾するもの(22)と体部がややふくらみをもって外傾するもの (23・24)

とに細分される。

甕形土器 （第39図） 甕はすぺてA類 （ロクロ未使用で酸化炎焼成）に属するものに限られる。

＜甕A類＞ （第39固7~ 9)器形の大小によ って2分され、大形のもの (A1類）と中形のも

の (A2類）がある。そのいずれも口径より器高が大きく、頸部に段を有するものである。

A 1類の寮 (7・8)は、頸部に明瞭な段をもつもので、口縁部は単純に長く外反し、体部

最大径を中央付近にもつ。器面調整は口縁部が横ナデ、体部外面がヘラケズリ 、内面が刷毛目

となっている。

A2類の甕(9)は、頸部の段がやや形式的なものになる。口緑部は直立ぎみに外反し、体部

最大径を上端付近にもつものである。器面調整はA1類の甕と共通する。底部外面にはヘラケ

ズリの痕跡が認められる。

鉢形土器 （第39図1~ 4)鉢はすべてA類 （ロクロ未使用で酸化炎焼成）に属するものである。

体部の形態上の特徴によって 2分され、器高が高く 、体部が適線的に外傾するもの (1・2)

と、体部がややふ〈らみをもって外傾するもの (3・4)とがある。器面調整はいずれもが共

通しており、体部より口緑部まで内外面とも丁寧なヘラミガキで整えている。底部を残すもの

には外面にヘラケズリの痕跡をとどめている。内外面に黒色処理が加えられている。

壼形土器 （第39図） 壺にはA類 （ロクロ未使用で酸化炎焼成）とBII類 （ロクロ成形で還

元炎焼成）とがある。

＜壼A類＞ （第39図6・10) 中形のもの (A2類）と小形のもの (A3類）とがある。

A 2類の壺(IO)は、 頸部に明瞭な段をもつもので、口縁部は単純に長く外反する。体部はほ

ぽ真球を呈し、最大径を中央付近にもつ。器面調整は口縁部が横ナデ、体部外面が刷毛目＋ヘ

ラミガキ、内面が刷毛目＋ナデによ っている。底部外面にはヘラケズリが施されている。

A3類の壺(6)は、 頸部に明瞭な段をもち、口縁部が長く外反するものである。体部最大径

は中央付近にもつものと思われる。器面調整は口緑部が横ナデ、体部上半外面がヘラミガキ、

内面が刷毛目によっている。
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第40図第11号住居跡出土遺物 (3)

＜壼Bil類＞ （第39図5) 口縁部の細片である。小形のもので、器面にはロクロナデの痕跡

のみをとどめている。

鉄製品 （第40図 1-7) 7点出土している。1は刀子の破片で、刃部端およぴ茎の一部を欠

〈。茎は変形してかなり弯曲している。長さ9.2cm、身の最大幅1.5cm、背幅0.4cmを計る。2は細

身の刀子で、茎と身の一部を欠〈。刃部端は背に向かって丸くなっている。現存長は9.6cmで、身幅

は中央付近で0.8cmを計る。 3・4は細長い棒状のもので、断面形は四角形を呈する。角釘と思

われる。3は両端を欠き、 4は一方の先端を欠〈。それぞれ現存長で5.1cm・3, 6cmを計る。5

は2.5X2.4cmの方形で、厄さ13cmを計る立方体である。鍔帯、馬具等の飾金具と推定される。

6・7は細長い棒状のもので、ともに一端を欠く破片である。現存長でそれぞれ3. 3cm・1 . 3cm 

を計る。性格は不明であるが、 6は釘となる可能性が強い。

土玉 （等40図8-11) 4点出土している。いずれも上下にやや平坦な面をもつがほぽ球形

を呈するものである.8は最大復径1.0cm、厚さ0.6cmで中央部に0.1cmの貫通孔をもつ。以下同

様に 9は1.1cm、0.9cm、0.1cm、10は1.1cm、0.8cm、0.1cm、11は1.2cm、1.0cm、0.1cmを計る。

砥石 （第40図12) 不整形の石で、 2面に使用痕が認められる。最大長6.7cm、最大幅5.4cm 

を計る。石質は淡緑色石質凝灰岩である。
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第12号 (DJ50)住居跡

〔遺構確認面〕 当住居跡は粗掘の段階でIla層を若干掘り下げたときには確認されていない。

G区から E区にかけて逍構の検出が希薄であったため、再度、重機を使用して遣構の有無を調

在しており、当住居はこの段階で確認された。したがって、 Ila層はほとんど削平しており、地

点によ ってはIIb層をも露出している。

〔保存状況〕 逍構の検出作業の段階で削平した部分を除いてほぽ原形をとどめている。

（重複間係〕 当住居との重複追構はみられない。

〔平面形・長軸方向） ほぽ正方形を呈する。長軸方向は東西にとって、 N-87°-Wである。

（規模〕 南北長で5.-88m・5.79m、東西長が5. 76 m・5. 71 mとなり、床面積は約33.06m'で

ある。

〔堆積土〕 逍構検出の段階で壁はほとんど削平されており、住居内堆積土は単一の屑にまと

めることができる。住居上部の堆積士の状況は不明である。

第 1層：褐色の粘土質シルト層で、床面上の全域を覆う。緻密でかなりしまっている。木炭

粒を少址混える。なお、峡沿いには壁の剥落土と思われるにぶい黄褐色土が分布する。

住居内の堆積土は粉状の緻密な堆栢状況を示しており、自然的営力による堆積層と思われる。

〔壁〕 地山を壁としている。床面よりの立ち上がり角度はきつい。前記のように峡は遺構検

出の段階でかなりの部分が削平されており、構築時の壁高は不明である。現存部分で束壁が6

-28cm、西壁ll-25cm、南壁4-14cm、北壁12-26cmとなっている。

〔床〕 床は全体的に平坦な面をなしており、比較的かたい。床面上には大小13個のピットが

掘られているほか、中央部には固い焼土遺構をもち、南西コーナー付近には埋甕がみられる。

なお、床而下を掘り下げたところ、 9-19cmの原さをもつにぶい賀褐色の砂質シルトが検出

された。掘り方の埋土と思われる。

（柱穴） 柱穴にはp~ 、 P1 、 Pi,、凡の 4 個のピ ッ トがあてられる 。 凡を除く 3 つのピ ッ トには

掘り方を有し、いずれも明確な柱痕が確認されている。これら 4個のピットを結ぶ線は南側に

やや短い不整正方形（台形）を呈する。

〔カマド〕 北壁のやや西寄りに構築されている。袖の遺存状況は不良であるが、ほかの部位

はほぼ原形をとどめている。主軸方向はN-7'-Eである。

燃焼部は 119X56cmの範囲で床面より 6cmほど皿状に掘り下げてある。焚口の手前には大き

さが65X46mで深さが8cmのピット を持つ。灰等をかき出すためのものであろう。ほぽ中央に

は支脚として使用したと思われる石があり、その間が良〈焼けている。袖部はにぶい賀褐色の

シルト質土を索材として構築し、土器とJII原石を芯材として併用している。土器（甕）は正位の

状態に立てており、右袖内からは 3個体分検出されている。左袖は遺存状況が不良で、まとま
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った土器は発見されていない。

煙道部は燃焼部底面と際立った段差をもたずに接続する。煙道部底面はほぼ水平に煙出部へ

移行しており、その長さは約130cmである。煙出部には大きさが45X40cm、深さ60cmのピットが

掘り込まれており、煙道端との比店は約27cmになる。ピット内には小さな礫が入っている。

最後に、燃焼部底面を掘り下げたところ、厚さ約6cmの掲色土が認められた。これは、床面

下の掘り方埋土とは異なっており、カマドを意識した掘り方の埋士と思われる。

〔貯藤穴ピット〕 貯蔵穴と推定できるビットは検出されていない。

〔その他の施設〕 中央部床面上に大きさが62X45cm、厚さ 6cmの固い焼土面がある。おそら

〈炉（地床炉）として使われたものであろう。

また、南西コーナー付近には埋甕がある。土器の底部は床面下8cmのところにあるが、埋甕

のための掘り方は検出されていない。若千掘り凹めて土器を据えたものと思われる。用途は不

明である。

（出土遺物〕 当住居跡の出土遺物には土器 ・鉄製品 ・砥石がある。土器は杯 ・高台付胚・痰

壺の各器種がある。住居の北壁付近、カマドの周囲より出土したものが多い。

杯形土器 （第42図） 坪にはA類（ロクロ未使用で酸化炎焼成）、BI類 （ロクロ使用で酸化

炎焼成＋馬色処理）およびBII類 （ロクロ使用で遠元炎焼成）とがある。

＜杯A類＞ （第42図7~21) A類の坪はすべて平底 (A2類）のものである。底部より口緑

部に至る形態上の特徴によりいくつかに細分される。器高が低くて底径の小さなものには、体

部がややふ〈らみをもって外傾するもの(14)、体部がややふくらみをもって外傾し、口緑端で

立ちあがるもの(1)、体部がややふくらみをもって外傾し、口緑端で外反するもの (16~21)、

およぴ底部との境にくぴれをもち、ややふくらみをもって外傾するもの(10)などがある。器窃

が低くて底径の大きなものには、体部が直線的に外傾するもの(15)と体部がややふくらみをも

って立ちあがるもの(12)とがある。器高が普通で底径が大きなものには、体部が直線的に外傾

するもの(8)と体部がやや丸味をもって立ちあがるもの(9)とがある。器店が普通で底径の小

さなものは、体部がややふくらみをもって立ちあがるもの(11)である。また、器高が高〈て底径

が小さなものには、体部が直線的に立ちあがるもの(13)がある。外面の器面調整は口緑部が横

ナデで共通する。体部はヘラケズリによるもの (8~ 10・12 ~ 15・17・19・20)とヘラミガキ

によるもの (7・11・16・18・21)に分けられ、 17には前段階の調整である刷毛目痕が観察さ

れる。底部はヘラミガキされるもの(21)もあるが、他はヘラケズリによっている。内面調整は、

全面に丁寧なヘラミガキが施される。前段階の調整である横ナデの痕跡をとどめるもの(lo)も

ある。

く杯BI類＞ （第4.2図3・4) BI類の坪は、底部を回転糸切りで切り離した後に再調整を
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施すもの (BIc類）である。再調整の手法は手持ちヘラケズリによ ってお＇）、それを体部 下端

より底部全面に施すもの(3)と底部全面に施すもの(4)とに分けられる。いずれも、器高が低

くて底径の大きなもので、体部はややふくらみをも って外傾する。

＜杯Bll類〉 （第42図1・2) BII類わ杯は底部を残す破片をも含め糸切り無調整のもの

(B Ila類）に限られる。器高が普通で底径が小さ〈、 1本部が直線的に外傾するもの(l)と器店

が翡くて底径が大きく、体部が直線的に立ちあがるもの(2)とかある。

高台付杯形土器 （第42図6) 高台付坪はB1類 （ロクロ使用で酸化炎焼成＋黒色処理に

属するものである。麻台部分は長〈外傾し｀先端に平坦部分をもたないものである。底部に菊

花状のヘラ刻みを施し周緑をロクロ調整している。杯部は、器高が高〈て口緑部までやや丸味

をもって立ちあがるものである。

なお、第42因5は底部を欠損しているが、高台付杯の破片と思われる。

甕形土器 （第43図、第44図） 狡はA類 （ロクロ未使用で酸化炎焼成）に屈するものである。

＜甕A類> A類の甕は器形の大小により 3分 (A1類 ・A2類 ・A3類）される。

A 1類の甕 （第43図1-3、第44図l)は、単純に長〈外反する口緑部をもつ長胴形のもの

である。頸部に明瞭な段を有するもの （第43図1、第44固1)と頸部に段をもたないもの （第

43図2・3)とに分けられる。体部最大径の位骰にも迩いがみられ、中央付近にもつもの （第

43図1・3}と体部の上端付近にもつもの （第43図2、第44図1)とがある。器面調整は第43

図2を除き口緑部力湘tナデ、体部外面が刷毛目＋ヘラケズリ、体部内面が刷毛目によっている。

底部を残すものには外面にヘラケズリを施している 。 第43固 2 は｛本部外面がヘラミカ冴~に近い

軽いヘラケズリ、内而がヘラナテで調整している。

A 2類の甕 （第43固4・6、第44固3)は口縁部の形態、｛本部最大径の位詔等によ って細分

され、口緑部が長く外反し、体部最大径を中央付近にもつもの （第43図4・6)と匝立ぎみに

外反し、体部最大径を上端付近にもつもの（第44図3)とに分けられる n いずれも頸部には段

をもたない。器面調整は口緑部は横ナデで共通するが、体部外面はヘラケズリによるもの（第

43図4、第44図3)と刷毛目＋ヘラケズリによるもの （第43図6)とに分けられ、イ本部内面は

刷毛目によるもの （第43図 4 · 6 ) 、ヘラナデによるもの （第44~3 ) とに分けられる 。

A3類の甕 （第44図6・7)は、口縁部が直立ぎみに外反しJ本部最大径を上端付近にもつも

の(6)と口緑部が長く外反し体部最大径を沖央付近にもつもの(7)とに分けられる器面調整

は口緑部が横ナデ、体部外面がヘラケズリ (6)、ないしは刷毛目(7)、体部内面がヘラナデに

よっている。

なお、体部下半より底部にかけての破片 （第44図4・5)がある。4はA2類、 5はA1類

に屈するものと思われる。ともに体部最大径を中央付近にもつものである。底部外面は4には
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ラケズリ、 5には木葉痕が観察される。

壺形土器 （第44図2) 壺はA類 （ロクロ未使用で酸化炎焼成）に類別されるものが1点出

土している。体部の形状が横長の球形を呈する大形のもので、体部最大径は中央付近にある。

器面調整は内外両面とも体部が刷毛目＋祖いヘラミガキによっている。底部外面にはヘラケズ

リを施している。

鉢形土器 （第43図5) A類 （ロクロ未使用で酸化炎焼成）に属すものが1点出土している。

口縁部がゆる＜外反し、体部はほとんど脹まずに底部へと移行し、体部最大径を上端付近にも

つ。頸部にはやや形式的な段を有する。器面調整は口緑部が横ナデ、体部外面が刷毛目、体部

内面がヘラナデ＋刷毛目によ っている。

鉄製品 （第45図 l) 刀子の破片である。茎部およぴ刃一部の部を欠く 。現存長で9.2cm、

鉗1.5cm土、背幅0.6cmを計る。

砥石 （第45図2) 不整形の自然石を砥石としている。横断面形は 5角形を呈し、 2面に砥

面がみられる。石質は淡緑色石質凝灰岩である。

-o-
第45図 第12号住居跡出土遺物 (4)

第13号 (E806)住居跡

（遺構確認面〕 当住居跡も第12号住居跡と同様に、祖掘の段階ではその存在を確認できなか

った。重機による再調企の段階でIIa府をかなり掘り下げて逍構を確認している。追構の掘込面

は不明である。

（保存状況〕 検出作業において上部はかなり削平をうけている。また、住居の西側は水田と

なっており、床面ぎりぎりまで破壊されている。西壁のほとんどが逍存していない。
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〔平面形・長軸方向〕 平面形は南北に長い長方形を呈する。長軸方向はN-17゚30'-Wである。

〔規模〕 長軋IJ(南北）長で6.07 m・5. 95 m、短軸（東西）長が5. 25 m・5 . 22 mとなり、床面積は

31.06m'である。

〔堆積土〕 追存する遺構内堆梢土は基本的には以下の 3層に大別される。

第1府 ：にぶい黄褐色のシルト屑である。部分的に上部を薄〈覆う。焼土粒 ・木炭粒を少砒

含む。

第2層：褐色のシルト陪である。 2層に細分され、住居の全域に広く分布する。木炭粒 ・焼

土粒を多最に含み、逍物をかなり包含する。

第3層 ：褐色の枯土質シルト陪である。床面の上部全域をIf/.〈投う。粉状の緻密な堆積状況

を示す。木炭粒 ・焼土粒のほか遺物を多最に含む。

以上の3層に大別された堆栢土は、すべて自然堆梢層として認定される。

〔壁〕 検出作業によりかなり削損をうけている。地山を壁としており、床面より急角度で立

ちあがる。

現存する墜翡は束壁で4~ 14cm、西壁0~ 5cm、南壁10~17cm、北壁8~24cmとなり、場所

によってかなりのばらつきがみられる。

〔床〕 床はほぼ平坦な面をなしている。壁沿いが若千低くなるが、周溝等の施設は検出され

ていない。床面上からは大小15個のピットが発見されている。

最後に床面を掘り下げたところ、 3層に分けられる人為的な堆積層があらわれた。掘り方の

距と思われる。掘り方は床面下約15cmの深さまで掘られている。破壊されている西側の範囲

は掘り方のラインに沿わせて推定した。

〔柱穴〕 柱穴は4個確認されている。 P1、pg、Pio.凡の41個であり、それぞれ規模に斉一性

が認められ、それらを結んだ線は 1辺約4mの整った正方形を呈する。柱穴の位甜は西に偏し

ており、 4本のうち 2本は西墜に近接している。

〔カマド〕 北壁のやや西寄りに構築されている。西側の半分が水田耕作により若干削平され

ているがほぼ原形をとどめている。主軸方向は住居の長軸方向と一致し、N-17゚30'-Wである。

燃焼部は床面を若干掘リ凹めており、 97X48cmの規模をもつ。燃焼部内には54X48cmの範囲

で匝さ 4~ 6cmの固い焼土面が認められる。支脚は発見されていない。袖は地山のにぶい黄褐

色土を基本とするシルト質土を梢みあげて構築しており、土器（甕）が芯材として使用されてい

る。土器は疲を倒位の状態に据えられており、左右の袖とも 3個体分づつ検出されている。ま

た、袖の内からは小さな川原石も発見されているが芯材として意識したものであるかは不明で

ある。

煙道部は燃焼部底面より 4cmほどの段差をもつ奥壁に作られている。煙道部の長さは約14;-lcm
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層Nn 土 色 土 性 そ の 他 層泌 土 色 土 性 そ Q') 他

第 1 層 I にぷい賀褐色(IOYR5/4) シ Jレ 卜 晨土拉・木炭拉を少量含む p 3 8 褐 色(JOYR4/4) シ 9レ 卜 焼上拉をかなり含む

第 2 層 2 掲 色(JOYR4/4) シ ル 卜 焼土粒・木炭拉を多量に含む ＂ 
， 暗褐 色(JOYR3/4) 紗質シルト 焼土校・木炭粒を多黛に含む

3 ＂ (JOY R4/6) シ Iレ ト 地山土を塊状に含む II 10 ＂ （ ＂ ） 
II 

＂ 
少量含む

第 3 層 • ,, (JOY R4/4) 帖土質シルト 焼土粒 ・木炭粒を多量に含む．緻密 p 2 5 褐 色(IOYR4/4) シ JI, 卜 ‘’ 少量含む

埋り方埋土 5 II (JOY R4/4) ン Iレ 卜 塊状地積 II 6 // （ ＂ ） 
TI やや砂分が強い

“ 6 暗褐色(JOYR4/3) シル 卜 ＂ 
p 5 II ＂ 

(7ふYR4/6) II 塊状の焼士 ・木炭片を含む

II 7 “ （ II ） 砂質シルト ＂ 
IP 12 暗渇色(IOYR3/4) // 

p 4 13 渇 色(JOYR4/4) II 

カマド(Pl12) I 住居内堆積土No4層 ＂ 
14 にぷい貰得色(IOYR4/3) II 現状堆積＿

2 褐 色(JOYR4/4) シル ト 少量み焼土粒を含む p 8 15 褐 色(JOYR4/4) 
＂ 3 にふ：い貿褐色(lOYR5/4) シ Jレ 卜 " ＂ 16 極暗赤褐色(5YRZ/4) II 焼土を塊状に含む

4 褐 色(lOYR4/4) シ ル： 卜 塊状の焼土をかなり含む ＂ 
17 褐 色(7.SYR4/4) II 焼土9立を少量含む

5 にぷい貢掲色(IOYR4/3) シ Jレ ト ll'さぼさしている ,, 18 II (JOY R4/4) II やや砂分が強い

6 褐 色(IOYR4/4) シ Iレ 卜 塊状の焼土が多量に入る " 19 暗褐色(UYR3/4) II 焼土塊を含み、ぽさばさ Lている

7 暗褐 色(JOYR3/4) 帖土質シルト 灰を含む．ねばりがある ＂ 
20 暗赤褐色(5Y R3/4) II 焼土

8 団 色（いYR6/6) シル 卜 ぽろぽろした塊状の焼土 ＂ 
21 褐 色(JOYR4/4) 砂質シルト， 赤掲 色(2.IYR4/8) シ 1レ ト 火床部 p 9 22 No. 1層 と同じ

10 にぷい赤褐色{25YR4/4) シ Jレ 卜 熱の浸透部 ＂ 
23 tlo. 2 

＂ II 暗 褐色(IOYR4/3) シル 卜 燒土粒 ・地山土塊を多量に含む ＂ 
24 曲 3 II 

12 II （ " ）砂質シルト ＂ を少量含む P 10 25 伽 l層と同じ

13 住居内堆積土地5層と問じ ＂ 26 狐 2 II 

14 ＂ No 6 Iiiと同じ
,, 27 池 3 II 

JS にぷい貨褐色{JOYRS/4) シ 9し 卜 拉～塊状の燒土をかなり含む p II 28 褐 色(IOYR4/4) シ Iレ ト 木炭拉をかなり含む

16 にぷい赤褐色(5Y R4/3) 帖土質シルト 多量の焼土塊と灰を含む 29 にぶい贅褐色(JOYR4/3) II 焼土粒 ・木炭粒をかなり含む

” 
暗渇色(1.5YR3/3) シ ル 卜 塊状のかたい焼土を多（含む 30 褐 色(IOYR4/4) 砂質シルト 洟状の焼土を含む

18 褐 色(IOYR4/4) シ Jし ト やや砂分が強い P 12 31 掲 色(IOYR4/4) シ Iレ 卜

19 ,, （ ” ）シ ル ト 非常に緻密 II 32 にぷい貰褐色(IOYR4/3) II 

20 赤 渇色(!.HR4/6) シ )し 卜燒土 P 14 33 tl<l l層と同じ

21 にぷい貫褐色(IOYR4/3) シ 1レ ト 固化している 34 にぷい貧褐色(IOYR4/3) シ Jレ 卜 焼土拉 ・木炭粒をかなり含む

22 掲 色(JOYR4/4) シ Jレ 卜 焼土粒・木炭粒を含み、やわらかい P 14 35 褐 色(IOYR4/4) n 木炭拉を少量含む

23 明赤渇色(Z.SYRS/6) シ Iレ 卜焼土
＂ 

36 にぶい貧褐色(JOYR5/4) II 

p 6 24 にぷい貫褐色(IOYRS/4) シル 卜 焼土粒・木炭粒を少量含む
＂ 

37 褐 色(IOYR4/4} II 拉～現状の焼土を多量に含む

25 褐 色(IOYR4/4) 帖土質シルト 焼土・木炭・灰を含む P 13 38 ぬ1層と同じ

＂ 
39 にぶい賞褐色(IOYRS/4) 砂質シルト

p l I 褐 色(JOYR4/4) シ Jレ ト 木炭位を少量含む ＂ 
40 掲 色(IOYR4/6) シル 卜

＂ 2 ＂ （ II ） ＂ ややぼさI?さしている “ .41 にぷい貰掲色(JOYR4/3) 
II 緻密でかにい

II 3 暗褐色(JOYR3/4) II 註痕、ほさぼさしている ,, 42 No.3層と同し

p 2 4 ぬ1層と同じ P 15 43 昭褐色(JOYR3/4) シ Jレ ト 木炭粒・ 焼土粒をかなり含む

p 3 1 褐 色(lOYR4/4) シ 1レ 卜 緻密で混入物なし II 44 褐 色(10Y R4/4) ＂ 
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になり、底面は煙出部に向かって下方へ緩〈傾斜している。煙出部には大きさが34X29cmで、深

さ29cmのビットが掘られており、煙道端とは比麻をもたずになめらかに接続する。ビット内か

らは小さな川原石、土器（寝の底部）が発見されている。

妓後に燃焼部を掘り下げたところ、床面下の掘り方埋土とは異なるにぶい黄褐色土が検出さ

れた。燃焼部を意識した掘り方の埋土と思われる。

〔貯蔵穴状ピット〕 貯蔵穴と推定されるようなビットは発見されていない。

〔出土遺跡） 出土遣物は多種におよぴ、土器・鉄製品・小形手捏土器 ・紡錘車 ・土王 ・砥石な

どがある。土器には杯・甕 ・壺・鉢・ 蓋などの器種がある。カマド周辺およぴ北壁際よりまとまっ

て出土している。

杯形土器 （第48図） 坪にはA類（ロクロ未使用で酸化炎焼成）に属するものと811類（ロ

クロ成形で遠元炎焼成）に属すものとがある。

＜杯A類〉 （第48図1~ 18) A類の坪は底部が平底のもの (A2類）に限られる。底部から

ロ縁部に至る形態上の特徴によりいくつかに細分される。器高が低くて底径の小さなものには、

体部が大きく開いて直線的に外傾するもの (3・4)、体部がややふくらみをもって外傾するも

の (5~ 8)、体部がやや丸味をもって外傾するもの (9~11)、ややふくらみをもって外傾し、

口緑端で立ちあがるもの(14)などがある。器高が低くて底径の大きなものには、ややふくらみ

をもって外傾するもの(12)とややふ〈らみをもって立ちあがるもの(13)とがある。器高が普通

で底径の小さなものには、体部が底部との境に〈びれをもち大き〈開いて直線的に外傾するも

の (1・2)と体部がやや丸味をもって立ちあがるもの (15~17)とがある。そのほか、器高

が普通で底径が大きく、体部がやや丸味をもって立ちあがるもの(18)もある。器面調整は外面

は口縁部が横ナデ、体部が刷毛目＋ヘラミガキによるもの (1~4・9)、体部より口縁部まで

ヘラミガキによるもの (7・11・13)、口緑部が横ナデ、体部がヘ・ラミガキによるもの(5・10・

12・14)、口縁部が横ナデ、体部がヘラケズリによるもの(6)、口縁部が横ナデ、体部が刷毛目

＋ヘラケズリによるもの(8)などに分けられる。底部にはヘラケズリが施されている。内面調

整は口緑部に横ナデを施し、体部にヘラミガキを加えるもの (1~ 5・9・10・12・ 16)と全

面にヘラミガキを施すものとに分けられる。

＜杯BII類〉 （第48図19~23) B II類の杯は、底部の切り離し技法、およぴ再調整の有無に

よって細分され、底部を回転糸切りで切り離し、再調整を施さないもの (BIla類）、底部を回

転ヘラ切りで切り離し、再調整を施さないもの (Blib類）、底部を回転ヘラ切りで切り離し、

再調整を施すもの(Blld類）などがある。

B Ila類の杯(14)は、器高、底径とも普通で、体部が直線的に外傾するものである。

B Ilb類の杯 (20~22)はすべて器高の低いものである。底径が大き〈体部が直線的に外傾
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... 

するもの(20)と底径か大きく体部がややふ〈らみをもって外傾するもの(22)、およぴ底径が
小

さく体部がややふくらみをも って外傾するもの(21)などに分けられる。

B lld類のJイヽ(23)は、器店が科〈て底径の大きなもので、体部は直線的に立ちあがる。底部全r紺

に回転ヘラケス'.IJを施している (8lld頂 Wlf:-法）。
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第48図 第13号住居跡出土遺物 (I)
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A2b① 

に jcm 

第51図第13号住居跡出土遺物 (4)

甕形土器 （第49図、第50図） 甕には、 A類 （ロクロ未使用で酸化炎焼成）とBII類 （ロク

ロ使用で遥元炎焼成）とがある。

＜甕A類〉 器形の大小によ って3分 (A1類 ・A2類 ・A3類）され、さらに｛本部最大径の

位沼、口絃部の形態等によって細分される。

A 1類の甕 （第49収12・3、第50図1~ 3)は、 U緑部が長く外反し、体がゆるやかに脹ら

み最大径を中央付近にもつもの（第49図2・3、第50図 1)と、口緑部が而立ぎみに外反し、

体部が直線的で最大径を中央付近にもつもの （第50図2・3)とに分けられる。いずれもit(部

にはやや形式化した段を有する。器面調繁は共通しており、 ll糸柑部が横ナテ、休部外面が刷も

目＋ヘラケズリ、内面が刷毛目によっている。底部を残すものは外面にヘラケズリを施してい

る。口緑部外面には前段階の息格である刷t目痕が観察される。
AZ類の張 （第49似14~ 7、第50因9)は、口枯部が長〈外反し、体部蚊大径を中央付近に
もつもの （第49図1・4・5)、rit汝部が極端に長く外反し、体部最大径を上端付近にもつもの

（第49図6・7)、口緑部が直立ぎみに外反し、体部が[((線的で蚊大径を中央付近にしつもの （第

50図9)とに分けられる。頸部の段には明瞭なもの （第49図6・7)とやや形式的なものとが

ある。器而i潤格は口枯部が横ナデ、体部外I面がヘラケズリになっている。体部内raiは刷毛Hに

よるもの （第49図I・6・7、第50図9)とヘラナデによるもの （第49図4)とかある。なお、

体部外面には、ヘラケズリの前に刷毛目を施しているもの（第49図l・7)もある。
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そのほか、体部下半より底部にかけての破片（第49図8、第50図6~ 8)がある。すべてA

類の甕であり、 A1類のもの（第49図8)とAZ類のもの（第50図6~ 8) とに分かれる。

＜甕Bll類） （第52図1~ 3) すぺて口縁部～体部上端の細片である。大きさはそれぞれ異

なるが、口径30cmを越える大甕である。

口緑部はいずれも長く外反するが、口唇部を上下に挽き出すもの(l)と下方へ挽き出すもの

(3)とがある。 1は口緑外面に櫛描文がみられ、2には体部外面を平行文様工．具で叩きしめて

いる。 1の内面にはオリープ掲色の自然釉がかかり 、3は内外面に灰色の自然釉がかかる。

壼形土器 （第50図） 壺にはA類（ロクロ未使用で酸化炎焼成）と BI類（ロクロ使用で酸

化炎焼成）とがある。

＜壺A類〉 （第50図10) 中形のAZ類に属するものである。口縁部は長〈外反し、体部は真

球に近い形を呈し、最大径を中央付近にもつ。頸部の段は形式的なものである。器面調整はロ

緑部が横ナデ、体部外面がヘラミガキ(?)、内面がヘラナデによっている。

＜壺BI類〉 （第50図4) 大形のものである。口緑部は長く外反し、口唇部は弱く上方へ挽

き出している。体部はや肩の張る球形を呈するものと思われる。器面はロクロナデによる調整

であるが、口縁部およぴ体部上半の外面に平行文様工具による叩きしめの痕跡が認められる。

体部上半内面には刷毛目が施されている。

鉢形土器 （第48図、第50図5)すぺてA類（ロクロ未使用で酸化炎焼成）に属すものであ

る。頸部にくぴれをもち、体部と口緑部とが区画されているもの (A1類）と体部より口緑部

までなめらかに移行するもの (A2類）とがある。

A 1類の鉢（第50図5)は、頸部に形式化した段をもち、口縁部は短くゆる＜外反するもの

である。体部はほとんど股まずそのまま底部へと移行し、体部最大径を上端付近にもつ。器面

調整は口緑部が横ナデ、体部外面が刷毛目、内面がヘラナデによっている。

AZ類の鉢（第48図1~ 5)は、相対的に底径が小さく、体部より口緑部まで直線的に外傾

するもの (A2a類）と、相対的に底径が大きく、体部より口緑部まで脹みをもって立ちあがり、

碗形に近い形を呈するもの (A2b類）とがある。

A2a類の鉢(1)は小形のもので、器面調整は外面が刷毛目、内面がヘラナテによっている。

底部外面にはナデが施されている。 A2b類の鉢 (2~ 5)は、体部がややふくらみをもって立

ちあがるもの (3・5)と、体部がかなり丸味をもって内弯ぎみに立ちあがるもの (2・4)

とがあり、後者は器形の大小によって 2分される。器面調整は、小形のものを除いて内外面と

もヘラミガキを基本としているが、外面には前段階の調整である刷毛目 ・ヘラケズリが観察さ

れ、4・5には口緑部に横ナデが施されている。なお内面は黒色処理されており、 3は外面に

も黒色処理が施されている。小形のものは内外ともヘラナデで整え、底部外面にはナデが施さ
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第53図第13号住居跡出土遺物 (6)

れている。

董形土器 （第48図24) B II類 （ロクロ使用で返元炎焼成）に属するものが1点出土してい

る。宝珠形の極端に高いつまみをもつものである。天井部はほぽ水平になっており、口緑部は

するど〈屈曲しはぽ直立する。全面ロクロ調整である。

小形手担土器 （第51図） 4点出土している。器形には各種みられ、壺形を呈する平底のも

の (8)と塊形を呈する丸底のもの (9・10)、およぴ鉢形を呈する平底のもの(11)とがある。

器肉は厚いもの (8-10)と薄いもの(11)とがある。器面はオサエで整えているが、軽いヘラ

ケズリを加えるもの (8-10)もある。法籠測定値は 8が口径1.8cm、胴径2.7cm、底径1.3cm、

器涵2.8cmを計る。 9は口径約1.9cm、体部径約2.9cm、器高1.9cmとなり、 10は口径1.8cm、体部

径3.5cm、器裔2.3cmとなる。 11は口径4.9cm、底径3.2cm、器高2.0cmを計る。

土玉 （第52函12) 上下にやや平坦な面をもつがほぼ球形を呈する。最大腹径2.5cm、高さ2.0

cmを計り、中央には径約0.3cmの貫通孔がある。器面には軽いミガキの痕跡が観察される。

紡錢車 （第52図13・14) 石製のもの(13)と土製のもの(14)とがある。 13は輝石安山岩の多
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孔質熔岩を加工したもので、上部のやや丸ま った載頭円錐形を呈する。上面径2.1cm、底径2.5

cm、高さ2.3cmを計る。孔径は上部で0.8cm、下部で1.0cmになる。14は載頭円錐形を呈する土製

のもので、約½残存する 。 大きさは復元推定値で上而径約3.3cm、底径約4.9cm を計り 、 高さは

1.8cmになる。孔径は上部で0.6cm、下部で0.5cmである。

鉄製品 （第521zl) 4点出土している。4は刀子と推定されるもので、両端を欠いている。錯

による変形が著しく、 一端は大きく屈曲している。現存長で約9.3cm、幅約1.7cmを計る。5は

刀子の破片と思われる。茎 ・刃部端の両端を欠き、やや弯曲している。現存長で9.9cm、幅1.2

cmを計る。6は両端を欠〈細長い棒状のものである。角針と思われる。現存長で3.6cmとなる。

7は平根有茎腸袂三角形式の鉄族である。峰の先端、両腸扶部の先端、およぴ茎の大半を欠く 。

経は推定で長さが約3.2cm、幅27cmを計る。箆被は長さl.6cmで、断面は約0.4cmの方形を呈す

る。脱扶部 ・茎部の長さは不明である。

砥石 （第53固） 外形が分銅形を呈するものである。周緑には整形痕が認められず、不定形

の原材を利用したものと思われる。砥面は長軸に沿って4面認められ、使用部分の横断形は四

角形である。石質は耀石安山岩の多孔質溶岩であり、紡錘車(13)と同質である。

第14号 (EH03)住居跡

〔遺構確認面〕 地山のにぷい黄褐色土層(Ila層）を若干掘り下げて遺構の存在を確認した。畦

畔断面の観察によれば、逍構はIla層の上面より掘り込まれている。

〔保存状況〕 ほぽ原形をとどめており、保存状況は良好である。

〔重複関係） 第16号住居跡と厘複関係にある。当住居跡の北束コーナ一部、およぴ煙道部が

第16号住居跡の西壁を切っている。第16号住居跡より新しい。

（平面形•長軸方向） 平面形は南北にやや長い不整の長方形を呈する。長軸方向はN'ー17゚30'

-Eである。

〔規模〕 長軸（南北）長で4.30m・4.17m、短軸（東西）長が4.08m・3.87mとなり、床而積は

約16.14面である。

〔堆積土〕 住居内堆積土は基本的には以下の3層に分けられる。

第1層 ：褐色のシルト層である。住居の上部全域に厚く堆積する。やや砂分が強くしまりが

ない。焼土粒 ・木炭粒を少罷含む。

第2層 ：褐色のシルト層である。住居の全域に分布する。第1府に比ぺて緻密でややかたい。

焼土粒 ・木炭片をかなり含む。細砂土が部分的に混入する。

第3府 ：褐色のシルト層である。床面上の全域に分布する。他の層に比べてやや枯性が強い。

やわらかく、ぽさぽさしている。焼七粒 ・木炭片をかなり含む。
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以上の堆梢土はすべて自然的営力による堆積であり、 人為的な要索は認められない。

（壁〕 地山を壁としている。壁は床面より比較的緩〈立ちあがる。遣存状態は非幣に良好で

かなり深くなっている。現存する壁高は束壁で27~29cm、西壁が24~30cm、南壁28~33cm、北

陪21~28cmとなる。

〔床〕 床面はたたきしめられた痕跡もな〈比較的やわらかい。凸凹はみられず、ほぽ平坦に

なっている。床面上からは大小14個のピットが検出されている。

蚊後に床面を掘り下げたところ、 8-12cmの厚さをもつ黄褐色のシルト質土が検出された。

掘り方の埋土と思われる。

〔柱穴〕 床面上から検出された14個のピットのうち、大きさ、深さからみて柱穴としての可

能性をもつものはP,、P1ヽ 凡、恥の4個のピットに限られる。ただ、これらのピットの配骰形

態はかなり不整形になっており、やや歪んだ台形状を呈する。また位沼も床面上の南束方向に

偏している。

〔カマド〕 束壁の北寄りに付設されている。袖部が崩壊Lていることを除けばはぽ完全な形

で逍存している。主軸方向はE-11゚30'--Sである。

燃焼部は床面より若干の段差をもって掘り凹められており、 91X35cmの規模をもっている。

焚□付近には大きさo9X4lcm、厚さ 3cmの固い焼土面がある。支脚は検出されていない。袖部

は褐色のシルト質土を素材にしてそれを梢み上げて構築している。また、間口にあたる部分に

はJI!原石が発見されている。芯材として利用していたものであろう 。

煙道部は燃焼部底面より約12cmの段差をもつ奥壁につくられる。長さは約79cmあり、ほぼ水

平に移行して煙出部と接続する。煙出部には大きさが49X43cm、深さ21cmのビットが掘り込ま

れており、煙道端との比森は約4cmになっている。

なお、燃焼部の下からにぶい黄褐色のシルト質土が認められた。これは床面下の掘り方埋土

と同質であり、燃焼部そのものを惹識した掘り方は検出されなかった。

〔貯液穴状ピット〕 貯蔵穴と断定できるものではないが、それに類したものとして、出とFl,

がある 。 恥は 140X83cmの隋円形を呈し、深さは19cm となる 。 カマドの右脇に位沼 している 。 Pi~

はカマドの左脇に位沼しており 、157X67cmの悶丸長方形を呈する。深さは20cmとなる。P12、B,

とも一般的な貯蔵穴とは形態が異なること、深さが浅いことに問題が残り、確証に欠ける。

（出土遺物〕 出土遺物には土器と鉄製品があり、土器は杯 ・炭 ・壺(/)3器種に類別される。

遺物は、カマドの周囲より媒中して出土しているが絶対批は少ない。

杯形土器 （第55図） ｝木には、 A類 （ロクロ未使用で酸化炎焼成）、Bl類（ロクロ使用で酸

化炎焼成＋黒色処理）、BII類 （ロクロ使用で遥元炎焼成）およびBlll類 （ロクロ使用で酸化炎

焼成）とがある。
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B 12(1) 

＜坪A類＞ （第55因1) 平底のもの

(A 2類）が破片でかなり出土してい

る。 1は器高が低〈て底径が小さく、

体部がややふ〈らみをもって外傾する

ものである。外面の調整は口緑部が横

ナデ、体部より庭部がヘラケズリによ

っており、内而は全面にヘラミガキか

施されている。

＜杯BI類〉 （第55図5~7) BI 

類の坂には、底部を回転糸切りで切り

離し、再調整を加えないもの (BI a 

類）と再調整を施すもの (BI C類）

とがある。

B I a類の坪 (6・7)は、器形が共通しており、器高が普通で底径が小さ〈、体部がやや丸
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味をもって外傾するものである。

B IC類の杯(5)には、体部下端に手持ちヘラケズリが施されている。底部を欠くため再調整

の部位は不明である。器店が低くて底径が小さく、体部はやや丸味をもって外傾する。

＜杯BU類〉 （第55図2) B ll類の杯は回転糸切り無胸竪のものである。すべて細片であり

全体の器形を知りえるものは出土していない。

＜杯Blll類） （第55図3・4) 回転糸切り無調整のものである。器店が普通で底径が小さく、

体部が直線的に外傾するもの(3)と体部がかなり丸味をもって立ちあがるもの(4)とに分けら

れる。

甕形土器 （第55図） 椛にはA類（ロクロ未使用で酸化炎焼成）とBI類 （ロクロ使用で酸

化炎焼成）とがある。

＜甕A類） すべて固化不能の細片である。大形の甕の体部片がほとんどを占める。

＜甕BI類〉 （第55図9) BI類の痰には大形のものと小形のものとがある。いずれも口縁

部に最大径をもつものである。9は口緑部に最大径をもつ小形の甕 (BT 2 (1)類）で、口緑部

は短く外反し、口唇部は上方へ挽き出している。全面ロクロ調整である。

壺形土器 （第55図8) B II類 （ロクロ使用で還元炎焼成）に属す口縁部のみの破片である。

全体の器形は不明である。

鉄製品 （第55図10) U字形にまげられたもので、 3個所に釘状の突起がついている 中央

の一部では棒状を呈し、両端はやや内側に弯曲する坂状のものになっている。性格は不明であ

る。長さは8.6cmを計る。なお、同様の製品が江刺市鴻之巣館遺跡より出土している。

第15号 (EH09)住居跡

〔遺構確認面〕 Ila府のにぶい黄褐色土屑を 3-4 cm掘り下げて逍構の存在を確認している。

なお、遺構の掘込面はIla屑の上面である。

（保存状況〕 西側の約半分は路線敷外にわたるため調在していない。調壺区に限れば、桑の

木による攪乱部分が随所にみられるもののほぽ原形をとどめている。

〔重複関係〕 第17号住居跡と重複関係にあり 、それよりも 1日い。

〔平面形・長軸方向〕 平面形は部分発掘のため不明である。推定ではJE方形を呈するものと

思われるが確証に欠ける。長軸方向も不明である。

（規模〕 ・規模も同様に不明である。北西のコーナーの一部が検出されていることから推定す

れば一辺4m前後とな 9る。

〔堆積土〕 逍構内堆村（土は以下の2層に大別される。

第lI杓：掲色のシルト附である。上部は桑木根によりかなり攪乱をうけている。住居の全域
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を厚〈殺う。混入物はほとんど認められない。

第2層 ：にぷい黄褐色のシルト層である。床面上の全域に分布する。第 1府に比ぺてやや粘

性がある。焼土粒 ・木炭粒をかなり含んでいる。

第1層、第2層とも住居廃絶後の自然的営力による堆積屑と考えられる。

〔壁〕 地山を咆としている。床面よりの立ち上がり角度は比較的緩い。調究区域内での現存

する壁麻は東壁で17~29cm、北壁が29~39cmとなりかなり深い。

〔床） 床面は部分的に凸凹がみられるものの、たたきしめられてかなり固い面をなしている。

床面上からは大小4個のピットが検出されている。

最後に床面を掘り下げたところ 5~10cmの厚さをもつにぶい黄褐色土層があらわれた。住居

掘り方の埋土と思われる。

〔柱穴〕 部分的な調査に限られるため、実体はまったく不明である。床面上に検出された4

個のビットのうち、柱穴の可能性をもつものはその規模からP1に限られ、住居全域で勾配粧形

は推定不能である。

〔カマド〕 束壁に付設されている。P.は南東のコーナ一部分に位誼するものと予想されるこ

とから、束壁での偏位はやや南に寄るものと推定される。一部路線敷外にわたったが、ほぼ完

掘しており、全体的に保存状況は良好である。主軸方向はE-2a・-sである。

燃焼部は107X6lcmの範囲で、床面より若干掘り凹めてある。焚口付近には58X45cmの範囲で

厚さ 2-4cmの固い焼土面をもつ。支脚は発見されていない。袖部は地山のシルト質土を索材

にしており、それを水平に積みあげて構築している。

煙道部は燃焼部底面より 7cmほどの段差をもつ奥壁に作られている。長さは約113cmあり、

底面はほぽ水平に移行して煙出部と接続する。煙出部には59X55cmで深さ約23cmのビットが掘

られている。煙道端との比高は4cmと少ない。

なお、燃焼部底面の下から褐色のシルト層が検出されている。これは、床面下の掘り方埋土

とは異なっておリ、燃焼部そのものを意識した掘り方の埋土と思われる。

〔貯蔽穴状ピット〕 貯蔵穴にはRがある。これはカマド右脇に位謹しており、推定で直径約

85cmの円彩を呈し、深さは63cmである。堆積土は 3層に分けられる。上屑は暗赤褐色の枯土質

シルト層で、粒～塊状の焼土 ・木炭片 ・灰を多罰に含む。中府は暗褐色のシルト層で、焼土粒 ・

木炭粒を少枇含む。下屑は灰黄褐色のシルト屑で、塊状の堆積状況を示す。P,のはかにP2、P:1

があり、規段 ・形状が類しているものの、ともに貯蔵穴としての確証に欠ける。

〔出土遺物〕 当住居の出土逍物には土器と鉄製品がある。土器には、杯 ・裔台付杯 ・疲 ．壺

の各器種があり、カマドの周囲を中心に出土している。

杯形土器 （第57図、第58固） 杯には、 BI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成＋黒色処埋）とB
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II類 （ロクロ使用で遠元炎焼成）、およぴBill類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）とがある。

＜杯BI類＞ （第57図4~7) BI類の坪は回転糸切り無調整のもの (BIa類）に限られ

る。形態上の特徴によって、器高が高くて底径が小さ〈、体部がややふくらみをもって立ちあ

がるもの (4~ 6)と、器高が低〈て底径が小さく、体部がややふくらみをもって外傾するも

の (7)とに分けられる。

＜杯BII類〉 細片で2片出土するのみで固示不能である。

＜杯BIil類＞ 回転糸切り無調整のものである。 B1類の杯と器形が共通しており、器高が窃

くて底径が小さく、体部がややふくらみをもって立ちあがるもの(4)と器高が低くて底径が小

さく、体部がややふくらみをもって外傾するもの(5)とに分けられる。

高台付杯形土器 （第57図、第58図） 高台付杯には、 BI類（ロクロ使用で酸化炎焼成＋黒

色処理）と sm類（ロクロ使用で酸化炎焼成）とがある。

く高台付杯BI類＞ （第57図3・8・9) 高台部が長く外傾し、底部に菊花状のヘラ刻みを

施して周緑をロクロ調整するもの (BI2①類）と、高台部が直立ぎみに短〈外傾し、底部周

緑をロクロ調整するもの (BI 1③類）とに分かれる。

B 1 1③類の高台付杯(8)は、体部より口縁部までやや丸味をもって立ちあがるもので、極

端に器覇の高いj宛形を呈する。器面調整は内外両面にヘラミガキを施し、黒色処理を加えてい

る。なお、 3はBI 1③類の高台付坪の杯部片と思われる。

B I 2①類の高台付杯(9)は、杯部を欠き、全体の器形は不明である。

く高台付杯BIII類＞ （第58図6. 7) 高台部が極端に外傾し、底部に菊花状のヘラ刻みを施

し、周縁をロクロ調整するもの (BIII2①類）と、高台部が短〈 外傾し、底部周緑をロクロ調

整するもの (Bm 1③類）とがある。

B III 2①類の科台付杯(7)は、器高が普通で底径が小さく、体部が直線的に外傾する杯部を

もつ。 Blll 1③類の高台付｝不(6)は坪部を欠くため全体の器形は不明である。

甕形土器 （第57図、第58図） 痰には、 A類（ロクロ不使用で酸化炎焼成）、BI類 （ロクロ

使用で酸化炎焼成）およぴBII類 （ロクロ使用で迎元炎焼成）とがある。

＜甕A'類＞ （第57因1) /:i. 類の甕は 1点のみで、体部に蚊大径をもつ大形のものである。ロ

緑部は紺く直立ぎみに外反し、体部はゆるやかに脹んで底部へと至る。器面調整は口縁部が横

ナデ、体部から底部に至るまで外面はヘラケズリ、内面はヘラナデによっている。調整は粗い。

＜甕BI類＞ （第57図2、第58図1) B I類の甕は大形のもので、最大径を口縁部にもつも

の (BI 1 (1)類）と体部にもつもの (8I 1 (2)類）とがある。 BI1 (2)類の忍~(第57図 2) は

1と器面が近似しており、 しのロクロ版である。口緑部は短く外反し、口悟部は上方へ挽き出

している。器面調整は体部と底部の外面にヘラケズリが施される。
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B I 1 (1)類の甕 （第58図1)は口縁部が短〈外反し、口悟

部は下方へ挽き出すものである。体部の最大径は中央付近に

もつもとの思われる。

なお、第57圏10は小形の炭の底部片と思われる。全面ロク

ロ調整で底部には糸切痕を残す。

＜甕BII類〉 体部の細片が少龍出土している。図示可能の

ものはな〈 、全体の器形は不明。

壺形土器 （第58図） 壺にはBI類 （ロクロ使用で酸化炎

焼成）に屈すものと BU類 （ロクロ使用で迎元炎焼成）に属

すものとがある。

＜壺BI類〉 （第58図2) 口径より器高が低く、体部に最

；： 

闘

亨― 5
 
5

-
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大径をもつものである。口粒部は長く外反し、体部は大き〈脹み中央付近に最大径をもつ。外

面の調整は口緑部から体部上半がpクロナデ、体部下半がヘラケズリによっており、内面は体
部上半に刷毛目状ロクロナデカ哺ふされるほかはロクロナデで整えている。

＜壼BII類＞ （第58図3) 広口壺の口緑部と推定される。月部で立ち上がり、口絃端で大き

〈外反する口緑部をもつ。全面ロクロ製整である。

鉄製品 （第58図8・9) 9は刀子である。刃部端を欠くが現存長で20.9cmを計る大形のも

のである。関は1r側にのみ段をもつものと思われ、約1.3cmの関幅をもつ。刃部は幅0.6~1.4cm
を計り先端に向って細くなっている。茎も同様に先端に向って茎幅が狭くなっている。廿幅は

約0.4cmの平造りでかなり薄〈なっている。8は両端を欠く細長い坂状のものである。 刀子の

身の一部とも思われるがはっきりしない。現存長で2.4cm、幅1.0cmを計る。

第16号 (EI 50)住居跡

（遺構確認面〕 遺構の掘込面はIla/村の上面である。実際にはIla層を若干掘り下げて遺構の

存在を確認している。

〔保存状況〕 当住居は 2棟の住居跡によって切られており、かなりの部分が削損を うけてい

る。しかし、後世の攪乱等はみられず、全体のプランはほぼ正確に把握できた。

（重複関係〕 第14号住居跡およぴ第18号住居跡と煎複関係にある。当住居の西壁の一部が第

14号住居跡の東堕や煙道 ・煙出部によって切られており、南束コーナ一部が第18号住屈跡の北

西コーナ一部によって切られている。第14号住居跡および18サ住居跡より 1日い。

（平面形・長軸方向〕 平而形はほぼ正方形を呈する 。 長軸方向は南北方向にとって、 N-3•

-Eとなる。

〔規模〕 南北長で4.38m・4.15m、束西長が4. 32 m・4. 10 mとなり、床面積は推定で約17.02

m'である。

（堆積土） 遺構内堆積土は基本的には次下の2府に分けられる。

第1層 ：にぶい黄褐色のシルト層である。住居の上部をほぼ水平に穫う。粗い粒塊状の堆積

状況を示す。微枇の木炭粒 ・焼土粒を含む。

第2層 ：にぶい黄褐色のシルト層である。床面上の全域に厚く堆積する。第1屑に比ぺて緻

密でかなり固い。焼土粒 ・木炭粒はかなり含まれる。

なお、上記の第2層は住居廃絶後に自然的な営力で堆梢したものと思われる。しかし、第 1

層は粒～塊状の堆積状況を示しており、人為的な堆積層と推定される。

〔壁〕 地山を峡としている。床面よりの立ち上がり角度は比較的緩い。現存する壁麻は東壁

で24~32cm、西吃が20~23cm、南壁26~30cm、北堅20~28cmとなっている。

-135-



〔床〕 全体の％弛にあたる部分が第18号住居跡によって削損を受けている。残存部分はほぼ

平坦になっており、 比較的やわらかい。床面上からは大小合わせて 9個のピットが検出されて

いる。なお、第18号住居跡の床面上から、当住居にかかわるピットは発見されていない。

最後に床面下を掘り下げたところ 6-14cmの厚さをもつにぷい黄褐色土が検出された。掘り

方の埋土と思われる。貼り床とすることのできる層は認められない。

〔柱穴〕 ほぼ柱穴とすることのでき るものにはp3と氏があり、 P心柱穴の可能性をもつ。こ

れらと対になるビットは、配沼の規則性からみれば第18号住居跡の床面上に求められるが検出

されていない。第18号住の掘り方によ って破壊された可能性が強い。

なお、民と民の埋土断面の観察によれば、柱を抜きとった痕跡を残している。

〔カマド〕 束壁の南寄りの部分に構築されている。煙迫部 ・煙出部の部分は検出時の削乎お

よひ攪乱によって破壊されている。また、燃焼部の右側は第18号住によって切りとられている。

逍存状況はきわめて不良である。主軸方向はE-12'-Sである。

燃焼部は72X(38)cmの規模をもち、床面との段差は認められない。焚口付近には39X(38)cm 

の範囲で厚さ 2-3cmのかたい焼土面を有する。袖は地山のシルト質土を索材にして構築され

ている。右袖は逍存しない。

煙道部は燃焼部底面と約9cmの段差をもつ奥壁に作られ、煙追部底而は上方へ向かって傾斜

している。煙道部、煙出部は検出作業時に削乎されており、規校等は不明である。

なお、燃焼部底面の下には床面下の掘り方とは異なる掘り方が検出されている。

〔貯巌穴状ピッ ト〕 貯蔵穴として認定できるピットは検出されていない。応と p4がその可能

性をもつが、P2は住居の廃絶以前に埋め戻されており、 p.は深さが足りない。

〔その他のピッ ト〕 竪穴外の北壁外側に凡が検出されている。当住居に伴うものであるかは

不明である。

〔出土遺物〕 当住居跡の出土追物には、土器 ・土錘 ・石製品がある。土器は杯 ・痰 ．壺の3

器種に分けられる。カマドの周囲から比較的多〈出土している。

杯形土器 （第60図1-6) 杯にはA類 （ロクロ未使用で酸化炎焼成）、BI類（ロクロ使用

で酸化炎焼成＋開色処理）、およびBII類 （ロクロ使用で遠元炎焼成）とがある。

＜杯A類〉 （第60固1-3) A類の杯はすべて平底のもの (A2類）である。体部の形態上

の特徴によって、それぞれが類別される。器邸が低くて底径の小さなものには、体部がやや丸

味をも って外傾するもの(l)と体部がややふくらみをも って外傾するもの(2)とがある。また、

器翡が普通で底径の小さなものには、底部との境に〈ぴれをもちややふ〈らみをもって立ちあ

がるもの(3)がある。外面の調整は、口緑部が横ナデ、体部はヘラミガキによ っているが、体

部下端より底部にかけてはヘラケズリのままでとどめている。前段階の調整である刷毛目が観
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-0~1 虐）

察されるもの (2・3)もある。内面は全面ヘラミガキで整えている。

＜杯BI類＞ （第60図4) 底部を回転糸切りで切り離した後に再調整を施すもの (BIC類）

である。再調整は体部下端より底部全面にかけて回転ヘラケズリを施している (W1手法）。形態

上の特徴は、器高が普通で底径が小さ〈、体部がやや丸味をもって外傾するものである。

〈杯B11類〉 （第60図5・6) BIi類の坪は回転糸切り無調整のもの (BIla類）に限られる。
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形態上の特徴によ って、器高が普通で底径が小さく 、体部がややふ〈らみをもって外傾するも

の(5)と、器高が普通で底径が大き 〈、体部が大きく開いて直線的に外傾するの(6)とに分け

られる。

甕形土器 （第60図7・8) 甕にはA類（ロクロ未使用で酸化炎焼成）と BI類 （ロクロ使

用で酸化炎焼成）とがある。

＜甕A類） （第60図7) A類の猥は中形のもの (A2羨roが1点出土している。口縁部は長
〈外反し、頸部にはやや形式的な段を有する。体部最大径を上端付近にもつ。器面調整は口緑

部が横ナデ、体部上半外面がナデ、内而がヘラナデによっている。

＜甕B11類） （第60因8) B II類の衰は小形のもの (BII 2類）に限られる。口緑部から体

部上半を欠くが口緑部に最大径をもつものと思われる。体部の最大径は中央付近にある。器面

調整は体部上半がロクロナデ、体部下半が外OOにヘラケズリ 、内面に刷毛目を施している。底

部外面はヘラケズリによっている。

壺形土器 （第60図9・10) 壺には、 A類 （ロクロ未使用で酸化炎焼成）とBI類 （ロクロ

使用で酸化炎焼成）とがある。

＜壺A類） （第60図9) A類の壺は大形のもの (Al・ 類）が1点出士している。口緑部は単

純に外反し、類部にはやや形式的な段を有する。体部はやや肩の張る球形を呈するものと恩わ

れる。口緑部には丹が唆布された痕跡が認められる。器面調繁は口緑部が横ナデ、体部上半外

面が品I][;目＋ヘラミガキ、内面が刷毛目によ っている。

＜壺Bl類） （第60図10) 口頸部が、肩部より直立ぎみに外傾し口緑端で強く外反する大形

のもので、口唇部は上方に挽き出している。体部はほぽ真球を呈し、最大径を中央付近にもつ

ものと思れるれる。外面の調整は、口縁部が平行文様工具による叩きしめ＋ロクロナデ、体部

上半がロクロナデ、休部下半がヘラケズリによ っている。内面は体部上半に崩毛目状のロクロ

ナデが施されるほかはロクロナデで調整している。

土経 （第60図12) 中央部でやや膨む岱力状のものである。長さ5.4cm、最大径1.9面を計リ、

中央に約0.4cmのn通孔がある。器面はオサエで整えられているが部分的にヘラ ミガキが施され
ている。

石製品 （第60図11) 細長い棒状のもので、断面は円形を呈する。石質は長石であり、石や

木）「に文字を占くことができる。筆記用具として使われた可能性をもつ。長さは2.1cmで、直径

は約0.7cmを汁る。

第17号 (EJ09)住居跡

〔遺構確認面） 耕作士(Ia府）を除去して逍構を確認している。耕作土下に Ib府は検出され
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ず直接11a屑になっている。遺構はこの層の上面より検出された。

〔保存状況〕 桑の木による攪乱以外には破壊をうけておらず、ほぼ原形をとどめている。な

ぉ、北西のコーナ一部分は路線敷外にわたるため、調査していない。

（重複関係〕 第15号住居跡と重複関係にある。第15号住居跡の煙道 ・煙出部が当住居の西壁

およぴ床面の一部に切られている。第15号住居跡よりも新しい。

〔平面形・長軸方向） 平面形は正方形を呈する。長軸方向は束西方向にとってN-76゚30'-W

となる。

〔規模〕 東西長で3.24m・3.13m、南北長が3.0lm・2.89mとなり、床面積は約9.05而である。

〔堆積土〕 遺構内堆積土は 2層に分けられる。

第1屑 ：にぶい黄褐色のシルト府である。住居の全域に厚〈堆積し、非常に緻密でかた〈し

まっている。焼土粒 ・木炭粒を少龍含むほか、細砂土を混入する。

第2層 ：褐色の粘土質シルト層である。床面上の一定部分に薄く堆積する。！まさぽさしてお

り粘性がある。焼土粒 ・木炭粒をかなり含む。

第1屑、第2府とも自然的な営力によって堆積した層と思われる。

〔壁） 地山を壁としている。床而よりの立ちあがり角度は比較的緩い。壁の店さは低〈、他

の遺構と明確に区別される。現存する壁高は束壁でll-17cm、西壁が12-14cm、南壁8-llcm、

北壁17-20cmとなっている。

〔床〕 床面は部分的な凸凹はみられるが全体的にはほぼ平坦である。とくにたたきしめられ

た痕跡もなく比較的やわらかい..床面上からは大形のピットが1個のみ検出されている。ほか

に、かたい焼土面が4ヶ所ほどみられる。

なお、床面の下から 6-lOcmの厚さをもつにぶい黄褐色シルト府が検出されている。掘り方

の埋土と思われる。

（柱穴〕 柱穴とすることのできるピットはまったく発見されていない。

（カマ ド） カマドは検出されなかった。これは、そもそも付設されていないものなのか、そ

れとも用地外に構築されているものなのかは不明である。用地外に認められるとすれば南壁が

有力である。

〔貯蔵穴状ビット〕 貯蔵穴として断定はできないが、その可能性をもつものとしてP1がある。

埋土は3層に分けられる。上層は褐色のシルト層で焼土粒 ・木炭粒を少罰含む。粉状の緻密な

堆梢状況を示す。中層は褐色のシルト層で、多屈の焼土塊 ・木炭片を多鈷に含む。下層は褐色

の粘土質シルト屑で、灰 ・細砂を混入する。

ぽの他の施設） 床面上に焼土遣構が4個所検出されている。F1は66X65cmの範囲で匝さ 6

cm、F2が35X76cmの範囲で原さ 4cm、応が32X64cmの範囲で厚さ 6cm、Eが45(+2)X47cmの
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杯形土器 （第62図） 杯にはBI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成＋黒色処理）とBITI類 （ロク

ロ使用で酸化炎焼成）とがある。

＜杯Bl類〕 図示不能の細片で少且出土している。すぺて回転糸切り無調整のものである。

＜坪BTII類〕 （第62図1-6、8) 回転糸切り無調整のものである。形態上の特徴によって

3分される。器高が高〈て底径の小さなものには、体部がやや丸味をもって立ちあがるもの(1

・2・4)と体部がややふくらみをもって立ちあがるもの (3・5・8)とがあり、器高が普

通で底径が小さく、体部が直線的に外傾するもの(6)もある。

甕形土器 （第62因7) 炭は、BI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）に属すものに限られる。

大形のものと小形のものがある。ほとんどが体部片のため作図不能である。7は小形の炭の底

部片である。底部外面には糸切り痕を残し、体部下半外面には、ナデに近い軽いヘラケズリが

施されている。口緑部に最大径をもつものと思われる。

鉄製品 （第62図9) 中央にあると思われる芯棒の痕跡を確認できないが、紡錘車の円盤蔀

分と思われる。径約5.6cmの円形を呈し、厚さ0.4cmを計る。

土錘 （第62図10) 中央でやや脹む管状のもので、 一方の先端を欠く 。現存長で3.8cm、最

大腹径1.6cmを計り、中央に径約0.3cmの貫通孔が入る。

石製紡錢車 （第62図11) 低い円柱形を呈するもので、上径と底径がほぼ共通する。径Hem、

厚さ5.5cmを計る。複輝質安山岩の多孔質溶岩塊を加工したものである。

第18号 (EJ 50)住居跡

〔遺構確認面〕 耕作土(Ia層）下のにぶい賀褐色土(Ila府）を若干掘り下げて遣構を確認して

いる。なお、 lb府は検出されず、 IIa層の上面まで耕作土になっている。

〔保存状況〕 東壁付近が庭木の抜根のためかなりの攪乱をうけており、煙道部 ・煙出部が欠

損している。ほかに攪乱はみられず、遺存状態は比較的良好である。

〔重複関係〕 第16号住居跡と重複関係にある。当住居の北西コーナーの部分が第16号住居跡

の南束部を切っている。第16号住居跡より新しい。

また、束壁沿いに位沼する P20の一部を切っ ている 。 しかし ~"i)は当住居に伴うものである可能

性も残されており、逍構相互の重複関係を示すものであるかは不明である。

〔平面形・長軸方向） 平面形は南北に若干長い長方形を呈する。正方形に近い。長軸方向は

N-16゚50'-Eである。

〔規模〕 長軸（南北）長で4.92m・4.80m、短軸（束西）長が4.53m・4.42mとなり、床面積は

約22.12面である。

（堆積土〕 住居内の堆積土は基本的には以下の2層に分けられる．
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第1層 ：暗褐色のシルト層である。住居の上部はぽ全域に分布する。緻密でかなりかた＜、

少量の木炭粒を含む。

第2層 ：褐色のシルト層である。床而上に犀＜堆積する。粉状の緻密な堆積状況を示し、焼

土粒・木炭粒をかなり含む。部分的に焼土 ・木炭の集中する個所がみられる。

なお、第1層、第2層とも住居廃絶後に自然堆梢したものと思われる。

〔壁〕 地山を壁としている。床面より急角度で立ちあがる。壁はかなり深〈、現存する壁高

は東壁で34-42cm、西壁が36-40cm、南壁30-35cm、北壁27-40cmとなる。

（床） 北西部の一部分は粕査の段階で4-6cmはど掘り過ぎている。基本的にはほぼ平坦に

なっており、とくにたたきしめられた痕跡もなく、比較的やわらかい。床面上からは大小18個

のピットが検出されているが、同時に使用されたものではなく、相互にかなりの重複関係がみ

られる。

最後に、床面を掘り下げてにぶい黄褐色のシルト質土を検出した。掘り方の埋土と思われる。

（柱穴〕 明確な柱痕をもつ柱穴が4個検出されている。p3、Ps、凡、 Pisの4個は配例にも規

則性がみられ、平面的には長方形を呈する。住居のプランからはやや西側にずらして配置され

ている。

（カマド〕 東壁の南寄りの部分に付設されている。煙道部の一部、煙出部は庭木の抜痕によ

って破壊されている。主軸方向はE-16゚50'-Sである。

燃焼部は床而より若干掘り下げており、 103X45cmの縦にかなり長い規模をもつ。焚口付近に

は39X44cmで厚さ 5cmの固い焼土而があり 、中央やや煙道寄りの部分は 4Cmほどの低い段差に

なっている。支脚は発見されていない。袖は地山のシルト牧土を素材にして構築している。最

大高でllcmしかなくほとんど崩壊しているが、長さは110cmもあリかなり長い。

煙道部は燃焼部底面端より 10cm高い奥壁につくられており、現存する範囲では底面は水平に

なっている。煙出部は破壊されている。

なお、燃焼部底面の下にはにぶい黄褐色土が充瑣する掘り方を有する。これは床面下の掘り

方の埋土と識別できることから燃焼部そのものを意識した掘り方と思われる。

（貯蔵穴状ピット） 貯蔵穴にはP2、Fls,恥がある。P2は北束開に位樅しており、大きさは76

X74cmで深さは60cmある。埋土は4府に分けられる。No.l層は掲色のシルト層で粉状の緻密な

堆積を示している。No.2府は褐色のシルト層で、多最の土器片を含む。No.3層は褐色の枯土質

シルト層で、灰 ・ 焼土粒 ・ 木炭片 • 土器片を多誠に含む。No.4層は褐色のシルト質枯土層で、

灰・焼土塊 ・木炭片を混入する。Rよ凡は南東開に位證し、恥がF¥1を切っている。R1は塊状の

堆梢状況を示し、埋め戻されたものである可能性が強い。RsはP11より新しく、埋土は 4陪に

分けられる。No.1層は暗褐色のシルト層で、緻密でかなりかたい。少拙の焼土粒木炭片を含む。

-147-



Nu 2府は暗掲色のシルト層で焼土粒 ・木炭粒をかなり含む。Nn3層は褐色の粘土質シルト層で

多批の焼土塊 ・木炭片・土器片を含む。No.4府は灰賀色色のンルト質粘土層で、かなりのねば

りがある。灰 ・細砂土を混入する。

〔その他のピッ ト〕 貯蔵穴と思われるピットと柱穴を除き 、床面上に合計11個のビットが残

る。これらのピットを重複関係、埋土状況などから整理すると以下のようになる。

①Bー上部は焼土 ・木炭の混合土に殺われるが、ビットの埋土にこれらの土は含まれない。

② p6一床面直上より掘り込まれており、埋土上府は人為的に埋め戻した堆和府と思われる。

③ P1一埋土最上部の床而とほぽ水平になる而に焼土逍構が認められる。

④ Ps-P18と重複関係にあり、 Puを切っている。埋土は自然的営力による堆梢状況を示して

いる。

⑤ p9—Pis と 重複関係にあり、 Piaに上部を切られている 。

⑥品一西壁際にあり、埋土に壁の剥落土を混入する。

⑦凡一埋土最上府は人為的堆積層と認定され、埋め戻した痕跡をとどめている。

⑧凡一比および恥と狙複関係にある。凡の一部を切っているが、贔には壁の一部を切られて

いる。最上層は埋め戻されている。

⑨凡一即こ切られており、凡と同様に最上層は人為的な堆積層である。

⑩ P1ー北壁の一部を削っている。掘り方によ って破壊されていないことから、当住居に伴う

ものである可能性が強い。

⑪ Ra-Ps、p9、凡と重複関係にあり、 p9、P12より新しく 、Psよりは1日い。堆土は自然的営カ

による堆積状況を示す。

以上の事実から、当住居が廃絶される直前の段階で使用されていたものと予想される ピッ ト

にはPs、恥の 2個のピットがあげられる。

なお、住居北西部からは第16号住居跡に伴うピットが検出される可能性をも っていたが、明

確にそれと認めることのできるピットは発見されていない。

竪穴外からflg、Pinの2個のピットが検出されている。これらは当住居に伴う可能性も残され

ているが、庭木の抜根によって攪乱をうけた部分に何らかの遺構が存在したことも考えられる．

ぬと したものは当住居の1日煙追部となることも予想されたため、それを意識した精究を行なっ

ている。

〔出土遺物〕 当住居跡の辿物には、土器 ・鉄製品 ・金銅製品 ・切子玉などがある。土器は、

杯 ・高台付杯 ・甕 ．鉢の器種に分けられる。逍物の出土撒は非常に多く、住居のほぼ全域より

出土している。

杯形土器 （第64図～第66図） 坪には、 BImt (ロクロ使用で酸化炎焼成＋黒色処理）、BU
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,.... 

類 （ロクロ使用で還元炎焼成）およびBIil類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）とがある。

＜杯BJ類＞ （第64図l-19、第65因5-8) Bl類の杯には、底部を回転糸切りで切り離

し、再調整を加えないもの (BI a類）、再調整を施すもの (BIC類）およぴ再調整のため底部

の切り離し技法が不明のもの (BI e類）とがある。

Bil③ 

こ
B12① 

(2) 

ご
二
~ 
~ 

~ B la dl 

―― _: 言言麟彎喜喜喜？
三

一塁:=封：鸞；忍：•：：

信〗!Ji>
8 

I゚ I I I 
~an 

第65図第18号住居踪出土遺物 (2)

B 1 e類の杯(3)は 1点のみで、体部よ

り底部にかけて全面に手持ちヘラケズ1)を

施している (Hs手法）。器高が低〈て底径が

極端に小さく、体部は大き〈関いて前線的

に外傾する。

B I C類の杯 (1・2、4-7)は、 再

調整の手法の途いによ っていくつかに細分

される。外面全体に丁；沢なヘラミガキを施

すもの(Ms手法） (l・2)、体部下端より

底部周緑に手持ちヘラケズリを施すもの

(H 2手法）(4)、底部全而に手持ヘラケズ1)

を施すもの(5)、およぴ体部下端より底部

全面に手持ちヘラケズリを施すもの (6'

7)などがある。器形はそれぞれ異なり 、

器高が普通で底径の小さなものには、 1本部

がかなり丸味をもって立ちあがるもの(1)と

体部がやや丸味をも って外傾するもの(6)

とがある。器底が低〈て底径の小さなも(/)

には、体部がやや丸味をもって外傾するも

の(2)と体部が大きく開いて直線的に外傾

するもの(5)とがある。器麻が普通で底径

の大きなものは、体部がかなり丸味をもっ

て立ちあがる(7)。また、器濶が翡くて底

径が小さく、体部がややふく らみをもって

立ちあがるもの(4)もある。
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8)は、形態上の特徴によ っていくつかに

分けられる。器高が低くて底径の大きなも
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... 

のは、体部がやや丸味をもって外傾するもの(18)で、器店が低くて底径の
小さなものには、体

部がややふくらみをも って外傾するもの(8~ 12)、体部がやや丸味をもっ
て外傾するもの(16)、

および体部が大き〈開いて直線的に外傾するもの (15・19)とがある。器
高が晋通で底径の大

きなものは、体部がかなり丸味をも って立ちあがるもの(17)で、器翡が普
通で底径の小さなb

のは、休部がややふくらみをもって外傾するもの (13・14、第65図8)
となる。また、器店が

大さくて底径が小さく、｛本部がややふくらみをもって立ちあがるもの
（第65図6・7)もある。

＜坪Bll類＞ （第66図15~17) 回転糸切り無調整のもの(BIla類）に限
られる。すぺて器麻

が低〈てJi5:.径が小さく、体部は“線的に外傾するものである。

＜杯BUI類＞ （第66図1~13) 回転糸切り無調整のものである。形態上
の特徴によ って細分

される。器翡が低〈て庇径が小さく、体部がややふくらみをもって外
傾するもの(l・6)、器

在が低くて底径が大きく、体部がやや丸味をもって外傾するもの(2
)、器麻が低くて底径が極

端に小さく、体部が大き〈 I捐いて直線的に外傾するもの (3. 4)、器芯が将通
で駈径が小さ

〈、体部がややふくらみをもって外傾するもの(5) などがある。ま
た、器店が高くて底径が

小さく体部が直線的に外傾するもの (8-13)がかなり出土している。

高台付杯形土器 （第65図、第66固） 利台付杯には、 BI類（ロクロ使用で酸
化炎焼成＋鼎

色処理）とBIll lTt (ロクロ使用で酸化炎焼成）とがある。

く高台付~B I 類〉 （第65固1~ 4) I灯台部が短く外傾し、 1氏部周絃をロクロ調整するもの

(BI 1③類）とr語部が怯〈外傾し、底部に菊化状のヘラ刻みを施して周緑をロクロ，淵黙するも

の (BI 2①類）とに分けられる。

B I 1③類のr.,s台付Jイヽ(1)は、杯部が欠損しており全体の器形は不明であるが、器店の麻い

坑形((1)類）を呈するものと思われる。BI2①類の森台付杯 (2~ 4)も、 4を除き胚部を欠

いている 2・3は杯形の杯部((2)類）と思われる。4は体部が大きく 1月
くもので器莉が極端に

低い皿形の胚部((3)類）をもつ。

く高台付杯BIll類〉 （第66図14) かなり大形のもので、高台付盤に近い形を
呈する。底部は

菊化状のヘラ刻みを施し周緑をロクロ調整している。7,)j台部・ t,f部の
形状は不明である。

甕形土器 （第67図） 甕には、 8I類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）とB
11穎 （ロクロ使用で

遠元炎焼成）とがある。

＜甕BI類〉 （第67図2~4、7~10) BT類の甕は器形の大小によっ
て 2分される (BI 

I・8 I 2類）が、すぺて故大径の位凶は口絃部にもつもの ((1)類）
である。

B I 1 (1)類の決(2)は、口緑部が短く強く外反するものでnlt:f部は上下に挽き出して
いる。

体部はゆるやかに脹み、中央付近に体部最大径をもつ。体部下半外面
にヘラケズリが施される．

B I 2 (1)類の喪(7)は、口緑部が短く外反し、口悟部を下方へ強〈挽
き出すものである。体
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/グ

部は比較的円やかに脹らみ、中央付近に体部最大径をもつ。全面ロクロ調整である。

なお、体部下半より底部にかけての破片 (3・4、8~10)が出土している。3・4は大形

のもの (BI 1類）で、 8~10は小形のもの (BI 2類）と思われる。8・9の底部には糸切

痕をそのまま残すが、ほかはヘラケズリカ哺恒されている。

＜甕BU類＞ （第67因5、11・12) すべて細片であり、全体の器形を知りえるものは出土し

ていない。11・12はイ本部が大きく脹む甕の口緑部片で、 5は体部下半より底部にかけての少片

である。

鉢形土器 （第67図l・6) 鉢はいずれも BI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）に類別される．
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1は口縁部が短〈 外反し、口唇部は上方へ弱く 挽き出すもので、体部は上半付近でゆる＜張り

出している。 6は口縁部が極端に短く寵立ぎみに外反し、体部はほとんど脹まずそのまま底部

へと移行する。いずれも全面ロクロ調整である。

鉄製品 （第68図1~8、11) 1と4は鋤の刃先の一部である。 平面形がU字形をなし、

内緑に沿って溝をつくり、木身をはめるようにしたものである。1は大形のもので現存長で約

13. lorn、最大幅3.1cmを計る。4は比較的小形のもので、基部の一部のみを残す。現存長で約5.4

cm最大幅1.9cmとなる。 2は刀子で、刃部端の一部を欠〈。 15.0cmの大形のもので、刃部長約

10cm、刃部の最大幅2.9cmを計る。I掲は背側にのみ段を有し、幅2.2cmとなる。茎は先端に向って

細くなり、 1.0~2.2cmの幅をもつ。 3は両端がとがった角棒である。含舌と思われる。上部端は

するどくとがらせており身の先端と思われるが逆刺はつかない。茎は身と同様に細〈なってお

り、柄に挿入するようにつくられている。現存長で9.2cmを計る。5は先端をするどくとがらせ

た細い棒状のものである。錐と推定される。現存長で4.0cm、最大幅1.5cmとなる。6は細長い
かこ . ,., 

角棒であり、釘と思われる。両端を欠き、現存長で3.9cmを測る。7は絞具である。刺鉄の部分

は付党したまま錆化している。大きさは長さ5.3cm、幅4.3cmを計る。8は上半部に木身を挿入す

るための袋部をもつ円棒である。性格は不明であるが、のみの一部とも推定される。現存長で3.7

cm、幅1.6cmを計る。 11は7J子の刃部の元にはめこむはばき金具と思われる。長さが3.9cm、厚

さ0.4cmのものである。

金銅製品 （第68図10) 11と同じであり、はばき金具と思われる。鉄地金銅ばりで、鉄製品

に鍍金の行銅をはったものである。長さ3.6cm、厚さ0.2cmを計る。

切子玉 （第68図9) 上下で12面をもつ釘．盤玉状を呈する。水晶製品である。長さが1.4cmで

最大幅は1.3cmになる。

第19号 (F850)住居跡

（遺構確認面〕 追構は1Ia層を 4~ 5 cm掘り下げた段階で確認されている。当地区では lb層

は検出されず、遺構確認面の上部は耕作土(Ia屑）になっている。

〔保存状況〕 住居の北西部は庭木の抜根によって破壊されている。また、木根による攪乱が

随所に認められ、保存状況はあまり良くない。

〔重複関係） 当住居と重複する逍構は発見されていない。

（平面形・長軸方向〕 束辺長が他より若干短いため台形に近い形状になるが、ほぼ正方形を

呈する。長軸方向はN-78°30'-Wである。

〔規模〕 束西長で2.82-m・2.77m、南北長が2.73m・2.58mとなり、底面栢は約7.12m'であ

る．
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〔堆積土〕 住居内堆積土は 2層に分けられる。

第1層 ：にぶい黄褐色のシルト層である。緻密でかなりかたい。上部の全面を裂っている。

焼土粒 ・木炭粒を少拡含む。

第2層 ：褐色のシルト府である。第 1層に比ぺてやや砂分が強くて密度があらくなる。床面

上の全城に限＜堆梢する。焼土粒 ・木炭粒をかなり含む。

第1層、第 2府とも自然的な営力による堆積層と思われる。

（壁〕 地山を壁としている。壁は床面より比較的急角度で立ちあがる。大小の攪乱をうけて

おり、逍存状況は良〈ない。現存する壁高は束壁で16~22cm、西壁が20~38cm、南壁18~23cm、

北壁13-20cmとなっている。

（床） 壁際が若千低くなっているがほぽ平坦な面をなしている。とくにたたきしめてはおら

ず、比較的やわらかい。床面上からは 3個のやや大形のビットが検出されている。

なお、床而の下からは 8~ 9cmの厚さをもつにぶい黄褐色土屑が検出されている。掘り方の

埋土と思われる。

〔柱穴〕 柱穴はま った〈検出されていない。

〔カマド〕 束壁のほぼ中央に付設されている。とくに破壊はうけておらず、遣存状況はかな

り良好である。カマドの構築法は他の住居とは異なっており 、やや特異な構造をも っている。

主軸方向はE-16°-Sである。

燃焼部 ・袖部は床面上から 6-8cmの段差をもつ＼町の上に構築されている。この坦は燃焼

部と袖部の規模に合わせて作られているが、燃焼部は火床面にあたる部分に限定されている。

したがって平面的には束壁際に出口をもつ"U''字形になっている。

燃焼部は焚口付近に36X24cmの範囲で厚さ 2-3 cmのかたい焼土面をもっている。火床部の

奥は一段低くなり、両袖にはさまれてピット状になっている。これは前記の坂を作るに際して

土を須ねなかった部分にあたり 、床面とはぼ同一レペルにある。支脚とは断定できないが熱を

うけた石が燃焼部内に 1個発見されている。袖は壇の上に地山のシルト牧土をさらに積みあげ

て構築されており、袖幅は培による規制をうけたものと思われ、最大幅で16cmと狭い。

煙道部 ・煙出部は竪穴外の地山上からは検出されていない。おそらく、竪穴の外に出て上方

へ立ちあがるものであろう。

（貯蔵穴状ピット〕 床而上から発見された 3個のピットはいずれも貯蔵穴とするには確証に

欠ける。平而的には比較的大形であるがどれもが深さは10cm士となっており、かなり浅い。

〔出土遺物〕 当住居の出土遣物は土器に限られ、土器には、杯 ・寝 ・鉢 ．壺の器種がある。

カマドの周囲に集中して出土するが、その最は少い。

杯形土器 （第70図） 杯には、 BI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成＋黒色処埋）、BII類 （ロク
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ロ使用で四元炎焼成）、およぴBIII類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）とがある。

＜杯BI類〉 （第70図1~4) BI類の杯には、底部を同転糸切りで切り離した後、再調整

を加えないもの (8I a類）と再調整を施すもの (BIC類）とがある。

B IC類の杯 (l~ 3)は、すぺて手持ちヘラケズリによる再満整で、体部下端に施すもの

(lls F法）(1)と底部全而に施すもの (H3手法） (2 ~ 3)とがある。いずれも、器｛卯の低いt

ので、底径が小さ〈体部がやや丸味をもって外傾するもの (1・3)と、底径が大き〈体蔀が

やや丸味をもって外傾するもの(2)とに分けられる。

8 I a類の杯(4)は、器邸が芯くて胚径が大きく、イ本部はややふ〈らみをも って立ちあがる

＜杯BII類＞ ＜杯BIll類＞ 回転糸切り無調整のものが、細片で少鍍出上している。

甕形土器 （第70図） 炭は、BI類（ロクロ1吏JHで酸化炎焼成）と BIU!i (ロクロ1史用で患

元炎焼成）とに類別される。

＜甕BI類＞ （第70図 5・6) BI類の甕は、口緑部に最大径をもつ大形のもの (8I 1(1) 

類）と口緑部に蚊大径をもつ小形のもの (BI2(1)Ui)とがある。

B I 1 (1)類の衷(6)は、 nt蹄部が紺〈強く外反し、口昏部は上方へ強〈挽き出すものである．
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体部はゆる〈脹み、中央付近に体部故大径をもつものと思われる。

B I 2 (1)類の甕(5)は、口緑部が短〈外反し、口悟部は上方へ挽き出している。

〈甕BII類＞ 破片のため図示不能である。大形のもので、長い口緑部をもち、1本部はJf-1部よ

り大き〈張り出す器形を呈するものと思われる。

許形土器 （第70図7) B I類（ロクロ使用で酸化炎焼成）に）属すものである。口緑部は短

〈ゆる〈外反し、口悸部は弱〈上方へ挽き出している。体部はあまり脹まず、上端付近に体部

最大径をもつ。全面ロクロナデで整えている。

甕形土器 （第70図8) B Il頷 （ロクロ使用で遠元炎焼成）に屈すものである。口緑部、体

部下半を欠き、全体の器Jfクは明らかでないが長頸壺として分類した。

第20号 (FD09)住居跡

（遺構確認面〕 遣構確認面はIla府のほぼ上面である。断面観察によれば此構はHal竹の直上

より掘り込まれている。なお、当地区には Ib府は存在しない。

（保存状況〕 当住居の北西開から南東開にかけての左半分が路線敷外に入るため批j在してい

ない。調査範囲内に限定すればほぼ原形をとどめており保存状況はかなり良好である。

〔重複関係） 第5号溝と重複関係にある。当住居の北岐の一部が第 5号溝によ ってりJられて

おり、 第5号溝より旧い。

〔平面形・長輯方向） 北辺長より束辺の現存長が長く、南北に長い長方形を呈するものと思

われる。長軸方向は推定でN-7°30'-Eである。

（規模） 未調脊部分を含むため規模は不明である。ただ、北西コーナーと北求コーナーは検

出されており、東西長は推定で3.65m強、南北長は40.Sm+aとなる。

〔堆積土〕 住居内堆栢土は基本的には以下の 2屑に大別される。

第1屑 ：褐色シルト層である。上部全而に匝く堆梢する。緻密でかたくしま っている。焼土

粒・木炭粒を少屈含む。

第2層 ：暗褐色のシルト層である。第lMに比べてややねばりがある。床面上の全域に分布

し、焼上粒 ・木炭粒をかなり含む。

第1屑、第 2屑とも住居の廃絶後自然的営力によ って堆梢した層と思われる。

〔壁〕 地山を墜としている。床面よりの立ちあがり角度は比較的緩い。現存する咆邸は東咄

で10-l 7cm、北墜が23-32cmとなっている。

〔床） 床而上はほぽ平阻になっている。かたくたたきしめられており、埋土とはnrL分れ現象

がみられる。床面上からは大小5個のピットが発見されている。

最後に床面を掘り下げたところ、床面全域に15-25cmの深さをもつ掘り方が検出されている
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埋土は 2層に分けられ、いずれもが埋め戻した人為的な堆栢層である。

〔柱穴〕 床而上より発見された 5個のビットのうち、平面的な大きさから柱穴と考えられる

ものにはP辻 p.がある。このうちp.は深さが約51cmもありかなり深〈なるが、P2は24cmと浅い．

いずれのピットも対となるのが検出されておらず確証に欠ける。

（カマド〕 束壁の南寄りに付設されている。煙道部 ・煙出部が検出時に若干削平されている

ほかは良好なかたちで逍存している。主軸方向はE-2"30'-Sである。

燃焼部の大きさは92X24cmとなり、長さに比ぺて幅がとくに狭くなっている。燃焼部底而は

火床部分が床而よりやや凹んでいるものの奥に向かって緩く立ち上がっている。支脚は発見さ

れていない。煙追部は、火床部とは16cmの比高をもつが、緩く傾斜して立ちあがる燃焼部底面

とは際立った段差をもたずに接続する。袖部は地山のシルト質土を素材とし、それを梢み上げ

て構築している。煙道部底面は入口付近でやや高〈なるもののほぽ水平に煙出部へと移行する。

煙出部には直径約41cmのピットが掘り込まれており、煙道端との比商は4cmと少ない。

なお、燃焼部を掘り下げて検出されたにぶい黄褐色土は床面下の掘り方埋土とは異なってお

り、カマドの付設場所に限定された掘り方と思われる。

（貯蔵穴状ピット〕 貯蔵穴には南東隅に発見されたPsがある。約半分が路線敷外に入る。直

径約103cmの不整円形を呈するものと思われ、深さは約26cmになる？埋土は 3)@に分けられる．

上府は暗褐色のシルト府で、緻密な堆梢状況を示し 、混入物はほとんどみられない。中府は灰

黄褐色の枯土質シルト層で、木炭粒を少恨混入する。下屑は暗褐色の粘土質シルト層で、粒～

塊状のあらい堆積状況を示し、少批の焼土粒を含む。

〔出土遺物〕 当住居跡の出土逍物には土器と鉄製品があり、土器は杯 ・高台付杯 ・甕 ．壺．

鉢の器種に分類される。カマドおよぴ焼土面の周囲より集中して出土する。

杯形土器 （第72図） t,fには、 BI類 （ロクロ使用で酸化炎焼成＋黒色処理）とBll類・（ロ

クロ使用で辺元炎焼成）およぴBW類 （ロクロ使用で酸化炎焼成）とがある。

＜坪BI類〉 （第72固 1、6~9) BI類の杯は、底部を回転糸切りで切り離した後、再調

整を加えないもの (BI a類）と再調整を施すもの (BIc類）とがある。

B IC類のM、(1)は、器高が高〈て底径の小さなもので、体部はかなり丸味をもって立ちあが

る。底部を欠損するが、体部下端に手持ちヘラケズリを施している。

B I a類の杯 (6~ 9)は、形態上の特徴によって 3分され、器店が普通で底径が小さ〈 、体

部がl打線的に外傾するもの (6・7)、底径が大きく 1本部が直線的に外傾するもの(8)および底

径が大きく体部がかなり丸味をも って立ちあがるもの(9)などに細分される。

＜杯BII類＞ 図示不能の細片が4片出土している。

＜杯Bfll類＞ （第72図11~14) 回転糸切り無調整のものである。器高が低くて底径が小さく
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